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壱◆この先に待つもの







１




「これでまたみんな、そろったね」

　柳生やぎゆう道場の稽けい古こ場ば。

　居並んだ「剣姫マスターサムライ」たちを見み渡わたして、柳生宗むね朗あきらが口を開いた。

「そうね。帰ってきたのね、またここに」

「うむ。懐なつかしいものよの」

　千せん姫ひめこと徳とく川がわ千、真さな田だ幸ゆき村むらが言う。

「まぁ、しかたありませんわね。このわたくし、愛の戦士・直なお江え兼かね続つぐがいないと、この道場もどうなることやら……って、ぁ痛っ！」

「ウキュ！　キュキュッ！」

　大口をたたく兼続の、その口を引っ張り、頭の上で飛とび跳はねては、髪かみの毛けをむしる猿さる飛とび佐さ助すけ。

「やっぱり、落ち着きますね。ひとつ屋根の下に九人……八人と、お猿さん一匹で、とても広いとは言えないのに」

「みなさんの顔を見ると安心します」

　服はつ部とり半はん蔵ぞう、後ご藤とう又また兵べ衛えも。そして、

「……」

　さっきまではいなかった義ぎ仙せんが、濡ぬれ縁えんに面した柱を背に、もたれるように立っている。他の「剣姫マスターサムライ」たちや宗朗が板の間に腰こしを下ろしているのと、対照的だ。

　そして誰だれよりも、

「はぁーい！　またお兄ちゃんと十じゆう兵べ衛えと、千姫さまとゆっきーと、ぞうさんとべーたさんと、ぐつぐつさんにさっちんに、ぎったん！　みんなみんな、いっしょに暮らせるの！　やったぁ！」

　大喜びで歓かん声せいを上げる柳生十兵衛だ。

　その勢いで宗朗に抱だき付つく。

「ぅわ！　ダメだよ十兵衛。やめなさい、ほら。くっつき過ぎ……ていうか、胸が、う、むぐぐ！」

「ちょっと！　なにやってるのよ十兵衛。離はなれなさい！」

「そうじゃぞ！　帰ってきたはしから、さっそく破は廉れん恥ちな！」

　たちまち千姫、幸村が色をなす。

　床ゆかに胡坐をかいた宗朗の正面から、立たち膝ひざの十兵衛が抱き付き、抱きしめた。

　位置関係としては、ちょうど十兵衛の胸が宗朗の顔に当たる。

　密着する。押し付けられる。

「じゅ、十兵衛……そろそろ、息が」

　宗朗の手が、わなわなと震ふるえる。

　千姫と幸村が、本気で引き離そう、としたときだ。

「……よかった、お兄ちゃん」

　ぽつり、と十兵衛がつぶやいた。

　うつむいて見えなかった顔の、前まえ髪がみの向こうからポツッ、しずくが伝い落ちる。

「十、兵衛……？」

　宗朗が顔を上げる。

　もう抱きしめる十兵衛の腕うではゆるんでいた。

「よかった。お兄ちゃん……みんな、みんな無事で、元気で、ここにいるの。十兵衛、うれしいよぉ。本当に、よかったの」

　落ちるしずくはもちろん涙なみだだ。

　十兵衛の両目からボロボロ、こぼれ落ちて来た。

　その光景。軽い嗚お咽えつと鼻をすすりあげる音に、

「な、なんですの。不死身のわたくしには、あんなことくらい、どうってことない……すんっ、すんっ！　うぐっ」

「キュゥ、ウキュゥ！」

　兼続が声をつまらせ、佐助も黒目勝ちの目をこする。

「たしかに。この身も一度は死んだと思い、もう御お姫ひいさまにお会いできないものと覚かく悟ごもしました」

「奇き跡せき、なのかもしれません」

　半蔵、又兵衛も、もらい泣きに目め頭がしらを押さえた。

「十兵衛」

　宗朗が、自分から十兵衛を抱き寄せる。

「お兄ちゃん！」

　十兵衛もそれに応こたえて、しっかりと抱き合った。

「なによ……まぁ、今日は許してあげるわよ」

「兄きよう妹だいでまったく……しかたのないやつらじゃ」

　千姫、幸村も瞳ひとみを潤うるませていた。口元は、微ほほ笑えみの形に変わっている。

　大おお江え戸どでの戦いのあと、一週間が過ぎていた。

「まだ、一週間ですか」

「もうずいぶん、昔のような」

　半蔵、又兵衛の言葉は全員の気持ちでもある。

「そうだ。あれは……」

　宗朗も想おもう。

　地の底から湧わき出いでた怨おん霊りようは大おお鎧よろいに取り付き、一体となって、大江戸に災さい厄やくをもたらそうとした。

　江え戸ど城じようの地下には、この地で傷つき倒たおれた魂こん魄ぱくを慰い撫ぶし、封ふう印いんする鎮ちん護ごの柱があった。

　しかし、それを守るべき「将」の徳川将軍も、癒いやす「剣姫マスターサムライ」の力も不足、枯こ渇かつしていたことが、地下の魂たましいを怨霊として目覚めさせる契けい機きとなってしまう。

　きわめつけは、御み台だい所どころ・霧きり壺つぼの方から作られたクローンの徳川四し天てん王のう「剣姫マスターサムライ」が、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちと戦って倒れたこと。

　本来クローンである四天王、本ほん多だ忠ただ勝かつ、榊さかき原ばら康やす政まさ、井い伊い直なお政まさ、酒さか井い忠ただ次つぐは、その死とともに意識を別の身体に移うつし替かえることができる。

　そうしてほぼ永遠に生きることで、鎮護の柱に寄り添い続ける。

　それが幕府の、というより霧壺の方の思おも惑わくだったはず。

　しかしそれがうまく機能しなかった。

　大鎧は本来、四天王「剣姫マスターサムライ」のために作られた、幕府の最終兵器だった。

　しかし宗朗たちによって倒された四天王は復活せず、魂のない予備の身体はかっこうの依代となって怨霊をこの世に運ぶ役割を果たした。

　同時に鎮護の柱の力も弱まり、いっせいに魂魄が目覚める。

　それらが、ただの偶ぐう然ぜんやシステムエラーによるものだったのか。

　なんらかの人じん為い的てきな力が介かい入にゆうし、そうした動きを加速させた、決定づけたという疑いもまた、ぬぐいきれない。

「大江戸は、どうなっておるかの」

　しばらくして、幸村が口を開いた。

　その答えはみんなわかっている。幸村自身も、木版状電脳で日々のニュース配信を、知っていた。

「……お兄さまが、将軍宣下を受けられる見通しよ。ううん、もう本当は決定してる。手続きを待っているだけね」

　千姫が返した。

　これもまた、もっともありうる流れとして全員が理解していることだ。

　うなずく半蔵。だまったまま、床を見つめる又兵衛。いずれにしても、歓かん迎げいする、祝福する空気ではない。

「慶よし彦ひこさまが、将軍になられる。自然なことではあるけれど」

　宗朗もまた、そこに釈しやく然ぜんとしないものを感じるひとりだ。もっとも強く感じている、ともいえる。

　同じ「将」の力を持つ者だけに。

「ニアさん、どうなっちゃったの？」

　十兵衛が不安そうにたずねる。もう宗朗からは身を離していた。

「そうか、十兵衛は見ていないんだ。十兵衛さんに、姿を変えていたからね」

　ニア……ダルタニアンのことに話が及およぶと、「剣姫マスターサムライ」たちの表情が曇くもる。

　大鎧の体内で、同じように「氣」のラインでつながったダルタニアンの姿を見て、感じていたからだ。

　どこかに囚とらわれていた。身体だけでなく、心も完全に繋つながれているようだった。

「ニアは、実験体になったのよ。あの人造『剣姫マスターサムライ』たちの母体になった、というか」

　唯ゆい一いつ、ダルタニアンと直接、心を交かわした千姫が言う。

「うむ。伊だ達て政まさ宗むねらの残したこの手紙に記された事実とも符ふ合ごうする。どうやらそれが真相のようじゃ」

　かなり分厚い手紙を掲かかげて見せる幸村。

　宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちが大江戸に行っている間、この道場に残って学園の探たん索さくを続けた政宗と片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうが見つけた、学園内の人造「剣姫マスターサムライ」養成施設。

　その場での戦いによって、いまは慶彦の「剣姫マスターサムライ」となった由ゆ比い正しよう雪せつから聞き出した内容を、書き残して行ったのだ。

「ムネムネさんやコジコジは」

「誰ですの、それ！　あのふたりなら、その置き手紙を残してさっさと消えてましたわ。この道場の米全部を食べつくして、ですわ！」

　兼続が憤いきどおる。いや、憤って見せているだけかもしれない。

「姿を消したといえば、慶けい次じや景かげ勝かつさんもだ。大江戸の戦いのあと、捜したけど、連れん絡らくがとれなくなった」

　宗朗が言う。

　江戸城を半ば破は壊かいし、日の本までも燃やし尽くそうとした怨霊の群れは、大鎧とともに消えた。

　怨霊を鎮しずめ、浄じよう化かしたのは、宗朗と「剣姫マスターサムライ」十兵衛だ。

　ただし、ふたりだけではなく、そこには多くの、すべての、と言ってもいい戦士たちの力が結集している。

　いったんは命を落とした宗朗をよみがえらせるため、自らの「氣」を使い尽くした前まえ田だ慶次、上うえ杉すぎ景勝。

　わが身をかえりみず、「剣姫マスターサムライ」十兵衛ただひとりに「氣」を集中した千姫、幸村、兼続、半蔵、又兵衛、佐助、それに義仙。

　怨霊たちに囚われ、取り込まれそうになっていた四天王「剣姫マスターサムライ」たちも、最後の力で十兵衛に味方した。

　そして将軍、徳川慶よし康やす、霧壺の方までが、鎮護の柱の復活にその身をささげた。

　学園では政宗や小十郎が。

　あらゆる意志と行動をもって、大鎧と怨霊たちに抗こうした。

「でも、なんだか」

「最初から、そう仕組まれていたのやもしれぬ……」

　顔を見合わせる千姫と幸村。

　すべての犠ぎ牲せいも、そのように予定され、仕向けられていたものだったとしたら。

　怨霊の大鎧が消しよう滅めつしたあと、大江戸の空を覆おおったのは慶彦の乗るヘリコプターと、それを守るように飛ぶ人造「剣姫マスターサムライ」たちだ。

　言うまでもなく、ダルタニアンを母体とし、その強制的に抽ちゆう出しゆつされたゲノムを移植することで起動した人造「剣姫マスターサムライ」。

　彼かの女じよたちが保管、保存されていたのは学園塾の地下施設。

　もともとは、学園塾の女子生徒で、サムライと認にん定ていされた少女たちだ。

　もとより学園塾は、武家の子女をもって基本とする教育機関。

　その本校を慶彦は、人造「剣姫マスターサムライ」を作るための素材を得るためのものとした。一時「豊とよ臣とみ狩がり」とその弾だん圧あつに名を借りて、失しつ踪そうした少女たちが、その素材だったのだ。

「お兄さまは、最初から人造『剣姫マスターサムライ』を作るつもりで、ニアを……」

　千姫の言葉に、幸村がうなずく。

「まず、間ま違ちがいないじゃろう。慶彦の狙ねらいは、この学園を牛ぎゆう耳じることでも、われらを倒すことでもなく、幕府を自らのものとすること……日の本のすべてを手に入れることだったのじゃからな」
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「で、でも！　天あま草くさを退けたのはわたくしたちですわよ！　あの鎧の化け物を倒して、怨霊を鎮めたのだってですわ。そこのところ、どうなってるんですの！」

　兼続が憤る。

「そこは、うまく使われた、というところじゃろうな。とはいえ国家規模の災厄じゃ。われらでなければ、幕府が出てこよう。その場合、むろん被ひ害がいはそうとう大きくなっておったであろうがの」

「幕府にも四天王『剣姫マスターサムライ』がいたし、あの大鎧もあったわけよね。抑える自信はあったでしょうね」

「そのあたり、慶彦さまがうまく情報を流して幕府を動かしたり、けん制したり、コントロールしていたのではないでしょうか」

　幸村、千姫、半蔵が次々言う。

「最後には、その幕府がじゃまになった。いちばんの戦力であり、鎮護の要でもあった四天王も大鎧も、ぼくたちと戦わせて、始末する。いちばん危険な怨霊たちまで使って、そのうえ鎮めさせた、のか……」

　わかっていても、その巧こう妙みようさに驚おどろく。

　また、

「慶彦さまの手のひらの上で踊おどっていた……踊らされていた、ということなんです」

　廊ろう下かの義仙がつぶやいて、その言葉が全員の耳を打つ。

「幕府の発表では、討幕派のテロリストが、江戸城内や市街にまで有毒ガスを撒いて、それを機に一部が蜂ほう起きした、という発表ですし」

「はいはい、それを鎮ちん圧あつしたのも、お兄さまなんでしょう。『学園で研究開発していた人造「剣姫マスターサムライ」を率いて、火急の現場にかけつける慶彦公』、か」

　又兵衛が広げた紙の新聞の見出しを、千姫が読み上げる。

　誰ともなくため息が漏もれた。

「天草の変のときもそうじゃったから、いまさら驚かぬがな」

「なんか、ムカつきますわ。すっごくムカつきますわぁ！」

「ウキュ、ウキュゥ！」

　佐助までもが、怒おこったように飛び跳ねる。

「まあ、仕方ない……」

「いいよ。十兵衛、それでいいの」

　あきらめ顔の宗朗に、それまで黙だまっていた十兵衛が口を開いた。

「よくありませんわ！　四天王だの大鎧だの、倒すのにどれだけ苦労したと思ってるんですの。たんまり報ほう奨しよう金きんでももらわなきゃ、わりにあいませんわぁ！」

「お金、なんですね」

「あら、お金は重要ですわよ！　お金がなくてはごはんが食べられませんわ！　武士道とかだけじゃ、お腹なかがいっぱいになりませんのよ！」

　苦く笑しようまじりの半蔵に、言い返す兼続。

「まあ、兼続の言うこともわかるよ。一理あるけど」

「でも、お金でみんなの命は買えないよ！　みんな元気で、またこのおうちに帰ってきたのが十兵衛、うれしいんだもん！」

　そんな十兵衛の言葉に、はっ、とする全員。

　空気が元に戻もどる。最初の十兵衛の、言葉のあとの時間に。

「そう、じゃな。そうじゃった」

「あれだけの戦いで、みんな一度は死んだのと同じなのに、またこうやって笑ったり落ち込んだりしてるんだものね」

「これこそ、奇跡だと思います」

「まず、感謝しなくては、いけなかったんですね」

　宗朗も、ほっと息をついた。

「そうだ。ぼくたちは生きてる。生きて全員、いまここにいるんだ」

「そうですね、生きていれば」

「またこの道場でいっしょに……ごはんを食べたり掃そう除じしたり、お風ふ呂ろに入ったり」

「おしゃべりしたり、けんかしたり」

「お兄ちゃんにもいーっぱい、甘あまえたりできるの。ねっ！」

「わぁ！　こ、こら十兵衛」

「わかりましたわよ！　お金じゃないことくらい。お金があっても死んでたら使いみちもございませんことよ、ですわ！」

　口々に言う「剣姫マスターサムライ」たち。

　十兵衛がまた宗朗に抱き付いて、そんなところでも明るさが弾はじける。

「ちょっと、十兵衛、宗朗から離れなさいよ！」

「そうじゃぞ。そんなところまで前と同じにしなくてもよいのじゃからな！」

　とはまたも千姫と幸村。

　ひとしきり、場が温まったのち、

「んんっ！　……ではそろそろ、今後の話を真しん剣けんにしようかの」




２




「いい月じゃ」

　道場の離れ。

　濡れ縁から夜空を見上げる幸村だ。

「本当に、ここは落ち着きますね、幸村さま」

　かたわらに又兵衛。膝をついて、幸村のそばにはべる。大きな身体が、幸村に合わせたようにちょこんと小さく見えた。

「うむ。まるで生まれたときからここにいたようじゃ。……とは、ちと大げさじゃな」

　幸村が笑う。

　庭の木々を通して、道場母おも屋やの灯あかりが見える。

　わずかに、兼続の犬小屋も。

「そこに人がいる……仲間がいる、というのは心強いです。癒されます」

「ふむ。あんな兼続でも、しばらく離れていたせいか、顔を見るとなにやらうれしい気持ちがしてくるのじゃからな。不思議なものじゃ」

「はい」

　又兵衛が口元をおさえる。笑いをこらえているふうだ。

　そんな空気を楽しむように、幸村もしばらく間をおいて、

「……いまはよい。いまは、戦いの傷をいやすときじゃ。身体の傷はないとしても、大江戸で見たもの、感じた、経験したことを、いまひとたび整理し、自分の中で落ち着かせる時間は必要じゃからな」

「はい、幸村さま」

　又兵衛が改めて応える。口調も声も、改まっていた。

「なに、かしこまらずともよい。しばらくはゆるゆる英気をやしなえばよいのじゃからな。わらわもそうするつもりじゃ。じゃが……」

「あの者たちが」

「そうじゃな。いつまでわれらをほおって置くものか。とうにこの道場の存在など、知っておろう」

　又兵衛の言う「あの者」。

　柳生道場の面々とは別行動をとっていた時期、旅先のふたりを襲おそってきた忍者装束のサムライ。

「細ほそ川かわ興おき秋あき、と」

「言っておったな。まずまちがいなく『剣姫マスターサムライ』であろう。誰の、かはわからぬ。わからぬが……」

　そこまで言うと、幸村のひたいにわずかに汗あせが浮うかぶ。言葉を慎しん重ちように選んでいた。

『今後の話を真剣にしようかの』

　先ほどの稽古場でのこと。そう言って幸村は、全員の前でこれからのことについて率そつ直ちよくな意見を求めた。直近のことも、先のことも話した。

　しかし、

「あの者のことは、お話しになりませんでした」

　又兵衛の言葉に、

「まだ、誰とは特定できておらぬのでな。わらわの中でも、考えがまとまっておらぬところもある」

　言いながら幸村は、大江戸での最後の戦い、そのほとんど最後の場面を思い浮かべていた。

「幸村さま。あの『鏡』は……」

　幸村が宗朗にさずけた「鏡」。

　それが興秋からもたらされたものであることは、間違いない。幸村を通じて、宗朗の手に渡わたるように仕向けられた。

「あの『鏡』と、鬼切りの太た刀ちがあってこそ、怨霊と化した大鎧を宗朗と十兵衛は鎮めることができたというもの。それすら慶彦は読んでおったと？　ありえぬ！」

　思わず激しく言葉を吐き出してしまい、幸村は咳せき払ばらいして我に返る。

「い、いや……問題はそこではないのじゃ。あの『鏡』は鬼切りの太刀に反応して力を放った。されど本来は、別の太刀と組み合わされるべきもの。そのはず。そしていまひとつ、組み合わされるのは……」

　またもじっとりと汗がにじんで、幸村の言葉は途と切ぎれる。

　その先を言うのがはばかられる。

　もっと言えば怖こわいのだ。

　完全な確信のないまま、その言葉を口にするのが。

「幸村さま」

「だ、だいじょうぶじゃ。まったく、わらわがこのように心労を重ねておるというに。知らぬとは、幸せなものよのお」

　ふぅー、と息を吐き出し、幸村は言った。苦笑している。

「まだ急がなくとも。そうではありませんか。幸村さまが先ほど、おっしゃいましたように」

「そうよの。自分で言ったばかりじゃった。まぁ……いつまで猶ゆう予よがあるかはわからぬ。いつまでもここで仲良く過ごしておるわけにもいかぬ。いずれは動かねばならんのじゃ。じゃが」

「いまは」

「しばし、羽を休めるとするかの。向こうの出方を待つのも戦略、戦術じゃ。後ごの先せん、のたとえもあろう。向こう……慶彦と幕府のほうやもしれぬ」

「はい」

　そこまで言って緊きん張ちようが解けたのか、幸村は急に眠ねむ気けがこみあげたようにあくびをかみ殺す。

「今日はここまでじゃな。寝ねるぞ、又兵衛。床をたのむ」

「あ、はい。お風ふ呂ろは」

　すぐに腰を上げながら、又兵衛が問う。

　道場の風呂場は順番で、いまごろは千姫、半蔵が入っているはずだ。

　その次が幸村と又兵衛。さらに十兵衛と兼続、佐助が入る。最後に宗朗だ。もっとも、幸村たちと十兵衛らがいっしょに入るときもあり、そのあたりは変則的だった。義仙は、この道場にいるときだけ、十兵衛といっしょに入るようだ。

「うむ。明日の朝でよい。今日はもう、疲つかれた」

　そういうと目を閉じる。そのままこくん、こくん、と首を上下し始めた。

「わかりました。それではさっそく」

　又兵衛が部屋に入ってふたり分の布ふ団とんを敷き始める。

　戻ったときには、

「……すぅ……ぅ」

　柱にもたれ、すっかり幸村が寝ね息いきを立てていた。

　その姿。

「幸村さま……おかわいい」

　又兵衛の唇くちびるに微笑みがやどる。眠ねむっている幸村は、さらに数歳幼くなったように見えた。

　幸村の身体をひょいと抱き上げて布団に運ぶ又兵衛。

　床に下ろすまぎわ、

「……ちゅ」

　額に、小さくすばやく、唇をふれた。たちまち又兵衛のほうが赤くなる。

　幸村が目覚めないのを確かめて、ゆっくりやさしく、床に横たえた。掛け具を肩かたまでかける。

「幸村さま。この又兵衛が必ず、御お守まもりいたします」

　幸村の額にかかった髪をなおすようになでながら、又兵衛がつぶやいた。

　その光景を、

「……」

　庭の木の陰かげ、枝の上からじっと見つめる影かげがあった。




「御姫さま、よろしければお背中を」

　湯気の煙けぶる浴場。

　洗い場で半蔵が、手ぬぐいを石せつ鹸けんで泡あわ立だてていた。まだ千姫は湯船の中だ。

「わかったわ」

　千姫が身を起こす。

　ザバッ！　湯が大きく波打ち、千姫の見事な裸ら身しんが露あらわになった。なめらかな白い肌はだが湯気をまとい、ほのかな桜色に色づいている。

「お、御姫さま……」

　千姫の肌を見つめるだけで、半蔵のほうが頬ほおを赤らめる。恥はずかしそうに顔をうつむける。

「なにしてるのよ。ほら」

　浴よく槽そうのふちをまたぎ越こして、千姫が半蔵を見下ろす。

　こんなとき、少しも自分の肌を隠かくそうとしないのが、生まれつき身の周りの世話をされてあたりまえ、という千姫の意識をあらわしている。

　もちろん、千姫に羞しゆう恥ち心しんがないわけではない。

　半蔵相手には、それを感じないだけだ。

「は、はい。申し訳……」

　千姫が腰こし掛かける椅い子すを、半蔵がうっかりして置いていなかったためだ。あわてて椅子を千姫の前に差し出そうとするのを、

「いいわ。座すわるより、横になりたい気分なのよね」

　千姫が制すると、

「……かしこまりました。ただいま！」

　あたふたと半蔵が、脱だつ衣い場じようからバスタオルを持ってくる。何枚もを、風呂場の床に敷いて、

「どうぞ、御姫さま！」

　千姫のための場所を作った。

　うなずくと、さっそくバスタオルの上へ寝そべる千姫。うつぶせ寝で、背中を半蔵に向ける。

　背中だけでなく、腰も、ヒップも、長くてまっすぐな脚あしも、すっかり投げ出すように露わになっていた。

「失礼、いたします」

「タオルでなんて、ダメよ。おまえの身体で洗うのよ、半蔵」

「は、はい。心得て……」

　真っ赤になりながら、さっき作った洗あらい桶おけの中の泡あわを自分の肌に塗ぬっていく半蔵。たっぷりとしたバストにも塗り付ける。

　それだけでは足りずに、新たに石鹸で泡を作っては、お腹やその下にまで。

「まだなの？　せっかく温まった身体が冷えちゃうじゃない」

「た、ただいま！」

　あわてて半蔵が、千姫の背中におおいかぶさる。

　自分の身体で千姫の肌を洗う。

「そうそう。上手じゃない。いいわよ」

「おそれ、いります。あの、重くはございませんか」

「ううん。気持ちいいわよ」

　自分の手をまくらに、千姫が目を閉じている。

　ぴちゃ、にゅるっ、にゅちゃ……。泡を介かいして、肌と肌が重なり、すべる音がかすかに響ひびく。

　千姫の背中のカーブに合わせて半蔵のバストが形をひずませ、強くつぶれて横からはみ出し、またもとの形へ戻る。

「んっ……ん……、ひさしぶりなもので、緊張してしまいます」

　裸身を動かしながら、半蔵が頬を紅潮させる。

「そうかもしれないわね。まえはずっとこんなふうに洗わせていたのに」

「もっと、口に石鹸を含ふくんで、ずっと舌でなめて洗わされたこともありました」

「そんなこと！　……あった、かも。うふふ」

「はい」

　笑う千姫。半蔵も応える。

　この主従にも、いい意味で緊張感の解けた時間が訪おとずれていた。

「なにかしらね。このところずっと戦いが続いていたから、半蔵、おまえをいじめるのも忘れていたわ」

「そうですね。半蔵、ほっとしたような、少しさびしい気もしていました」

「なによ、言うわね。またいじめてほしいのかしら」

「お手て柔やわらかに、お願いしたいと思います」

　このあたりの意気も、ぴったりと合ってきている。

　ふたりとも、それが心ここ地ちよい。

　その間にも、にゅるっ、にゅっ……。肌が合わさり、こすれあう音が続いていた。泡もたっぷりと湧いて、こぼれた泡がシャボンのようにただよう。

「それにしても……」

「はい、御姫さま」

　言葉を切った千姫が、なにごとか考えている。半蔵は裸身を前後に、ときに回すように動かしながら、次の言葉を待つ。

「あのときの……十兵衛のあれは、『剣妃サムライブライド』だったのかしら。おまえは、どう思って」

　十兵衛のあれ。

　もちろん大江戸での戦いの、大鎧を倒し怨霊を鎮めた十兵衛の姿のことだ。

　白銀に輝かがやく獣耳姿は、以前にも現れている。十兵衛が「氣」を会え得とくして、速さの属性「瞬しゆん」に目覚めた形だ。

　それを半蔵は見ている。

　ずっと囚われて、人格を改造されていた千姫は、あのとき見たのが最初だった。

「……わたしや又兵衛さんが『氣』を学んで『剣姫マスターサムライ』の姿が変わったように、十兵衛さんも、そうなのだと思います」

　半蔵がそのことを告げると、

「そう。そうよね！　いくら千たちが、ありったけの『氣』を十兵衛に注ぎ込んだとしても、それで『剣妃サムライブライド』になれるわけじゃないのよね！」

　千姫の声が弾はずんだ。

　なんだか、自分に言い聞かせているようでもある。

「ただ……」

「ただ、なによ。なんなの？」

「以前の姿よりも、ずっと神こう々ごうしく、輝いていたように思います。白い光に包まれて、それが残像になるとまるで白いベールか、ドレスのフレアのように。そう、あれはウェディングドレスの……」

「あああああー！　聞こえない聞こえない、聞こえないんだからぁ！」

　とつぜん身を起こす千姫。

　とうぜん、その背中に身を乗せかけていた半蔵は振ふり落おとされる。

「きゃぁっ！」

「半蔵、言葉に気をつけなさいよ。よりよって、ウェディング……ああ！　ウソウソウソ！　ぜったいウソよ！」

　浴場の床に尻しり餅もちをついた半蔵を、仁王立ちで見下ろす千姫。ぶんぶん首を振ると、アップにまとめていた髪かみがほどけて垂れ落ち、広がった。

「お、御姫さま」

「だってそうでしょう。あの十兵衛が『剣妃サムライブライド』なら、もう宗朗の『剣妃サムライブライド』は十兵衛に決まりってことなのよ。それでいいの？　ああもう、おまえに聞いたのが千の間違いだったわ！」

　風呂場から出て行こうとするから、

「お待ちください、御姫さま！　まだ泡を流して」

「そんなこと、どうでもいいの！」

「いえ、では……あれは、一時的なことだったのではないかと、半蔵は考えます」

　その言葉に、千姫の歩みが止まる。

　脱衣場の扉とびらを前に、振り返った。

「で、どうなの」

「え……ですので、宗朗くんの『剣姫マスターサムライ』全員の『氣』を結集して、十兵衛さんが一時的に『剣妃サムライブライド』になりましたが、それが固定したものでないのは、いまの妹の十兵衛さんがなにも変わりない、そんなところからも……」

「いいのよ！　それはもういいの。おまえの言うとおりだって、千にも確信が持てたわ。だからなのよ。どう、なの!?」

　千姫は裸身をわずかにひねって、半蔵に向き直る。

　どこかポーズをきめるような姿勢。

　ふんっ、と斜ななめに持ち上げた顔から、見下ろすような視線が半蔵に降ふってくる。

　当然、どこも隠さない。

　胸も、股こ間かんも、手ぬぐいはもちろん、手でも覆ったりはしない。胸をはって、バストを突き出す。

「どう、と言われまして、も……ぁ！　はい、いえ、お美しいです！　御姫さまの、お顔も、髪も、お身体も！　誰だれよりも、なによりもお美しいです！　半蔵、うそ偽いつわりなく、確信いたします！」

　半蔵の目がうるんで、涙なみだがいまにもこぼれ落ちそうだ。

　千姫もまた、頬を桜色に染めて、

「わかっているわ！　そう。そうよね。千がいちばん。いちばんなんだもの。いちばん、宗朗の『剣妃サムライブライド』にだってふさわしいのよ」

「は、はい！　御お姫ひいさま」

「まだ間に合うわよね」

「は？　あ、はい、もちろんでございます！　十兵衛さんの『剣妃サムライブライド』が仮のものだとすれば、本物の『剣妃サムライブライド』はまだ空席。となれば」

「この千が、どう考えたって『剣妃サムライブライド』になるべきなのよね。もう決めたわ！　半蔵、おまえも手伝うのよ！」

「この半蔵にできることでしたら」

「できること、じゃないわ。できなくてもやるのよ！　いい？　なにがなんでも千が、『剣妃サムライブライド』になる。命がけで千を『剣妃サムライブライド』になさい！」

「は、はいぃ……！」

　千姫の迫はく力りよくに気け圧おされる半蔵。

　そこまで言うと千姫は、クスッ、と笑い、手を腰こしにあてた。長い髪を肩から払はらう。ぷるんっ、と乳ち房ぶさが揺ゆれる。

　ところが、

「いいこと、具体的に作戦を練るわよ。まず千が……ぅっ」

　自信たっぷりに千姫が話し始めた矢先、不意に表情を曇らせると、頭をおさえてしゃがみこむ。

「御姫さま？　どうなさったのです……！」

　半蔵が駆かけ寄より、千姫を抱だき起おこそうとする。けれど千姫は、うずくまったまま、動かない。

「ぅぅ、頭が……！」

「御姫さま、まさか！」

　半蔵はがくぜんとする。

　人格改造を受けていた大おお江え戸どでの千姫の症しよう状じようにそっくりだからだ。

　よもや、まだ精神支配は解けていないのか。

　またぶり返して来たのだとしたら。

「しっかりなさってください、御姫さま！　半蔵が、いま……！」
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「……すぅ、すぴすぴ、すぅ～」

　規則的な寝息が聞こえてくる。

「キュゥ、ウキュゥ、キュピ……」

　ときおり混ざる、人語ではない声。

　もちろん、十兵衛と佐助の寝息、寝声だ。

　夕食のあと、片づけなどを手伝ってお風呂の順番を待っている間、横になったまま眠ってしまったのだ。

　いちおう十兵衛の部屋だが、ふだん兼続が半分ほど寝ね泊とまりしている。

　今日は珍めずらしくいないが、寝るときだけあとで来るのか、陽気がいいので、庭の自じ称しようコテージに泊まるのかはわからない。

　いずれにせよ、まだ布団も敷かない畳たたみの上、寝ね乱みだれた姿の十兵衛と、その腕うでにぴったりと抱き付いた子こ猿ざるの佐助が眠っていた。

　当分、もしかすると朝まで目覚めそうにない、そんな空気だ。




「……今後のこと、か」

　宗朗がひとりごとをつぶやく。

　ここもひとり部屋。宗朗の場合、道場に男子はひとりだけなので、当然のひとり部屋だ。四よ畳じよう半はんほどの畳の部屋に、文ふみ机づくえといくつかの本。あとは着き替がえを入れる箪たん笥すのほかは、刀置きに大小がかけられているだけ。

　シンプルな部屋は、なによりも剣けんの稽けい古こと学問のみ、という宗朗のふだんの姿勢を物語っている。

　寝ね間ま着きに着替え、風呂の順番を待つ間、畳の上で座ざ禅ぜんを組む。

　これも日課だ。

　瞼まぶたを閉じる。

　昼間の幸村の言葉がよみがえって来た。

『幕府を掌しよう握あくした慶彦が次にどう出てくるかじゃ。当面、慶彦に敵はいなくなったと言ってよい。じゃが、それゆえ次にどんな行動に出てくるか』

「慶彦さまの、次の行動……」

　すでに慶彦は江え戸ど城じように入城している。この武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく富士校舎にはもう戻って来ない可能性が高い。

　まちがいなく、慶彦は徳川将軍になるだろう。

（将軍になって、なにをする……慶彦さまはなにをなさるおつもりなのだ……）

　目をつむった暗くら闇やみの中、宗朗の意識が澄すんでいく。研ぎ澄まされていくようだ。

　これまでの天草や、江戸の地の怨おん霊りようのような敵はもう現れないだろう。幸村の言葉どおりだ。

　だとしたら、慶彦が目指すものとは。

（単に権力を求めているとは思えない。慶彦さまはそんな人物ではないはずだ。徳川将軍は手段であって、目的ではないはず。ゴールではないはずだ）

　ならば、徳川将軍という日の本の究極の権力を手にして、次にとる行動とは。

（敵がいないのなら、国内の改革、他国との関係……、しかしそんなありきたりの政治を慶彦さまが自らなさるとも……）

　慶彦にビジョンはあるのか。

　この日の本を導いていく、明確なビジョンが。

（ある。ぜったいに、ある。慶彦さまは、そういうお方だ）

　しかしそれは内政や外交といった、国の一いつ般ぱん的てきな政治の範はん疇ちゆうなのだろうか。

『いまの日の本は停てい滞たいしているよ。徳川幕府の時代が長く続きすぎたせいだ。人々は暮らしにある程度満足しながらも、世の空気に倦うんでいる。それがさまざまな反乱、反政府思想、テロといったものに繋つながっているんだ』

　以前、慶彦が言った言葉を宗朗は思い出した。

　一時期、お調子者のふりをしていた慶彦は、さまざまなことをあきらめているようにも見えた。しかしじつは、あらゆる方面に手を伸のばし、先を見み据すえていた。準備を整えていたのだ。次期将軍職を継つぐ、ということに。

　将軍家の嫡ちやく男なんであり、将軍慶康と正室・霧壺の方の間に生まれた慶彦は、圧あつ倒とう的てきな次期将軍筆頭の位置、地位にあった。

　だから慶彦自身に大事でもなければ、いずれ必ず将軍職は自らのものとなる。

　それを急いだ理由もまた、考えなくてはならない。

　早く、若いうちに権力を手に入れたい？

（そんなことじゃない。それだけではない、はずだ）

　宗朗の思考はますます冴さえて、ぐるぐると回り続ける。

　しかしそれでも答えは出ない。

（大日本の国こく威いを見せつける……そのために国際的になにか仕し掛かけるのか。いや、大規模な開発、インフラの整備、産業の……違ちがう、違う、そういう政策があったとしても、それは一種の隠かくれ蓑みののようなもので……）

　禅ぜんを組んだ身体の内側を、「氣」が活発にめぐっている。

　手足の指先までもが温かく活性化する。

　背骨の基底部から頭頂まで、鮮あざやかに「氣」の流れを感じた。

　それでも、

「わからない、か」

　宗朗は、ふーっ、と息を吐き出す。小さく笑う。

　幸村でも答えは出なかったのだ。

　そう簡単にわかるものではない。さほど容易に他人の考えがつかめたら、はなから苦労はないというもの。

「だな」

　あきらめたわけではないが、拘こう泥でいせず、いちど考えを解放するのも必要だ。

　宗朗は静かに目を開き、禅の姿勢を解いた。

　身体から「氣」が抜ぬけて行くのがわかる。

　そのとき、だ。

　宗朗の中で、小さな火花のようにひらめくものがあった。

（慶彦さまが将軍になる。将軍宣下を受ける。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの宣下を……）

「受ける。慶彦さまはあくまで、『お受けになる』立場」

　では授さずけるのは……。

「まさか、いや、よもや慶彦さまは……慶彦さまの狙ねらい、お考えは」

　そこまでたどり着いて、宗朗はじっとりと汗がにじみ出しているのに気付いた。

　焦あせりからではない。

　身体の一部が、反応したように熱くなっている。

「これは」

　それまで感じたことのない。初めての感覚。なのに、どこか懐なつかしささえ伴ともなっている、この奇き妙みような……。

「感じ、は」

　宗朗は思う。同時に、

（幸村がこのことに気づいていないはずはない。なのにあえて、触ふれなかった。隠した、のか？）

　新たな推測に驚おどろきながら、宗朗は自分の中にあるさまざまな意識に思いをはせる。




「……すぅ、すぅ……ふにゃ、ふにゃ、むにゃ……」

　すっかり規則正しい寝息を立てている、兼続。

　ちょっと大きめの犬小屋にしか見えない、道場庭のコテージ。

　毛布にくるまり、丸くなって眠る兼続は、どう見ても犬か猫ねこのようだ。

「すぴすぴ……んんっ！　らからぁ、ころあいろせんり、らおえかねるぐにおまかれれすわぁ！」

　寝ね言ごとも混じる。

　朝までぐっすり目が覚めそうにない。

　ドアもないコテージの入り口。月明かりが射さしこんで、兼続の横顔を照らしている。そこへ、一いつ瞬しゆん影かげが横ぎった。

「ふはぁ～！　もう、らべられまへんわぁああ！」

　やはり、起きない……。
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　すでに深夜の三時を回っていた。

　その影は、庭を横切ると濡ぬれ縁えんに音もなく上がり、そのまま無音で歩き続ける。やがてひとつの部屋の前で、立ち止まった。

「柳生宗朗……ここに」

　つぶやく影を、不意に雲から顔を出した月明かりがなめる。

　手にした長い得物の先の刃やいばが反射して光を放った。

　長く黒いマントが、くるぶしまでも届いている。半ば埋うもれるようにうつむいた顔を上げても、頭までがフードにおおわれて見えない。

　片手だけが、鎧よろいのような金属装甲でおおわれていた。

　一歩下がる。

　得物の間合いをとって振りかぶる。空気がかすかに鳴る音とともに、軌き道どうを描えがいた刃が一いつ閃せんする。

　切きり裂さかれた襖ふすまが音を立てて落ちるまえに、軽い身のこなしで影が部屋の中へと躍り込んだ。

　宗朗の眠っている夜具に、ためらわず得物……大おお鎌がまを振り下ろす。

　大鎌の切っ先が上うわ掛がけも敷しき布ぶ団とんもまとめて貫つらぬき、下の畳まで突き刺す鈍にぶい音が響く。

　だが同時に、

「あいにくだ。そこにはいないよ」

　背後から声がした。影の背中に話しかけたのは、

「いたか、柳生……」

　宗朗だ。

　たったいま布団から飛び出したのか寝乱れた寝間着はそのままに、左手には大た刀ちを、いつでも抜けるようつかんでいる。

　影は宗朗のいない布団を大鎌で突き通したのだ。

「きみは誰だ」

　宗朗が問う。

　影は向き直ると、黒マントを無造作に肩の上まで跳ね上げた。片側だけだが、マントの下の身体が露わになる。

「え!?」

　宗朗は思わず声を上げた。

　たっぷりと露出した肌。

　月明かりの下、マントの上からでもわかった豊満なバストが、そのほとんどを露わにしている。

　手て脚あしは長いグローブとロングブーツでおおわれているものの、そのほかは裸はだかといっていいほど剥むき出だしだ。

　きわめつけはボトムで、

「そ、それって……」

　宗朗が言葉を失う。

　スカートでもパンツでもなく、腰をぐるっ、と布地が囲んでいる。ところが、それが、

「な、い？」

　もちろん、股間が裸というわけではない。

　まるで股また下したから挟み込むように、その部分だけがおおわれている。というより、縦長のその部分しかおおわれていない。

　後ろ側は、ヒップがまるまる剥き出しだった。

「えっ、と、Ｔじゃない、Ｏでもなくて……そういう」

「そうよ、ＴでもＯでもないわ。Ｉバック、って言いたいならそうだけど」

　ばさっ、もう片側もマントを跳ね上げ、背中に回してしまうと、すっかりもろ肌はだ脱ぬぎのようだ。

　影の人物はとうとう頭のフードも下ろす。羽根つきのフードの中から現れたその顔。奇妙な二ふた股またの帽ぼう子しを頭に乗せた……、

「千姫さま!?」

　こんどこそ、宗朗の声が裏返る。が、すぐに表情は引ひき締しまって、

「まさか、まだ洗脳が解けていないのか」

　すばやく身構えた。

「あら、そうだと言ったら？　柳生宗朗、覚かく悟ごしてもらうわよ」

　いまさらながら、布団に刺さった大鎌を引き抜き、こっちもかまえる千姫だ。

「そんな。もとの千姫さまに戻もどったと安心していたのに。甘あまかったのか。……それにしても、まえとちょっと違う、ような」

　油断せず、宗朗は千姫の姿をなめるように見つめる。

　ことに、あまりに剥き出しな胸と、股間はつい、視線が吸い寄せられる。

　頂点こそ隠しているものの、横も下もたっぷりとはみ出した丸みがむき出しなバスト。

　前述の、わずかに貼はり付つけたような股間の「Ｉ」。

「ちょ、ちょっと！　どこを見ているのよ、バカぁ！」

　不意に、千姫の顔が朱に染まった。

　それまでの、鋭するどく険しい表情が崩くずれる。

「え、だってそんなかっこう。まえよりもエッチできわどくなってるから、つい。でも自分でしてるわけだし」

「い、いやらしいとはなによ！　そういう目で見てるからじゃない！」

「違う！　……そうか。そんないやらしいかっこうを自分からして、千姫さまを貶おとしめようって、そういう魂こん胆たんなんだな」

　宗朗がつぶやく。

　千姫が千姫でないとしたら、その身体を支配している別人格が、オリジナルの千姫を貶める、辱はずかしめるためにこんな露出衣装をしているのかもしれない。

　ところが、

「だから、そういうエッチな目で見るなって、言ってるのよ！　宗朗のバカっ！」

　悲鳴のように叫さけぶなり、バサッ、とまたマントで肌をおおってしまう千姫。その頬だけでなく、耳たぶや首筋までも真っ赤だ。

「ぇえ？　千姫さま……なんだか本物、みたいな」

「そんなの、どっちでもいいでしょう！　重要なのは……」

　ギラッ。大鎌の刃が月の光を浴びて、濡れたように光る。

「宗朗！　おとなしくこの千のものになるのよ！」

「は？」

「じゃない！　ああ、もう、とにかく！　抵てい抗こうするなら、斬きるんだから、ね！」

　赤い顔を思い切り振って否定する千姫。大鎌を振りかぶる。じりじりと間合いを詰つめてくる。

　宗朗は襖を背にして横へと動きながら、

（あの柄つかの長い大鎌は外ならともかく、この狭せまい部屋の中では、逆に不利だ。柱や壁かべに当たって、振りぬくこともままならないはず）

　そう思うと、大刀を自分に引き付けてかまえる。

　受けるにしても振るにしても、きわめてコンパクトに扱あつかうしかない。小刀でもよかったほどだ。

「千姫さま……じゃないかもしれないけれど、千姫さまとお呼びします。命を取るまではいたしません。いまのうちに、刃をおさめてくだされば……」

　宗朗が、剣の握にぎりを百八十度返す。

　刀の嶺みねを千姫に向けた。

　それを見た千姫の顔色が変わる。

「なめるんじゃないわよ！　後こう悔かいするんだからぁぁあっ！」

　表情険しく、いっきに間合いを詰めて来た。

　びゅっ！　大鎌が来る。

　しかし宗朗の予想とは違い、振り回さない。まるで鑓やりのように、そのまままっすぐに突いてくる。

「ぬっ、ん!?」

　かろうじて受ける宗朗。

「ただの鎌じゃないのよ。ふふふ、見てなさい！」

　刀どうしの鍔ぜり合いにも似て、千姫の顔が近い。不敵に笑う。

　千姫の言うとおり、大鎌は嶺にも刃のある両りよう刃ばで、振り回すだけでなく、直線的に突く攻こう撃げきもじゅうぶん効果がある。

　しかもそれだけではない。

　柄に近い嶺の部分に切り欠きがあって、そこをまるで缶かん切きりのように宗朗の刀にからませると、

「こう、よ！」

　ぐりっ！　こじるように回す。

「な、に……！」

　宗朗の手から、大刀が離はなれる。払い落とされて、畳に突き刺さった。

「そら！　どうなの！」

　ここで初めて、千姫が大鎌を横に振り抜くかまえをみせた。かまえどおりに振られれば、宗朗は胴どうを深々と斬り裂かれ、まっぷたつになるだろう。

「おぉぉおおお！」

　しかし宗朗も、ただ斬られるわけはない。

　刀を失って退くと思いきや、千姫が大鎌を振り抜くために引いたのに合わせて、身体ごと突っ込む。

「なんですって!?」

　まだかまえに至っていない千姫は、宗朗の突とつ進しんをかわすために、自分のほうが退くしかない。

　飛とび退のこうとするが、そのまえに、

「ぅああ！」

「きゃぁああっ！」

　宗朗の体当たりが早かった。千姫を突き飛ばし、押おし倒たおすように、ふたり、もつれあって倒れる。

　しばらくして、

「う、ぅ……」

　宗朗が顔を上げる。からみあって倒れた際に、千姫をかばって打ち付けた肩かたの痛みに顔をしかめる。

　つい自分の肩をさわろうとして、

「ぅん？」

　むにゅ、ぷりゅん……！

　小山のようなかたまりをつかんでしまった。

　驚くほどやわらかく、あたたかく、けれどもしっかりとした弾だん力りよくで手のひらを弾はじき返かえしてくる。

　なめらかな肌はだ触ざわりがここちよい。

　しっとりとみずみずしい潤うるおいもある。

　やわらかいのに、手のひらの中心に当たる一部だけが、コリッと固く尖とがって、その存在感を主張する。

　それは……、

「ぁ、あ、あ……宗、朗ぁ!?」

　千姫もまた目覚めていた。

　倒れたひょうしに、軽い失神に陥おちいっていたのが回復し、目を開く。その目に映るもの。

　あおむけに倒れた千姫。その上、覆い重なる宗朗。

　なにより宗朗が、その顔を千姫の胸にうずめるような姿勢なこと。そこから顔を上げたものの、こんどは両手で千姫のバストを、

「なに、つかんでるのよ、宗朗ぁぁあ！」

「千姫さま？　よかった、ご無事で……って、ぇえ？　ああああ!?」

　つかんでいる、というか、包み込んでいる、というふうでもある。

　千姫のバストをわずかに覆っているブラにあたる上着。それが倒れたひょうしにめくれて、その内側に宗朗の手が。

　とうぜん、生の肌はだと肌が触れ合う。密着する。感かん触しよくが伝わってくる。

　じわっ、と汗あせばむ肌。

　早はや鐘がねのように打つ千姫の心臓の鼓こ動どうまでも、宗朗には響いてきた。

（千姫さま、緊きん張ちようして……いや、興奮している？　ということはやはり、本物の千姫さまなのか）

　判断に迷う宗朗。

　無意識のうちに、もきゅもきゅ、揉もみこむように手のひらを動かしていた。

「い、い……いつまでさわってるのよぉおお！　バカぁあああ！」

　叫び声とともに、千姫が宗朗の顔面へ鉄てつ拳けんを繰り出す。しかし、

「おっ、と」

　そこは日ごろ稽古を欠かさない宗朗。さっ、とかわす。そのまま身を起こした。が、

「ごめんなさい、宗朗くん！」

　声がしたと思ったら、バカンッ！　背後から後頭部を一いち撃げきされた。

「うぁあっ！」

　たまらず、ばったり倒れる宗朗。そのかたわらに、フライパンを両手で握った半蔵が立っていた。

「遅おそいわよ、半蔵！」

「は、はい。いえ、あの、いまので計画どおりなのか、と」

「違うわよバカ！　とにかく宗朗を運びなさい。なに、重くて持てないの？　もう使えないわね！　いいわ、千がこっちから半分持ってあげる。行くわよ！」

「御お姫ひいさま、申し訳しだいも……はいぃ！」
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「……まだ気絶してるわよね」

「はい。しばらくは意識が戻らないと、思います」

　千姫と半蔵がふだん寝泊まりしている、ふた間続きの客間。その奥おくの部屋の真ん中に敷しかれた夜具の上、宗朗が大の字の仰あお向むけに寝ねかされていた。

　ただ寝ているのとの違いは、両手両足に縄なわを結び、その端はしをそれぞれ部屋の隅すみの柱などに結び付けていることだ。

　もちろん、宗朗が起き上がったり、抵抗したりできないようにするためだ。

　灯あかりはつけられていない。

　中庭のほうに上った月が、濡れ縁を通して淡あわい光を投げかけてくるだけだ。その光に浮うかび上あがる、三人のシルエット。

「それにしても、半蔵、初めておまえの『浸しん透とう』の能力を見たけれど、驚いたわ」

　と千姫。

　半蔵は他の動物や人間、機械にも浸透して、その内部を破は壊かいしたり、ときには読み取り、操あやつることができる。

　半蔵自身の「月」属性の「氣」によるものだった。

「はい。御姫さまには、まだお目にかけていませんでした。けれど、正直、あまり見せたくは、ないものです」

　そう言って小さく笑うものの、疲ひ労ろうの色が半蔵の顔にも出ている。

　浸透は、「氣」の大半を消費するため、一日に一度、極限まで振り絞っても二度が限界の能力だ。

　この場合、宗朗の中に浸透して、まだ目覚めないことを確かく認にんした。加えて、そのように意識の中ちゆう枢すうにはたらきかけてもいるのだろう。

「千のいないうちに、みんなそうやって『氣』を習得しているのね。ちょっと焦っちゃう気分よ」

　もともと、江戸城に囚とらわれた千姫を救出するために、徳川四天王を倒さねばと「氣」の修しゆ行ぎようを全員がつんだ経けい緯いがある。

　結果、十兵衛は素す早ばやさの「瞬」、兼続は「土」、佐助は「草木」属性の「氣」にそれぞれ目覚めた。

　別行動をとっていた幸村や又兵衛もまた、意識を高めることでそれぞれ、「風」、「水」の「氣」を自らのものとしている。

　義仙は「闇やみ」。いつのまにか、身につけていた。

　となると、たしかに「氣」を使えないのは千姫だけだ。

「御姫さまも、いずれご自分の『氣』の属性に気づかれるのでは、と。それより」

「ええ、わかってるわ。いまは宗朗の……」

　夜具の上の宗朗を見下ろす千姫。

　並んだ半蔵もうなずきながら、

「あのようなお姿で、宗朗くんを襲おそうというから、どうなることかと思ってしまいました。本当に、また洗脳がぶり返したのかと」

「まさか。それはもう本当に平気よ。ちょっと頭痛がしただけ。ただ……宗朗には、あのときの千の姿で、脅おどかしてみたかったのよ」

　言うと、千姫が返す。

　なんのことはない。

　洗脳されていた千姫は演じていただけの姿。

　おそらくは、こんなふうに宗朗をさらうための口実だったのだ。

　いつものままでは恥はずかしくてできないのを、洗脳がまだ解けていない振りをして本心を隠した。

「とにかく！　そんなことはどうでもいいのよ。この宗朗をどうするかっていうことでしょお！」

　なぜかキレ気味で半蔵にあたる千姫。

「そ、それはその……御姫さまのお好きなように、なさってはいかがかと。宗朗くんはもう、こんなですし」

「そう。そう、よね……」

　半蔵の言葉を聞いているのか、千姫はそわそわと宗朗を見たり視線を外したり、赤い顔でモジモジしていたが。

「よし、いいわ。やるの。千が……なるんだから」

　自分に言い聞かせるようにつぶやくと、長いマントを脱ぬぎ棄すてた。ブーツとグローブ、無骨なガントレットも外す。

　たちまち、千姫の素す肌はだが露あらわになった。ことに下半身はＩバックショーツのせいで、ほとんど裸にしか見えない。

「あ、あの、御姫さま。半蔵は席をはずしましょう、か」

　こっちも赤い顔の半蔵。どこか寂さびしげでもある。

　ところが千姫は、

「ダメよ！　ここにいなさい、半蔵。ううん、おまえも脱ぐの！」

　そう言って上着……というより、かろうじてバストを覆っているだけのトップスを両手でつかみ、頭から脱ぎ取った。

　ぷりゅっ、ん！　やわらかそうな振しん幅ぷくを見せながら、千姫のバストがこんどこそ、完全に露出する。

「わ、わたしもですか？　なぜ、どうして、でしょう」

「いいからやるの。千ひとりじゃ恥ずかしくて……とにかく脱ぎなさい！」

「ひぁ！　は、ぃぃぃ！」




「半蔵。おまえは下からなめるのよ」

「あの、御姫さま、……わ、わかりました」

　断りたくても、とうていそんなことが言える立場、状じよう況きようにはない。半蔵は意を決したように、宗朗の足先に顔を寄せると、

「宗朗くん、失礼……します」

　チュッ。目を閉じて、唇くちびるを押し付けて行く。

　半蔵もまた千姫どうよう、ほとんど裸といっていい姿だ。かろうじて、ボトムにショーツだけは残されている。

「いいわよ、宗朗。眠ねむっていても、反応するのよね。ううん、させるんだから」

　と、千姫。

　ゆいいつＩバックショーツのみの裸ら身しんを、宗朗の身体の上へ重ねて行く。すでに寝乱れていた宗朗の寝間着はすっかりはだけられ、着ていないのと同じだ。

　宗朗の裸の胸に、千姫が顔をうずめる。

「ん……」

　ぺちゅっ、ちゅぷ、ぺろっ……ちゅっ！　唇でついばむ音、舌先でなめる音、何度もキスの雨を降ふらせる音が止やまない。

「ぅ……っ」

　わずかに、宗朗が声を漏もらした。

　小さく身じろぎする。が、それも、千姫や半蔵の愛あい撫ぶに身体が無意識に反応しているだけかもしれない。

　しだいに身を乗り出し、宗朗におおいかぶさっていく千姫。

　半蔵のほうは足の先から上ってくる。

　やがてふたりが宗朗の腰こしの上で、顔を突き合わせた。

「お、御お姫ひいさま、次は」

「決まってるでしょお！　……そ、そこを、どうにかしなさい！」

　あいかわらず、半蔵がうろたえ、千姫がキレる。けれどふたりとも、ある一点を見つめて耳たぶまでも赤く染めていた。

「……本当に、眠っているのですよね、宗朗くん」

「し、知らないわよ、おまえが確かめたのでしょ！」

　どう見ても、ふだんとは違う形にみなぎっているその部分から目が離せない。けれど、

「そう、ですよね。わたしと御姫さまも、そんなに殿との方がたの身体を詳くわしく知っているわけではございません。これでふつう、なのかも」

「そう。そうよ。ふつうに決まってるわよ。だから、早くなんとかして！」

「なんとか、と言われましても」

「とにかく、その包つつんでいるもの……ふ、ふんどしを外して、中のものを直接見てみなくては、わかるものもわからないでしょ！」

「やっぱり……は、いぃ！」

　強制され、おずおずと白い布に手を伸ばす半蔵。

　半ば目をつむりつつ、けれどまったく見えなくては作業もできない。

　薄うす目めや片目を開けたり閉じたりしながら、ようやくにも下着のふんどしを取り去ることに成功した。

　とたん、

「きゃぁっ！」

　まるで巣穴から飛び出す小動物のように、千姫めがけてぶつかってくる。

　ちょうど目と鼻の先ほども顔を近づけていただけに、千姫も半蔵も、とっさに避よけようとするのだが、遅かった。

　ぴと。

　鼻先に、あるいはひたいに、唇にまで、かすめる、触れる、当たる。

「!!」

　思わず顔を両手でおおい、口元を隠かくすふたり。

　見つめ合い、また視線を戻して、それ以上動かないことを確かめたうえ、ようやく手を外す。

「な、なんなの、これ。まるで別に生きてるみたいじゃない！」

「バネでも仕込まれているのでしょうか。すごく俊しゆん敏びんで、一いつ瞬しゆん襲おそわれるかと思ってしまいました」

　それで虚きよをつかれたのだった。

　もう一度、さえぎるものもなく、見つめる千姫と半蔵。

　半蔵は宗朗の足のほうから、千姫は頭のほうから、どちらも身体をすっかり乗せかけている。

　気が付けば、千姫はすっかり宗朗の上に、頭と脚あしをさかさまに、四よつん這ばいで覆いかぶさっていた。

　つまり、千姫が宗朗の股こ間かんを目の前にしているということは、千姫もまた、自身の股間を宗朗の顔につきつけている、押し付けているということでもある。

　しかし、驚きや興奮のせいで気づいていない。

「本当に、目が覚めてないのよね」

　振ふり返かえろうにも、確かめるためにはいったん身を起こさなくてはならない。そしてそんな余よ裕ゆうも、その気もない。

「だいじょうぶです、御姫さま。半蔵、こうしていても宗朗くんの状態をモニターできますので」

　触れている足から、わずかな浸透で宗朗の状態がわかるらしい。

「な、なら、いいのよ。でもいったいこれ……どうすれば」

「そうですね。どう、いたしましょうか」

　外へと出してみたものの、そこから先、どうしていいかわからない。

　とりあえず、

「まず、さわってみないと、よね」

「は、はい」

　おずおずと、手を伸のばす。

　ふたり、同時に指先が触れて、

「ぁっ」

「熱、ぃ！」

　思わずひっこめた。

　もちろん、ヤケドしそうに熱いはずがない。思った以上の熱さに、驚いただけのこと。しかしなかなか再び手を出さない千姫に、

「あの、御姫さま、いちどに無理をなさらずとも。今回はここまで来たわけですし、この経験をもとにまた次の……」

「なにを言ってるの！　言ったはずよ。千が必ず『剣妃サムライブライド』になるって。もう決めたことよ。そのために、どんな手段もいとわないって。誰だれかにうらまれたって、千は、平気なんだから」

「でも、こんなふうに眠っている間に……では、宗朗くんにも」

「宗朗は……わかってくれるもの。そう、わかってくれる、はずよ。だから、なによ！　こんなもの！　いくらだって……」

　そこまで言うと、手を伸ばした千姫が乱暴につかむ。握る。

「ぁ、御姫さま！」

「おまえも握りなさい！」

「はぃ、ぃ！」

　なぜふたりで握らなければならないのかもわからず、気づけばマイクを取り合うように向かい合って握っている始末。

　しかもそこからまた動けない。

「熱い……けど、慣れて来たわ」

「はい。それより、手の中で、トクントクン、と脈打って……この中に、心臓でもあるのでしょうか」

「バカね、そんなわけないでしょう。でも、本当にそうね。ここで脈がとれそう」

　お互たがい、自分で何を言っているのかもわからなくなってきている。

　そのうえ、次にどうしていいかわからないので、ふたりで握ったまま動きがない。動けない。

「あの……聞いたことが、あるのですが」

　しばらくして、半蔵が言う。

「なに？　言ってごらんなさい」

　だが半蔵の言葉を聞いて、千姫は真っ赤になる。それまで以上に、顔から湯気が出そうなほどだ。

「そ、そんなこと！　できるわけが……でも、気持ちいいのかしら」

「どうやら、そうらしいとか。宗朗くんは眠ったままですし、練習にもなるかと」

「なら……このまま握っていてもしかたないのだから。やってみるしかないわね。半蔵、おまえもやるのよ！」

「え、わたしも」

「あたりまえでしょお！　手伝いなさい！　ほら、こう……なの？」

　身を乗り出した千姫が、裸のバストを自分からつかみ、集めるように寄せる。反対側からは半蔵が、やはり同じように突き出した。

　ふたつとふたつ、向かい合った合計四つの乳ち房ぶさで、すっかり包み込み、くるみこむ。揉み上げ、こすり上げた。

　にゅっ、にゅく、にゅぷ、にゅぱっ！

　やわらかいのに弾力に富んだ四つもの乳房が、ぶつかり、離れ、ぶつかり、また離れて、たわみ、歪ゆがみ、さまざまに形を変える。

「ぁあ、んっ！」

「ぅ、うっ！」

　さほど激しい運動でもないのに、しっとりと汗が浮かぶ。千姫と半蔵の、肌の匂においが強くなった。

「ほ、本当にこれでいいの？　いいかげんなことを言ってたら、承知しないわよ」

「間ま違ちがいない、と思います。ただ、どうして殿方はこんなことが気持ちいいのか、よくわかりませんけれど」

　ぶりゅんっ、ぷるっ！　たわみが限界に達すると、ふくらみが弾はじけるように元へ戻る。その際に揺れ乱れるフォルムが悩なやましい。

「なんだか、変な気持ちに……だんだんなってくるような」

「おかしいです。ただ、こすっているだけですのに」

　だんだんとコツをおぼえて、ふたりのバストの動きも巧たくみに、激しくなってくる。

　その分、宗朗のほうは、もみくちゃに翻ほん弄ろうされ、浮かび上がっては沈み込み、四つの乳房の間でどこにいってしまうのかと心配になるほどだ。

「ぁんっ！　ぁあ……熱い！　千の、胸が……！」

「御姫さま、半蔵もこのまま、どこかへ行ってしまいそうな」

　ふたりの顔までが近い。

　お互い、相手の息いき遣づかいまで感じながら、バストの同時運動が極限まで高まっていく。ふたりは気づいていなかったが、その肌に刻まれた「剣姫マスターサムライ」の徴しるしが鮮あざやかに色づいて、内側から熱を増していた。

　そしてとうとう、

「もう、ダメぇ！　千、おかしくなっちゃう！　このままいって……！」

「御姫さま、お気を確かに……半蔵も、半蔵もお供いたしますから、ぁあああ！」

　むにゅんっ！　ぷりゅ！　ちょうど四つのふくらみが中心に向かってぶつかり、乳房の山脈が盛り上がる。

　その瞬しゆん間かん、

「きゃぁああああっ！」

「ぁあっ、ひぃぃんっ！」

　千姫と半蔵、ふたり同時に固く目を閉じ、紅潮した肌を震ふるわせて大きくのけ反った。

　ふたりの身体からほとばしる「氣」がからみあい、逆巻き、天にまで昇のぼって行く。

「ぁあ……っ！」

「くぅぅっ」

　絶頂ののち、同時に倒れるふたり。

　極限まで活性化した「氣」を放ったあとの、けだるい感覚に放心したように突っ伏し、横たわる。

　そのまま、数分が過ぎた。

「……決めたわ」

「ぉ、御姫さま？」

　顔を上げる千姫。

　その表情が、いまの絶頂で、真に決心がついたことを物語る。

「い、いまから、本当に……やるわよ。こんどこそ逃にげない。本当の本当なんだから、ね！」

「は、はい。では、半蔵は」

「見てなさいって、言って……ううん、やっぱり見なくていい。でも、手を握っていて」

　千姫が、宗朗のそれを握っているのと別の手を、半蔵に差し出す。

　その手が小さく、震えていた。

「御姫さま……はい。半蔵、どこまでもごいっしょいたします。御姫さまがもういいと、イヤとおっしゃるまで、必ずおそばにおります」

「半蔵。ありがとう。そうしてよ、お願いね」

　とうとう千姫が、意を決して腰を浮かせた。
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（……ぅぅ、う）

　宗朗は意識の底でうめいていた。

　ひどく暑い。

　なのに汗が少しも出ない。その分、熱が体内にこもって、それを発散できずに蝕むしばまれていく。

　そんな苦しさの中に、キラキラと輝かがやく快感が襲う。

　だが快感もまた、いく重にも厳重にくるまれ遮しや断だんされた、どこか鈍どんな感触に閉じ込められている。

（どうなってるんだ。ぼくは、眠ってるんじゃないのか）

　眠っているのに、意識は覚かく醒せいしている。なのに、目覚めない。つっかえ棒をされたドアのように、外への回路が閉ざされて開けられない。

　ズキン、ドクンッ……！　脈打つたびに、体内でなにかがみなぎっていく。なのに出口がないせいで、どんどん内圧だけが高まっていく。

「ぉぉお……！」

　いつのまにか、口走っていた。

　声が漏れて、それが自分の耳から聞こえる。

　自律神経が、急速に身体のコントロールを取り戻していく。

　朝の、あと少しで目が覚める、そんな直前の感覚。あと少し。あと……。

　ぷつっ。

　なにかが、宗朗のひたいを突き刺した。

　もちろん、貫つらぬくほどの深さではない。ひっかき傷ができるかどうかという程度の、尖ったものがひたいを軽く突いた衝しよう撃げき。

　その衝撃で、

「……うぉ、あ！」

　宗朗の目が開く。身を起こそうと、顔を上げた。




　そんな、宗朗が目覚める直前。

「えっ」

「ぁあ、こんな……！」

　千姫と半蔵が、目を見張る。

　目の前で、倍ほどにも膨れ上がったのだ。それまでも、しっかりと芯しんのある、どうどうたる姿と見えたのに、さらに体積で倍ほどにも。

「もっと大きくなるの？　どこまで大きくなるのよ!?」

　悲鳴にも似た、千姫の声。

「わ、わかりません。際限なく大きくなるわけはないと、思いますけれど」

　半蔵も眼鏡を直して、言う。

　ふたり、赤い顔で見つめていたが、

「む、無理よ！　こんなの。さっきのだって、どうかなって思うくらいなのに。千には大きすぎるんだから！」

「たしかに、わたしでも、尻しり込ごみしてしまいます」

　ここへ来て、決意がゆらぐ千姫。

　それでもけんめいに向き合い、克こく服ふくしようとつとめていたが、とうとう、

「ダメぇ！　やっぱり無理なのぉ！」

　顔を背そむけ、尻込みしながら身を起こす千姫。

　その瞬間、

「ぉ、あああ！」

　宗朗が目を覚ました。

　反射的に身を起こす。前を向こうと首をもたげた。その持ち上げた顔に、後ずさりした千姫のヒップがぶつかって来る。

　狙ねらったように、千姫のヒップに押しつぶされる。

「ぇええ！　宗朗!?」

　千姫もまた気づいた。が、途と中ちゆうでは止まらず、宗朗の顔をヒップの下に敷いてしまっていた。

「むぐわ！」

　押し付けられる股間。まるで宗朗の顔を敷しき物もののように、完全にその上に座すわっている姿勢の千姫。

「きゃぁああっ！　ちょ、ちょっと！　どきなさいよ！　なんで宗朗が！」

　悲鳴を上げる千姫だが、この場合、なんで？　はまったく宗朗の言い分だ。

　半蔵からのフライパン一撃で昏倒し、この部屋へ運び込まれて、ずっと意識を失っていたのだから。

　しかもいまも、

「んぐ！　むぐぐ……！」

　起き上がれないばかりか窒ちつ息そくの危機にある。

「どいてください御姫さま！　もう一度、半蔵が！」

　半蔵がふたたびフライパンを持って振りかぶるが、

「ま、待って！　ちょ……っと、ぁぁあああん！　動かないで、宗朗！　どうして……どうしてぇ！」

　予想以上の刺し激げきにもだえる千姫。

　たしかに、宗朗の顔を敷いてしまっているのだが、

「気を確かに、御姫さま！　いちおうは、ショーツをお穿はきになっているのですから……あ、あら？」

　そこまで言って、半蔵が気づく。

　宗朗が横たわっている夜具の端に、ぽろりと転がっている黒く小さなもの。

　いっけん、髪かみを留めるカチューシャのようにも似て、

「お、お、御姫さま！　も、もしかして、その、お股またになにも……」

「むが……んぼぼ！」

「な、なにを言ってるの、しゃべらないで、宗朗ぁ！　も、もう、どうにかなりそう！　ひぃっ！　はひぁあっ！」

「あああ！　いけません！　いけません、御姫さま！　宗朗くんも！　離れて！　離れてくださいぃい！」

　焦あせる半蔵が、ふたりを引き離そうとする。

　ところが、千姫を立ち上がらせるか、宗朗を頭のほうから抜ぬけばいいものを、動転しているせいか、足を持って引っ張ってしまう。

　結果、宗朗はますます千姫のヒップの下へもぐりこむことになってしまい、

「うもも……もがっ！」

「きゃぁっ！　そこは……そこはもっとダメぇええ！」

　位置が多少ずれただけで、あいかわらず千姫の生の股間を押し付けられ、顔を完全にふさがれていることに変わりはない。

「お、御姫さま！　どうしたら……む、宗朗くんは離はなれてくださいぃぃ！」

「半蔵、早くなんとかしてぇ！　宗朗は、動かないでぇええ！」

　けっきょく、最終的に、

「ごめんなさい宗朗くん！　えええい！」

　パカン！

「……ふぎゅぅ！」

　ふたたびのフライパン一撃で、ケリがついたのだった。

　二度目の沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「大事、ございませんか、千姫さま」

「はぁ、はぁ……あ、危ないところだったわ。半蔵、礼を言うわよ。それにしても、宗朗はしばらく目が覚めないはずだったんじゃないの？」

　荒あらい息をつきながら、千姫が言う。すっかり涙目だ。

「おかしいです。さっきの浸透では確かに。けれどいまなら、また当分このままのようです」

　二度目のフライパンで倒たおれた宗朗の身体に手を当て、かすかな「浸透」の能力で「氣」を探さぐりながら半蔵が言う。

「本当なの？　またこんなことになったら……」

「そのときは、この半蔵が必ず」

　と、フライパンをまた掲かかげて、半蔵。

　どうやら、意識の確かな状態の宗朗を相手に……という発想は最初からないようだ。

「わかったわ。そのときは、たのむわよ」

　ふぅー、と息を吐ついた千姫が、瞑めい想そうするように目を閉じ、また見開いた。よし、と自分で小さくうなずくと、かろうじて腰を上げた。

　場所を変える。

　腰の上へと、またがった。

「……ぅ、んっ」

　自分から、微び妙みような位置を調整すると、もう一度、大きく息を吐き出した。

　目をつむって、

「い、行くわよ。半蔵」

「はい。ご武運を」

「違ちがうわよ！　バカ！　なによ、武運って！　……手を」

「え……ぁ」

　千姫の差し出すその手が震えていた。しっかりと両手で受け止め、握にぎりしめる半蔵。千姫の手も握り返してくる。

「これで、いいわ」

　千姫の表情に笑えみが灯ともった。

　くちゅ……。小さく濡ぬれた音とともに、こんどこそ腰を落とし切る。

　寸前、

「そこまでなんです」

　月明かりの届いていない部屋の暗がりから、ぬっ、と湧わきだす影かげがあった。暗くら闇やみに影。けれど立体的に浮かび上がり、飛び出してくるのを目でとらえられる。
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「あなた、は！」

　半蔵が先に口を開いた。

　いつもと違う、漆しつ黒こくのコスチュームに身を包んだ、

「義仙!?」

　千姫も見つけていた。柳生義仙。闇から抜け出すと、千姫に迫せまる。

「御姫さま、危ない！」

　半蔵が身を投げ出して千姫を守る。いつものメイドコスは身に着けていない。しかし、キンッッ！　金属がかち合う、鋭するどい音が鳴る。

　ショーツに隠していた、指先ほどの小刀で義仙の得物を受けたのだ。

「半蔵！」

「お逃げを、千姫さま！」

「くっ……！」

　千姫も武芸者。このようなときの身のこなしは、むしろひとりでに身体のほうが動く。とっさに飛びのいていた。

　そしてもう、壁かべ際ぎわの薙なぎ刀なたをかまえている。半蔵にも忍者刀をほうりつつ、

「部屋の中に忍しのんでいたというの？　いったいいつから」

　と言う。半蔵は刀を受け取り、

「いえ、闇の中から出て来たように見えました。おそらくは、備えた『氣』の属性による能力かと」

「『氣』……暗闇の『氣』の属性だっていうの」

「はい。御姫さま。お気をつけください」

　そこまで言うと、義仙に視線を戻もどした。

「なにが目的なのです！　御姫さまのじゃまは許しません！」
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　いっぽう、半蔵、千姫と対たい峙じする義仙。

「野や暮ぼは承知なんです。けれどいま、肉の契ちぎりを許すわけにはいかないんです」

　小こ太だ刀ちをかまえながら言う。

　つぶやくような声だが、はっきりと耳に届いてくる。その言葉に、

「に、肉……」

「肉って、ちょ、っと！」

　ぶり返したように真っ赤になる半蔵と千姫。けれどそれを証明するように、半蔵はショーツ一枚、千姫にいたっては、

「も、もう！　おまえに言われたくなんか、ないんだから！」

　あわてて素肌に上うわ掛がけを羽織る状態だ。

　義仙は薄うす笑わらいを浮うかべながら、動かない。暗がりから繰り出すように現れたものの、下半身はまだ闇の中に溶とけたまま。

　いつでもまた闇の中へと潜もぐって、姿を消してしまいそうだ。

「おそらくは、闇の中を移動する能力と見ました」

「闇の中を」

　半蔵が言い、千姫が確かめる。

　事実、義仙は暗闇や影の中を自在に移動し、任意に現れることのできる能力を持つ。

　そのため夜をもっとも得意とする。

　しかし夜ならばどこでも行けるわけではなく、姿を現さずに移動できるのは人や物の影だけだ。

「いかにも、義仙の『氣』は『闇』の属性。今こ宵よいは満月。月が明るいほど夜の影も濃こい。その中を……」

　ぬっ、と沈み込む。

　たったいままで、壁際の影の中に立っているように見えたのが、床ゆかが抜けたように闇の中へ落ちていった。

「どこへ!?」

　半蔵があたりを素す早ばやく見回す。しかし、

「きゃぁあっ！」

　悲鳴は背後から上がった。半蔵の後ろには千姫しかいない。

　千姫の影が、長く畳たたみに伸びていた。その影の中から、

「手元ががら空きなんです」

　現れた義仙が迫る。わずか一歩の距きよ離りもない。

　ふところに飛び込まれる、というより体当たりされるような感覚。

　しかも、しゃがみこんでいたのが膝ひざを伸ばすように、大おお鋏ばさみの切っ先を先頭にせりあがってくる。

「……!!」

　真下から喉のど元もとを突かれる恐きよう怖ふに、千姫が声を失う。たのみの薙刀は手に握っているものの、リーチが長すぎて使い物にならない。

「御姫さま！」

　とっさに半蔵が振り返る。が、刀で斬きりつけるか、迷った。あまりに千姫と義仙が近すぎるせいだ。

　手を伸ばしてもわずかに届かない。触ふれることができれば「浸しん透とう」の能力で義仙を止められるものの。

「半……くぅ、ぅ！」

　思わず半蔵の名を呼ぼうとして、途中で途と切ぎれた。千姫は極限までのけ反ることで、かろうじて大鋏の切っ先を避ける。

「いぃぃ気になるんじゃないわよぉぉお！　このぉおおお！」

　千姫が叫さけんだ。

　すでに薙刀は自分から捨てている。

　思い切りのけ反った姿勢で、目の前の敵にすぐ反はん撃げきすることは無理だ。だが千姫は、のけ反りながら後方へ倒れた。

「御姫さま!?」

　半蔵が駆かけ寄よろうとする。倒れたところを義仙に攻こう撃げきされたら、ひとたまりもないからだ。じっさい、

「そこまでなんです」

　義仙は大鋏を持もち替かえて、千姫に迫る。鋭い切っ先で貫く、鋏の外刃で斬きり裂さくだけでも、胴どう体たいごと両断されないとも限らない。

　ましていま、千姫は身に上掛けを羽織っただけの全ぜん裸ら。もう肩かたから上掛けはすっかり滑すべり落おちている。

　半蔵の助けも間に合わない。

　見る者があれば誰でもが、あとは義仙が手心を加えるほか、千姫の命を救う可能性はない、そう思っただろう。

　しかし、

「なめるなぁぁああ!!」

　千姫はただ倒れたのではなかった。

　のけ反ったまま耐え切れずあおむけに倒れる、と見せかけ、じつは自分から思い切り身を投げていた。

　バック転の要領だ。

　頭の上で両手を畳に付いたと思うと、裸身を弓なりに反そらせ、鋭く両脚を跳はね上あげる。その蹴けりが、のしかかるように仕し掛かけてくる義仙を襲おそった。

「ぅん……っく！」

　胸から腹にかけて、膝ひざで蹴り上げられ、小さくうめく義仙。千姫はそのままコンパクトに一回転すると、足から背後に着地した。

「どうなの！　手加減くらいしてくるかと思ったら、まっすぐ喉元を狙ってくるし、そのあとは心臓をひと突きだし、やっぱり千を本気で……ぁあっ!?」

　ただし、義仙の大鋏が正確に心臓を狙っていたから、千姫のバック転からの蹴りが最高のタイミングで入った、という事情もある。

　しかし千姫は、蹴り飛ばされたと見えた義仙が、あっという間にふたたび向かってきているのを見て、声を上げていた。

「倒れたと見せて自分から跳とんでいたのは、あなただけではないんです」

　千姫が後方へ倒れると見せかけ、バック転から反撃に転じたように、義仙もまた蹴り上げられる瞬間、自分から同じベクトルで跳んでいた。

　そのため千姫の膝蹴げりは深く入ったとみえて、手ごたえは軽く、しかし義仙が吹き飛んだように見えたため、それを千姫も気にしなかった。

　しかし真相は、義仙もまた前方で片手を畳に付き（もう片手は大鋏をつかんだまま）、前方宙返りで足からやはり着地していた。

　そしてそれは、千姫の背後にあたる。

「お逃げを、御姫さま！」

　とっさに半蔵が小こ柄づかを投げる。が、義仙は、

「そんなもの、笑しよう止しなんです」

　大鋏でかんたんに受ける。同時に千姫へ、大鋏の切っ先を鑓やりのように繰り出していた。

「ウソ。どうして!?」

　驚おどろく千姫の目に、ふたつに分解した大鋏を、二刀流よろしく握っている義仙の姿が映った。

　たちまち切っ先が胸むな元もとへ迫る。

　間合いも近すぎず遠すぎず十分。ならば千姫も薙刀の間合いから防げばいい。が、薙刀はバック転の際に自分から捨てていた。

「ああっ!!」

　もはや飛びのくにも遅おそい。

　寸鉄どころか一糸もまとわない身では、義仙の大鋏を受けることもかなわない。こんどこそ両断される。この勢いでは骨までも確実に断たたれる。

　その刹せつ那な、

「はぁあああ、んっ！」

　悲鳴を上げたのは、義仙のほうだった。

　とっさにかざした千姫の手。

　身をかばおうと、思わず伸ばした手の指先に、大鋏の切っ先がぴったりと吸い付くように静止していた。

　義仙が悲鳴を放ったのはその直後だ。同時に大鋏の柄つかから手を離している。

　音を立てて畳に落ちる大鋏。なのに、

「……え」

　千姫の指先についた切っ先はそのままだ。切っ先をもたげるように、大鋏は柄を畳に付けている。

　だが、千姫が意識したせいか、

「なによ、これ……」

　ガチャッン！　とたん、切っ先が離れ、やはり畳に落ちた。その瞬間、千姫の指先と大鋏の切っ先の間に、白い火花が伸びて、消える。

「御お姫ひいさま、ご無事で！」

　いまは飛び退いている義仙をけん制しながら、半蔵が駆け寄り、寄り添う。落ちていた上掛けを拾い上げ、千姫の肩にかけようとした。

　しかし千姫はそれを手で制して、

「ふふふ……」

「いかがいたしました、御姫さま。ひとまずお肌はだを」

　主の肌を隠かくそうとする半蔵に、

「わかったのよ」

「なにが、です？」

　振ふり返かえる。千姫の顔が笑っていた。

「千の『氣』の属性。半蔵、おまえが『月』、十兵衛が『瞬しゆん』でトンカチが『土』、猿さるは『草木』ね。それに義仙が『闇やみ』だったわね」

　視線が義仙をとらえる。

　義仙は残った大鋏の片方を手に、かまえを解いていない。

「すると、御姫さまの『氣』とは」

　半蔵が問うと、

「いいわ。教えてあげる。ううん、見せてあげる。千の『氣』は……」

　片手を上げる。人差し指を突き出し、まっすぐ上へと向けた。

　とたん、パパパッ！　バチッ！　火花が散った。天てん井じようから、というよりその上、空から降りて来たような火花の柱が一いつ瞬しゆん上がる。

「これは……雷かみなり！」

「いかづちよ。それだけじゃないわ。千の『氣』は『電』。電気の『氣』なのよ！」

　言い放つ千姫。

　もともと「剣姫マスターサムライ」姿での技わざ・爆ばく炎えん閃せん破ぱや電皇石火など、千姫の能力には炎や閃せん光こうを伴ともなうものが多い。

　そのため、「火」や「光」の属性かと思われたのが、

「電気の……御姫さまの『氣』は『電』の属性なのですね！」

　感激する半蔵。その前で、

「はぁあっ！」

　千姫が「氣」を放つと、掲げた指先から稲いな妻ずまがほとばしった。一瞬辺りが真っ白になるほどの閃光。

　その光がおさまると、

「典てん雅が流りゆう麗れい、徳川千、推参！」

　新たなコスチュームの千姫が、そこにいた。

　これまでのアレンジした制服と打うち掛かけの姿から、水着かレオタードを思わせる身体にぴったりとした衣装へ。

　ボトムは、ほとんどベルトにしか見えない超々ミニ。ひざ上までのニーソックスと、ショートブーツ。

　一新、軽快でかつセクシーなフォームだ。

「すばらしいです！　『電』の『氣』のフォーム、美しいです、御姫さま！」

　もう半蔵は、目に涙まで浮かべていた。

　当の千姫は、

「ふぅん。動きやすくて、いいんじゃない。だいたいイメージしたとおりね」

　いまさら自分のコスチュームをチェックして感心している。

　千姫たち「剣姫マスターサムライ」は、生身とアストラル体を行き来することができる。つまり姿は、思ったとおり、なんにでも基本、なることができるのだ。

　まだショーツ一枚の半蔵を見ると千姫は、

「いつまでパンツ一枚でいるのよ。おまえもさっさと、変わりなさい！」

　叱しつ咤たする。まだ感激の途中の半蔵だが、

「はいっ！　……臥が薪しん嘗しよう胆たん　服部半蔵、ここに参上、です！」

　千姫とはことなり、月のおぼろげな光を集めるように、怪しい光の明めい滅めつとともに姿を変えていく。

　すっかり変わった半蔵は、黒基調の艶あでやかな道着風コスチュームに、大きな巻物を背せ負おっていた。

　ポニーテールはサイドに移り、髪かみ型がたまで変わっている。髪の反対側には、キツネの面が不気味に美しい。

「半蔵。おまえ、眼鏡はどうしたの？」

　千姫が聞く。たしかに、ふだんしている眼鏡がない。

「はい。御姫さまには半蔵のこの姿、初めてお目にかけます。『月』の『氣』の力を得て、自分の中の能力が変わった、と自覚するとともに、この姿になっていました。ぁ、眼鏡は、こう……」
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　眼鏡ならばつるのある部分、つまりこめかみを半蔵が片手でおさえる。

　ブーン……、とかすかな電子音とともに、目を覆おおうゴーグルのように、立体画像が飛び出した。

　それがスクリーンとなり、各種情報が映し出される。

「へえ、すごいじゃない」

「もともと、『剣姫マスターサムライ』の身体になることで、視力も回復していたんです。眼鏡は情報端末というのだけで。ですので、こんな形になったんだと思います」

　説明する半蔵。

　千姫ともども、主従で新しい「剣姫マスターサムライ」フォームは晴れがましい。

「そう。ならいいわ。眼鏡なしの半蔵も、なかなかじゃない」

「あ、ありがとうございます！　御姫さまの新衣装も、とてもお似合いで……って、あれ、御姫さま、お尻が!?」

　とつぜん気づき、声を上げる半蔵。

　言われて、自分の手でレオタードのボトム、つまりお尻をさわってみる千姫だが、そこに布地が、

「……ない。ないの？　えええええ!?」

　ヒップを覆う布地が、ぽっかりと丸く切り抜かれていた。いわゆるＯバックだ。

「お気を確かに、御姫さま。さきほどのＩバックよりは……」

「あれは、正気を失っていたときの千のかっこうを再現しようって、ありあわせのものを身に着けたのよ。そうしたら、おまえがあんなものを持ってくるから」

　どうやらＩバックショーツもこの部屋には常備されているらしかった。

　洗脳状態の再現は、宗朗に対する千姫の偽ぎ装そう。

　もっといえば、羞しゆう恥ちを隠す言い訳のようなもの。その姿もいっしゅのコスプレだったのだ。

「あ、あの下着は御姫さまが……！」

「お取込み中、申し訳ないんです。もう勝ったと思っているなら、それは大きな間ま違ちがい、と言っておくんです」

　ほうっておくと痴ち話わげんかのようになりそうな、千姫と半蔵の間に割って入った声は、もちろん義仙だ。

　部屋の隅すみの暗がりと半ば同化したまま、得物をかまえている。

　ふたつに分けていたものを組み合わせ、元の大鋏をシャキ、シャキッ、と開いては閉じて見せた。

「なによ、まだやるっていうの？　ならいいけど。いまの『電』の『氣』を身に付けた千と、『月』の『氣』の半蔵、ふたりを相手にすることになるけど、いいのかしら？」

「義仙さんといえど、御姫さまに刃を向ける者には容よう赦しやしません！　命までは取りませんが、それなりの結果を覚かく悟ごしてください！」

　余よ裕ゆうの千姫と半蔵。

　いまやふたりともに自身の「氣」の属性を自覚し、最大限に活いかす姿、様相に変わっている。

　相手の義仙もまた「闇」の属性を身に付けているというものの、ふたりに対してひとり。しかも「闇」最大の長所である奇襲効果はもうない。

　しかし義仙は少しも動どう揺ようせずに言う。

「勘かん違ちがいをしないでほしいんです」

「なにが勘違いなの。千を二度も殺そうとしたくせに。あのとき、千がギリギリで避よけて……とっさに、反撃の『氣』を」

　言いながら、なにかに千姫が気づいた。

　それは半蔵も、

「まさか、義仙さんは」

　ふたりともに、思い当たることがあった。

「殺気が……」

「まるでなかった？」

　闇の中から姿を現した義仙。しかし闘気のみで、殺気は放っていなかった。

「千の喉元を、その大鋏の切っ先で貫こうとしたときも」

　倒れた千姫を、両断しそうな斬撃を放ったときも。

「では、なぜ」

「つい数分まえと今と、もっとも異なっていること。それを思えばおのずと答えは出る。義仙はそう考えるんです」

　そう義仙に言われるまえに、千姫も半蔵も悟さとった。

「千が、自分の『氣』に」

「御姫さまを、まさか目覚めさせるために？」

　思わず顔を見合わせるふたり。

「でも、なんのために。千を強くしたって義仙に得なんて」

「なにか別の算段があるのでしょうか……ぁ!?」

　視線を外したつもりはなかった。

　けれど気づくと、もうそこに義仙の姿はない。

「ぇ……義仙？」

　千姫も辺りを見回す。油断なくかまえる。が、

「義仙に得なんてないんです。けれど」

　声がして、あわてて振り向くふたり。そこに、闇の中にほとんど顔まで消えかかった義仙が、

「強くなってもらわなければ困る、ということなんです。その意味は、すぐにわかるはず……」

　そのまま闇に潜るように、完全に消えた。

「……どういう、意味なのよ」

　気配が消えた、と見て、ようやくかまえを解きながら千姫が言う。

「たしかに、こんご幕府の対応によっては、どれほど戦力がこちらにあっても足りる、ことはないと思いますが」

　半蔵が言う。

　言ってから、幕府と戦うことになれば、これまでも千姫・半蔵にとって幕府は「家」だったり「主」だったりで、戦うにはためらう部分があった。

　加えてこんどは、慶彦を敵としなくてはならない。

「こんどお兄さまと戦うことになったら……まえのようにはいかないわね」

「はい。幕府全部が慶彦さまの思うまま、とすれば……」

　考えなければならないのに、考えないようにしていた。

　気持ちを向けるとどうしてもつらくなる。

「それでも戦うためには、強くなきゃって、そういうことだったのかしら……ね、って、きゃぁっ！」

　突然、千姫が声を上げた。その視線の向こう、

「ぅぅ……んっ」

　頭を押さえ、顔をしかめながら身を起こす宗朗の姿が。

「む、宗朗！」

「千姫さま？　どうしてここに。あれ、ぼくはいまどこにいるんだ？」

　立ち上がろうとする宗朗。

　義仙があらわれるまで、千姫と半蔵にふたり同時のサービスとも攻撃ともつかない行こう為いを受けていたばかりだ。

　その姿。寝ね間ま着きはかろうじて帯にひっかかっているだけ。ふんどしも、すっかり取とり払はらわれている。

　つまり限りなく、裸はだかに近い。というより裸。

「きゃぁあああっ！　は、早くなにか着なさい！　……て、どうしてそんなに元気なのよぉ！」

　朱に染まった顔を手で覆う千姫。半蔵はといえば、

「ずっと気絶していたはずなのに、なぜそこだけ……い、異常です！　宗朗くん、Ｈ過ぎます！」

　こっちも赤い顔を背ける。

「え、なにを言ってるんだ。元気じゃないよ。すごく頭が痛くて……えええ!?」

　ここへきて、宗朗も自分の姿に気づいた。

　違い和わ感かんをおぼえる下半身の張りの正体も。それがまるで、自分の顔を指さしているような状態なことも。

「わあああ、これはぁ！　い、痛たたた！」

　驚き、あわてると後頭部の痛みが激しくなる。さわってみると、

「こ、コブ……でっかいタンコブが、それも、ふたつもぉ!?」

　もちろん、半蔵にフライパンで二回、殴なぐられた跡あとだ。

「どうでもいいから、なにか着て！　お願いだから、宗朗ぁ!!」

「御姫さまは、もう見ないでください！　宗朗くんは、それをしまって！　早く小さくしまってくださぁい！」

　さっきまで自分たちのしていたことはすっかり棚たなにあげての千姫と半蔵。

　我に返ったいまでは、逆に羞恥でたまらない。

「いったいなにがあったんですか。ぁ、ちょっと！　うぁぁあああ！」

　ようやく顔を上げた宗朗だったが、尋たずねた答えは、

「もぉぉおお！　宗朗は……見せないで！　それ、見せないでぇぇええ！」

「あ、御姫さま、それは！」

　カン！　三度目のフライパンの一いち撃げきだった。

　それも、千姫の手で。

「ぬぐぁ！　千姫さ、ま……」

　ぱったり倒れる宗朗のそばで、

「ぁあっ！　ごめんなさい宗朗！　で、でも、もうしばらく眠ねむってて。今日のことはなかったのよ。今晩のことは、なかったの！　そうよね、半蔵！」

　千姫が、その頭を抱だきかかえ、なでながら言う。半蔵を見る。

「も、もちろんです！　洗脳が戻った振りをして宗朗くんを襲い、失神している宗朗くんにあんなことやこんなことをさんざんして、都合三回もフライパンで殴ったなんて、そんなこと、あるはずもありませぇん！」

　汗あせをかきながら、半蔵。

「そう、そうよね！　そうなんだから！　ごめんなさい宗朗！　こんどはちゃんと、やるからね！　千を許してね！　うん、はい！」

　宗朗の頭をなでながら、自分で言って涙を流す千姫。

　どうやらまったく懲こりていないようだった。

「御姫さま……このフライパン、もうダメですね。……ぁ、もう朝に」

　さんざん本来と別の用よう途とに使われ、ぼこぼこに凹くぼみ、柄の曲がったフライパンに、半蔵がため息した。

　そんな、いつもの？　柳生道場の光景。

　庭を横切る小さな影が見ていた。

　夜の闇に溶けていたのが、かすかに空がしらみ始めたと思うと、あっという間に明るい光が射さしてくる。

　輪りん郭かくが浮かび上がった、その姿は、

「ゥニャァ～ン……」

　猫ねこだった。

　黒くろ猫。陽ひを浴びて、短い黒い毛先が光る。

　ふたつの大きな丸い目が、青く光った。







弐◆猿・猫・鷹
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「……そういうことだ」

　慶よし彦ひこが言うと、テーブルの対面に座すわっていた男が立ち上がった。

　すでに六十歳は下るまい。頭も口ひげもすっかり白い。身体にぴったりとした英国風の上質のスーツが、男の高い身分を物語る。

　男の名は近この衛え佑すけ麿まろ。この国、大日本国の首しゆ相しようだ。

　江戸城本丸、中奥と呼ばれる将軍の執務空間。

　純和風だったこの場所を、洋風に改装させたのは慶彦だ。

　書院造の畳の部屋が、テーブルや椅い子すの洋間になった。もちろん靴くつのまま上がる仕様だ。

　近衛を送るため、慶彦も立ち上がる。

　慶彦は武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの学生服だ。

　といっても、もとから特別仕立てでデザインもアレンジされた生徒会長の特別制服だから、こんな場でも違和感はない。

　むしろ慶彦の若さを強調して、好ましく映っていた。

　部屋のあちこちに何人もいる慶彦の親衛隊、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく生徒会から選よりすぐった男子メンバーたちも、やはり特別製の制服に身を包つつんでいる。

「よろしくたのむよ。これからも、長い付き合いだ」

　差し出す慶彦の手を、近衛がしっかりと握にぎる。

「こちらこそ、若君のもとではたらけること、光栄に存じます」

　口元をほころばせた。

　大日本国は議院内閣制だ。国会議員は民主的な選挙で選ばれる。

　明治の一時期は、首相を直接、徳とく川がわ将軍が指名していたが、現在は国会で選ばれた首相＝内閣総理大臣を、任命するだけになっている。

　ここまで言うと、ふつうの近代的国家と変わらない民主的な制度に思えるが、徳川将軍の力は強く、国会での議決や行政の判断に意見し、拒きよ否ひする権限が与あたえられていた。

　また、国会そのものを強制的に解散する権限もあり、専制的な君主にほぼ近い権能があると言える。

　憲法を制定し、普通選挙を行い、三権分立を標ぼうするなど、近代国家の態を備えていても、やはり中身は幕府の専制政治なのだ。

　その頂点である徳川将軍は、まちがいなく大日本国の主あるじだった。

　王で、あるはずだった。

「ときに、将軍宣せん下げの日取りはお決まりになりましたか」

　握あく手しゆを終え、近衛が言う。

　将軍宣下。

　徳川家の当主が、朝ちよう廷ていから征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの位を授さずかることだ。

　事実上、絶対の権力を持ち、大日本の王たる徳川将軍だが、制度上、それは京の朝廷の官位であって、あくまでも朝廷から与えられる形式を守らなくてはならない。

　少なくとも、これまでは。

　答える慶彦は、やや間を置いた。

「ふむ。古来より朝廷の勅ちよく使しをお迎むかえするには、半年よりまえにお伺うかがいをするがしきたり……とね。しかし半年も待ってはいられない。ぼくは案外せっかちなんだ」

　言いながら、近衛の手を握った自分の手を背中に回し、上着の裾すそで念入りにぬぐう。近衛はそれを知らない。

「なるほど。それは理解できますが、果たしてどれほど急がせられますか」

「待って、ひと月」

「それは……！　それでは勅使を選ぶのも、決まらないと思われますが」

　当とう惑わくした表情を見せる近衛。

　もともと近衛とは、五摂家筆頭、近衛家だ。

　明治の大改革で京の公く家げも華か族ぞくとなった。武家もそうだが、公家華族の近衛は、朝廷に近い存在と言えよう。

　近衛はしかし、なんとか歩み寄ろうとするそぶりを見せる。

「しかしこの度たびのことはなに分にも予期せぬ突とつ発ぱつ的てきなこと。事故と言ってもよいでしょう。とつじょ発生した有毒ガスで、大江戸中がマヒし大混乱に陥おちいる中、公く方ぼう様さまと御み台だい所どころさまが行方ゆくえ不ふ明めいになられるなど……。一説には、事態を沈ちん静せい化かさせるため、この城の禁きん忌きの場所にお入りになり……」

「近衛殿。そのくらいにしてもらえるかな」

　慶彦がさえぎり、近衛はあわてて口を閉ざした。

「これは、申し訳ございません。噂うわさや憶おく測そくでものを言うなど、あってはならぬことでしたな」

　その額に、じんわりと汗が浮うかんだ。

「なに、かまわない。父と母を失ったことは、ぼくも慚ざん愧きに堪えない。けれど最後まで、この国とこの街を守ろうとして命を失ったのなら、それもまた将軍たる者として務めを果たしたということだ。誇ほこれることでこそあれ、なにもそしりを受けるようなことはない。まして」

　言葉を切ると、慶彦がじっと近衛の目を見つめる。

　その目の色が、わずかに変化してきていた。

「まして、大江戸の変事の報を聞いてぼくが学園から急きょ駆け付けたこと。その際、かねてより有事のためにと育成していた人造『剣姫マスターサムライ』が、この城と城下の掌しよう握あく、沈静化に大きく役立ったことなどは、ね」

　口角が上がり、唇くちびるが微び笑しようの形を作る。

　近衛は大きくうなずいた。何度も何度も。

　近衛の瞳ひとみの色もおぼろに変化している。

　しばらくして、

「……まったくですな。いや、若君のおっしゃるとおり。この近衛、なんとしてでもひと月以内の将軍宣下を実現したく存じます」

　急に得心したように近衛が言った。

　慶彦もうなずく。

「助かる。ではそのように。頼たのんだよ、近衛殿」

「お任せを」

　深々と辞じ儀ぎをすると、近衛が背を向け、ドアへと歩く。生徒会の者が付き添い、ドアの前にもいて、退出を助けた。

　近衛が出て行ったあと、慶彦は巨きよ大だいな執しつ務む机づくえの椅子に腰こしかける。差し出すその手を、生徒会の男子が清潔なウエットタオルでたんねんにぬぐった。

「やれやれ。めんどうを嫌きらって一足飛びに結果を出そうとするのはよくないね。あんな男の内側に少しでも触れるというのは、ぞっとする」

　つぶやく。

　誰だれに、というよりは、自分に言うような調子で。

　手をぬぐう男子も答えず、微笑を浮かべるだけだ。もしかすると実際聞こえていないのかもしれない。それもすぐに離はなれる。

　慶彦の目には、相手の心に条件付けをする能力がある。

　その力は、義ぎ仙せんの目と似た種類のものだ。義仙が、最初の「将」であった慶彦の能力を、ある意味受うけ継ついだと言ってもいい。

　おもに「剣姫マスターサムライ」と契けい約やくするための力だが、他の者にも効力はある。

　いちど、宗むね朗あきらに対して試みたときは、あと一歩で宗朗を籠ろう絡らくするところまでいった。「将」が「将」と契約し、隷れい下かとする場合、なんと呼ばれるのか、その具体的な拘束形態までは、成功例がないのでわからない。

「将軍宣下か……」

　慶彦の表情が曇くもる。

　絶対の権力者なのに、その権力を「許可」してもらわなくてはならない。

　それは古来からの制度だ。

「覆くつがえせるものではない、か。覆せる……覆す。いや、そんな制度のことではないのだよ。ただの制度などは、どうでもいいんだ。真の問題は……」

　遠くを眺ながめる目が、窓の外、西の空を見つめていた。

　大江戸から西へ行くこと百五十里あまり。

　京の街。その空へ、つながっている。

「幕府は手に入れた。そろそろ、総仕上げの時期を迎えなくてはね。大日本は、いかなる道を歩むのか。これまでと同じなのか。それとも……」

　慶彦の顔が不意に和なごむ。

　皮肉ではなく、唇が笑った。

「なぁ、そうだろう。柳生やぎゆう宗朗」

　その名を口にするのが、愉ゆ快かいでたまらない、というように。
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　翌日。

　きれいに晴れた朝の空。

「いってきま～す！」

　十じゆう兵べ衛えの元気な声が道場に響ひびく。

「ぁ～、うるさいですわ。もっと静かにおっしゃいませですわ」

「ウキュ、キュゥ」

　兼かね続つぐもいっしょだ。佐さ助すけは十兵衛の肩かたにつかまったり、兼続の頭の上に乗ったり、忙いそがしい。

　十兵衛たちは基本、ここ武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの生徒だ。

　兼続と幸ゆき村むらが中等部、あとは全員高等部に在ざい籍せきしている。

　もともとの生徒である宗朗や千せん姫ひめ、半はん蔵ぞうなどはともかく、空から落ちて来た十兵衛や、かつては米よね沢ざわ校にもいたものの、その後放ほう浪ろうしていた幸村などがスムースに編入できたのは、幸村の電脳ハッキング技術や、それまで学園塾生徒会の副会長だった千姫の役職上の特権を使った介かい入にゆうによる。

　ようは、電脳上に保管されている学園塾の生徒名簿を勝手に書かき換かえたもの。

　こんなアバウトな操作で、転校生としてどうどうと登校できているのは、生徒会、もっといえば慶彦の意向による目こぼしがあるのでは、との疑ぎ惑わくもあった。

「ウキュ？」

　残念だが、さすがに猿は編入されていない。

　ひとまず、十兵衛たちは平時にはちゃんと学園に通っている。もっとも幸村は、

「すでに大学院まで飛び級しておるわらわにいまさら中等教育などなんの意味があるのじゃ」

　今朝も十兵衛に誘さそわれたものの、ごろん、と寝ね転ころがったままタブレット端末をいじるのに余念がない。

　千姫はというと、

「……今日は気分が悪いからパス。女の子の日じゃないわよ。昨日ちょっと……とにかくパス、パスよ！」

　バサッ、と掛かけ布ぶ団とんを顔にかけて、二に度ど寝ねに入る。

「ということですので。わたしは御姫さまのおそばに。はい」

　半蔵も、自主欠席。

「いっていらっしゃいませ。お気をつけて」

　けっきょく、道場の門で見送ってくれるのは又また兵べ衛えのみ。ふたりと一匹にお弁当を渡わたしてくれる。

　又兵衛もまた、基本、幸村に付き添うため、道場を離れられない。そのほかに、半蔵と協力して掃そう除じ洗せん濯たく、ごはん支じ度たくなど家事があった。

「はぁい！　べーたさんのお弁当、十兵衛すごーい楽しみ！　帰りにはぐっちょんちょんとお買い物してくるね！」

　受け取りながら十兵衛。

「誰がぐっちょんちょんですの！　もう一文字しか合ってませんわ！　原型すらとどめていませんわぁ！」

「キュゥ！」

　ふたりはカバンに、佐助は身体にたすき掛けでお弁当を持つ。佐助のお弁当＝バナナだったが。

「ところで野や獣じゆう宗朗はどうしたんですの？」

　気づいたように兼続が問うと、

「お兄ちゃんなら、夜明けごろから河原でお稽けい古こしてたみたい。そのまま登校するんだって。十兵衛、早く学校でお兄ちゃんに会いたいよ！」

　千姫たちとの、昨晩の出来事のあと。

『煩ぼん悩のう退散煩悩退散煩悩退散煩悩退散……ぅぁぁぁあああ～！』

　三度目のフライパン失神から目覚めた宗朗は、何度も井い戸ど水みずを浴びたのち、自分から河原へ剣けん術じゆつの稽古に向かったのだった。

　とても、また眠る気にはなれなかったというのが真相だが。

「そうですか、宗朗さんらしいですね」

「うん。そうだ！　お兄ちゃんにも精のつくもの、買ってきてあげなきゃ！」

　十兵衛が無む邪じや気きに言う。

「まぁ、精のつく……もの」

　なぜか顔を赤らめる又兵衛。

「そんなもの食べたら、野獣宗朗が肉にく食しよく獣じゆう宗朗になってしまいますわよ！」

　同じく兼続。

「え、そう？　お肉、おいしいよ？」

　あいかわらずの十兵衛。というかみ合わない会話もそこそこに、こんどこそ、

「じゃあほんとに、いってきま～す！」

　大きく手を振って、道場をあとにする十兵衛たち。

　見送る又兵衛も、ほうきを片手に小さく手を振っていた。

「さて……」

　又兵衛が玄げん関かんの門をくぐり、道場へと戻もどる。その姿を、

「うにゃぁー」

　塀へいの上から猫が見ていた。

　艶やかな短毛の黒猫だ。

　やがて大きくアクビをすると、立ち上がって伸のびをし、また座って後ろ足で首の後ろをバリバリ掻かき出だした。

　それが終わると、気持ちよさそうに目を細めながらペロペロと毛をなめだす。

　又兵衛は気づかずに道場へ入って行った。が、

「……ウキュ？」

　佐助が振り向いた。兼続の頭の上から、振り返って猫を見る。じっと見つめる。

　やがて、

「キュッ！」

　ぴょん、と跳とんだ。道場の塀、屋根の上へ着地する。

　すると猫が佐助を見る。

「うにゃ、にゃぅ」

「キュ、キュゥ」

　猫の鳴き声に、なんとなく佐助も返す。二匹はしばらく見つめ合っていた。だがやがて猫のほうが、

「にゅぅっ」

　サッ、ときびすを返すと、しっぽを向け、塀の上を歩いて行ってしまった。

「ウキュ！　キュゥ!?」

　佐助は追いかけようとして、こっちも振り返った。さっきまで頭の上に乗っていた兼続は、もう道の角を曲がって見えない。

　十兵衛や兼続の間を行き来していた佐助を、兼続は、十兵衛のほうへ行ったと思って、気にしなかったのだ。

「キュゥゥ……」

　戻ろうかと迷ったが、猫がどうにも気になる。

　佐助は屋根の上を、猫の行ったほうへと歩き出した。

「ウキュ、ウキュゥ！」

　ガラン、ゴリッ、ギギッ……！　子猿の佐助なのに、塀の屋根を歩くたび瓦かわらが大きな音を立てる。

　歩くというより跳びながらのせいか、ときおり足を踏ふみ外はずしそうにもなる。

　そこへいくと、

「にゃぅ」

　軽い足取りで姿勢も乱さず、長いしっぽをピンと立てたまま歩く猫は優ゆう雅がで早い。細い塀の上で、まさにキャットウォークだ。

「キュゥゥゥ！」

　あわてて追いかける佐助。しかし猫は塀の端はしまで行くと、ぴょん、庭木の枝に軽々と飛び乗り、また別の枝へと伝って、

「キュ？」

　佐助が近づいたときには、もう見えなくなってしまっていた。
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「キュゥゥ……？」

　黒猫を捜して佐助は庭木の上、降りて庭のあちこちと、さまざまな場所を歩き回った。灯とう篭ろうの中に顔を突っ込み、草むらをかき分け、庭池の中まで入り込む。

　そうして身体からだ中じゆう葉っぱだらけ、土だらけ、ほこりだらけになっても、黒猫は見つからなかった。

　もうどこかへ行ってしまったのだろうか。

「キュー」

　とほうにくれている佐助を、

「……」

　黒猫がじっと見つめていた。

　黒猫は道場の屋根にいた。入いり母も屋や造づくりの屋根の破は風ふ、その中に、きっちりと納まっている。

　黒いせいで一見見逃してしまいそうだし、よく見ても彫ちよう刻こくかなにかのように錯さつ覚かくしてしまいそうだ。

　青い目がときおり陽をはじいて光った。ペロッ。ピンクの小さな舌が口元をぬぐうようになめる。

「にゅ」

　黒猫が身じろぎした。わずかに身を起こし、のっそりと破風の中を出る。

　その下の小屋根の上に移ると、さっと別の屋根へ。さらに木の枝へと音もなく飛び移り、佐助の背後へ回り込んだ。

「キュゥ」

　そうとは知らない佐助。どうしたものかと途と方ほうに暮れて庭石に座り込む。

　その瞬しゆん間かん、

「……んにゃ！」

　真っ黒な影かげが落ちてきた。もちろん、真っ逆さまに降下してきた黒猫だ。佐助の背中を、鋭するどい爪つめで一撃する。

「ウキャ！　キャァアアッ!?」

　直前、佐助も気配に気づいて身をかわした。しかし深々と背中を引ひっ掻かかれてしまっていた。

「ウキュ、ウキュゥゥ！」

　飛びのいた勢いそのままに、転げる佐助。

　そのかたわらに、黒猫がゆうゆう着地する。ペロッ、また舌で口をなめた。

　かろうじて立ち上がり、身がまえる佐助。佐助にももう、この黒猫がなにかの敵であることはわかっている。

「キュゥ！」

　じっと黒猫を見る。

「ふにゃぁ！」

　そんな佐助をバカにするように、黒猫は鳴きながら、ゆっくり間合いを詰つめてくる、佐助の周りを回るように、しだいに近づいてきた。

　庭の真ん中。やがて黒猫が止まった。数十センチ離れて二匹が対たい峙じする。おそらくは、ひと跳びで相手に届く距きよ離り。

　剣けんでいう、一足一刀の間合いだ。

　一いつ瞬しゆんも互たがいに相手から目を離さず、身がまえる佐助と黒猫。

　数分がたち、闘気が満ちる。

「ウキャゥ！」

「ぅにゃぁああっ！」

　真正面からぶつかった。

「ふぎゃ！」

　黒猫が爪を立てる。佐助の顔に三本線が赤く走る。

「キュゥゥゥ！」

　跳びあがる佐助。涙目になりながらも逃にげず、けんめいに反はん撃げきする。こっちも爪で黒猫を一いつ閃せん！

　しかし余よ裕ゆうでかわされる。黒猫は佐助の背後に回り込むと、

「にゃ……んぎゅ！」

　噛かみついた。思い切り。

　猫の小さな口といえど、牙きばは鋭い。上あごの牙は、尖とがっている部分だけで一センチ以上はある。これが刺ささる。

「ンキュゥゥ!!」

　痛みは引っ掻き攻撃の比ではない。背中からわき腹あたりを本気で噛かまれ、悲鳴を上げる佐助。

　なんとか転がるように逃のがれるが、そこへも黒猫が爪、牙で追い打ちをかけて来る。

「ぐるるる、ぐぎゃぁああ！」

　威い嚇かくの声も、さっきまでとまるで違ちがう。

　とうとう佐助は、

「キュゥゥゥゥ、キュヒィィィ！」

　泣きながら、逃げ出した。

　離れへ逃げ込もうとしたところ、その離れのふすまがカラッ、と開いた。中から出てきたのは、

「なんじゃ、さっきからさわがしい！　ケンカなら外でやらんか！」

　幸村だ。

　限りなく二度寝に近い昼ひる寝ねを妨さまたげられて、イラつきが顔に出ている。

「ウキュ！　キュ！」

　佐助は幸村に助けをもとめながら、背後に迫せまっている黒猫を指さす。それを見て、

「ぅん？　野の良ら猫ねこではないか。おぬし、かりにも『剣姫マスターサムライ』であろう！　それが野良猫ふぜいにやられて助けを求めるなど、不ふ甲が斐いないにもほどがある。『剣姫マスターサムライ』失格じゃ！」

　幸村が言い放つ。

「ゥ……ウキャ、キャー！」

　ショックを受ける佐助。が、けんめいに黒猫の危険性を訴うつたえる。だが黒猫のほうは、

「にゃ♡」

　それまでと一変、前足をそろえて座り、かわいい声を上げる。さっきまでの怖こわい顔も声も、すっかりなかったかのようだ。

　あらたに現れた幸村に対し、あきらかに媚こびを売っている。

　これには佐助が、

「フキャー、キャー！」

　怒おこって逆に威嚇する。まるで佐助がウソをついていると思われてしまうからだ。

　そんな佐助を無視し、ゆうちょうに身体をなめ始める黒猫。わざと隙すきを与えているようにも見える。

　とうとう佐助が、

「ウキュァア！」

　再びいどみかかると、

「む！　危険じゃぞ、佐助！」

　幸村には見えた。しゅんじに黒猫の表情が変わる。青い目が妖あやしく光って佐助をとらえる。

「ふぎゃ、ぎゃぅ！」

　高いジャンプから一回転。そればかりか、身体をひねって着地まえに攻撃の態勢に入る黒猫。

　視線は佐助をとらえたままだ。

　またも簡単にやられる。引っ掻かれ、噛まれる。こんどは急所を狙ねらわれる。

　そう、思われたせつな、

「キュ、キャッ！」

　佐助が叫さけんで、何かをほおった。石だ。石を隠かくし持もっていたのだ。

　石はごく近きん距きよ離りから、黒猫のひたいを直ちよく撃げきする。

「きゃぅん！　きゃぅ！」

「でかした！　なさけなく負けそうに見せて、こっそり庭土から石を拾っておったのじゃな！」

　幸村が関心した。

　ほぼ同じ大きさの黒猫と、子こ猿ざるの佐助。

　手足も同じ程度の長さだ。

　しかし決定的に異なっていることがある。

　猿は前足を使うことができる。猿の前足は「手」だ。

　これに対して、猫の前足はどこまでいっても「足」。引っ掻く、パンチを見み舞まうことまではできても、石を拾って、投げることはできない。

　まして、敵に知られないよう、隠し持つことなど。

「ウキャ！　キャッ！」

　してやった、と得意げな佐助。いまは両手に小石を持っている。

「ぐるるる……！」

　やや離れて低く身を伏ふせる黒猫。小石を一発当てられたものの、ひるんではいない。いつでも攻撃できる姿勢だ。

　見かねて幸村。

「これ佐助、もうそのくらいでよかろう。ただの野良猫に本気を出し過ぎるのも大人気ないと……ぅん？」

　そこまで言って、なにかに気づいた。

　そのとき、

「わにゃぅぅぅう！」

　黒猫が佐助に跳びかかった。

「キュッ！」

　しかしこんどは佐助にも策がある。まず右手の小石を、ついで左手の小石を投げた。小石は黒猫に命中……、

「なんじゃと！」

　しなかった。幸村も目を見張る。

　黒猫はたくみなステップで右左と身をかわし、小石をすべて外してみせた。そのまま佐助へ体当たりする。

　佐助を地面へ押おし倒たおし、組み合ってしまえば鋭い爪や牙のある黒猫が有利だ。そう踏んでの攻撃だった。しかし、

「ウキュゥ！」

　サッカーのフリーキックのように、大きく片足を振り上げる佐助。しかし足元にボールも小石もない。

　が、あった。

「キュ！」

　小石は足でつかんでいたのだ。猿さるは手と同じように足も使える。足の指でしっかり小石をつかみ、キックで投げる。

　そして腕うでより足の方が筋力が強い。投げた小石も威い力りよくが強いということだ。

　さらにもう一発。もう片方の足からも投げる。

　二発の小石は、もう飛び道具はない、とみて突とつ進しんして来た黒くろ猫ねこに、次々と当たった。一発は顔に、一発は肩のあたりに。

「きゃひゃんっ！」

　悲鳴を上げて転げる黒猫。片目のあたりからは、血も出ている。

「ウキャ、ウキャー！」

　こんどこそ勝ち誇る佐助。えへん、と胸を張る。

「うむ。足を使って小石を投とう擲てきするとは。なかなか意表をついたよい攻撃じゃ。でかした、と言いたいところじゃが、向こうは野良猫、おぬしは変身しておらんとはいえ『剣姫マスターサムライ』じゃからのぉ。勝って当然じゃぞ」

　ところが、幸村が佐助に勝ちの宣言を与えたにもかかわらず、しっぽを巻いて逃げだす黒猫ではなかった。

　よろけながらもかまえを解かない。

「まだやるというのか。しかしもう……ぅん？　あれは！」

　すっかり勝った気になっている佐助は、さらに追い打ちとばかり、

「ウキャキャー！」

　こんどは自分から跳びかかっていく。

　完全に黒猫を叩たたきのめし、この庭から追い出すつもりだ。

「やめよ佐助！　その猫は……！」

　幸村が叫ぶ。

「いかがしました、幸村さま」

　庭の騒さわぎに、洗せん濯たくの途と中ちゆうの又兵衛もやってきていた。そのふたりの目の前で、

「ぐるるる、わにゃぅぅうう！」

　一瞬、黒猫の姿が膨ぼう張ちようした。

　次の瞬間、

「キキュー！」

　佐助が吹ふき飛とばされていた。

「佐助さん！」

　又兵衛が声を上げる。

「……やはりか！」

　幸村も瞠どう目もくする。その視線の先、かすみのような空気の乱れが収まると、そこにひとりの少女が、

「ぼくを見破るなんて、なかなかじゃない。もう少しこの姿でいたかったけど、まあ、だいたい目的は達したから、いいかな」

　立っていた。背中まで届くまっすぐな黒くろ髪かみ。ほぼ目の高さで切りそろえた前まえ髪がみから透すけて見える青い瞳が幸村、又兵衛を見る。しかし、

「な、な、なんじゃ、おまえは！」

「なんという……」

　見返すふたりが、顔を真っ赤に染める。幸村は少女を指さし、

「痴女か、露ろ出しゆつ狂きようか、おぬし！」

　叫んだ。なぜなら、少女が身に一糸もまとわない、

「全ぜん裸ら、ですね」

　又兵衛もため息する。

　雪のように白い肌はだ。出るところはじゅうぶん出ているが、まだその裸ら身しんは幼さを残している。少女は猛もう然ぜんと、

「ぼくのことを痴女とはなにさ！　聞き捨てならないね。それに、ちんちくりんのぺたんこの小学生にそんな目で見られたって、ぜんぜん恥はずかしくなんかないし！」

　これみよがしに胸をはる。

「それが露出狂だと言うのじゃ！　それに、わらわは小学生ではない！　れっきとした中等部で、いまに胸くらいいくらでも……ええぃ！　そんなことはどうでもよいわ！　野良猫などに化けおって、おおかたこの道場をさぐっておったのじゃろうが……ぅん？」

　売り言葉に買い言葉で、言い返す幸村。しかし気づいた。

　少女の足元に、猫が倒れている。

　黒猫だ。目の上あたりに血をにじませているのがなにより、さっきまで佐助と戦っていた黒猫なことの証しよう拠こ。

「ウキュ？」

　佐助も不思議そうに、驚おどろいて少女を見上げている。

　だがさらに、驚くことが起こる。

「うにゃ……」

　黒猫が目を覚ました。身体の傷が痛むのか、しきりにあちこちをペロペロなめていたが、なんとか立ち上がる。

「化けていたのではない、と。ネコはふつうのネコじゃったのか」

「キュゥゥ」

　よろよろと立ち去る黒猫を、佐助が心配そうな表情で見送る。

　自分が戦い、傷つけた相手は、ただのふつうの野良猫だったのだ。
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「おそらくは、あの者が黒猫の中に入り込んで、操あやつっていたということか。憑ひよう依いのようなものかもしれぬ」

「憑依……」

「よく見み抜ぬいたね。そこはほめてあげるよ」

　少女が、幸村と又兵衛に告げる。あまりに自信があるのか、そもそも鈍どん感かんなのか、いっさい肌を隠そうとしていない。

「でも、どうしてバレたのかな。後学のために教えてくれる？」

　それに対して幸村は不ふ愉ゆ快かいそうに、

「目、じゃな」

「目？　ぼくの、青い目が？　でも猫には青い目も緑の目も、そう珍めずらしくないよ」

「たしかにな。じゃが、なにより猫の目に特とく徴ちよう的てきなのは、暗くなると開き、陽ひの下では閉じる瞳どう孔こうじゃ。人でもそうじゃが、猫の場合は硬こう膜まくが縦に狭せばまる。明るい場所ではネコの目が縦に細くなっているのは誰でも知っておるじゃろう」

「それで、ふつうのネコではない、と」

　幸村に言われて、少女は、ぁっ、という顔をした。

「ふうん。そこに気づくって、あんがい鋭いじゃないか。だてに柳生道場のオデコ軍師って呼ばれてるだけじゃないんだね」

「誰がオデコ軍師じゃ！　呼ばれてなどおらぬわ！　それに、そろそろ名乗ってもよかろう。おぬし、誰じゃ」
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　幸村の視線が鋭く少女を見つめる。

　少女はまるで宣言するように片手を上げると、

「そうだね。ぼくの能力を見破るくらいの相手だ。名乗ってもいいかもしれない。ぼくの名は吉よし治はる。大おお谷たに吉治さ」

　名乗った。同時にその指先に、飛んできた鷹たかがとまる。

「大谷じゃと。その名、大坂のおり、聞き及およびしが」

「『剣姫マスターサムライ』でしょうか」

「ウキュゥ！」

　ふたりと一匹が声を上げる。その視線の先で少女・吉治が、

「そうだよ。こうなったらぼくともう少し、遊んでもらうよ」

　言うと同時に、裸身がゆらり、ゆらいだ。霞かすみが消えるように、指先の鷹へと吸い込まれていくように見える。

　バサッ！　止まり木のなくなった鷹がはばたいた。その目が青く輝かがやく。

「こんどは鷹に乗り移ってか！」

　幸村が言うが早いか、両手に大鉄扇を広げる。案の定、鷹は空高く舞い上がると、急降下してきた。

「来ます！」

　又兵衛も、もう鑓やりをかまえている。

「キュ！」

　佐助も小さな身体に闘気をみなぎらせていた。

　幸村が又兵衛に言う。

「よいか。よく確かめておけ」

　その言葉に又兵衛は一いつ瞬しゆん幸村を見たが、

「はい」

　鑓を握にぎりしめる。

「きぃぃぃぃぃいいいい！」

　鷹が鋭い声を発しながら、一直線に飛んで来る。

　速度が出るよう翼つばさを小さく折りたたんでいるが、広げると幅はば二メートル近くにもなる大おお鷹たかだ。

「ウキュゥ！」

　飛び出そうとする佐助を、

「こりゃ！　まだ早い。まずは防がぬか！」

　引っ張り戻し、二枚の大鉄扇で防ぼう御ぎよの形態を作る幸村。その前に又兵衛が位置し、矢や面おもてに立つ。

　鷹に向かって、

「たぁっ！」

　五丈鑓を繰り出した。その長さから、五丈（約十五メートル）と名付けられた長鑓。もちろんそこまでの長さはない。

　しかし、ふつうの手て鑓やりの１・５倍ほどのリーチがある。

「ぴぃ！」

　が、鷹はかんたんに鑓先を避よけると、逆に鑓の柄つかを巻くように、又兵衛に襲い掛かる。

「ぁあっ！」

　がっ！　又兵衛の肩から胸むな元もとあたりに、鷹の鋭い足爪が食い込む。衣服が切れ端となって飛び散り、真っ赤な血が一いつ瞬しゆん吹き上げた。

「又兵衛！」

　駆かけ寄よる幸村。大鉄扇を又兵衛にもかざす。

「……大事、ありません。それより」

　かがみこんだ又兵衛は、まだ血のしたたる肩かた口ぐちを手でおさえながら、幸村にうなずく。幸村は、

「うむ、わかった。ここはわれらが防ぐ！」

　そう言うと、ふたたび空の高みへ舞い上がった大鷹に向き直る。盾たてとしていた大鉄扇を下げ、攻撃モードへ移行していた。

「ぴぃっ！」

　大鷹が大きく旋せん回かいし、鋭く青い目をふたたび地上へ向ける。

「来るぞ！　佐助、おぬしは……ぅん？」

　幸村が横目で見ると、佐助は地面に手を当て、目を閉じながらブルブル震ふるえていた。

「キュゥ」

「氣」が地面から立ち上り、佐助を取り巻いていくのがわかる。だが、

「やめい！　おぬしの『氣』は『草木』の属性と聞いた。じゃがあいにく敵は空にいる。この場合、『草木』の有利はおぼつかぬ」

　幸村が止める。

「ウキュゥ！　キュゥ！」

　そうじゃない、と言いたい佐助が、怒ったように歯をむき出すが、

「いかん。来るぞ！」

　急降下体勢に移った大鷹が、まっすぐ向かってくる。とっさに幸村が、

「又兵衛、水みず礫つぶてを打て！」

　命じるが、そこにもう又兵衛はいなかった。

「そうじゃった。わらわが命じて……うぬっ！　旋舞昇！」

　幸村は刹せつ那なに切り替え、大鉄扇を大きくあおぐ。突とつ風ぷうが、巻き起こった。

「きゅぃ！」

　突とつ然ぜんの強風に一瞬、姿勢を乱す大鷹だが、すぐに羽を使って軌道修正、姿勢を正し、幸村たちに向かってくるのは変わらない。

「これでは通じぬか！」

　幸村の「氣」の属性は「風」。

　大鉄扇が巻き起こす風は、人間でも吹き飛ばす力がある。しかし大鷹は、風を切きり裂さいて迫りくる。

　鷹が狙ったのは佐助だった。小さい佐助は、その足で一いち撃げきされるだけで大けがをまぬがれない。

「ふせよ、佐助！」

　幸村が佐助をほとんど引きずり倒す。だがそうしてさえ、

「きぃ！」

　地上すれすれをかすめる大鷹のするどい足爪が、佐助の背中を斬り裂いた。

「ウキュァ！」

　うめく佐助。それでも幸村は、佐助を押さえつけて離はなさない。けれど大鷹が通り過ぎた直後、

「いまじゃ！」

　立ち上がると、背中をつかんだままの佐助を思い切り、

「ピキャー!?」

　投げつけた。もちろん、空中の大鷹に向かってだ。

　空中からの地上攻撃は一いち撃げき離り脱だつだ。急降下して攻撃。急きゆう上じよう昇しようで離脱。ある程度の高度まで昇のぼって反転、再び攻撃に移る。

　つまり、

「上昇中は、反撃もできぬということじゃ！」

　幸村の力だけでは、大鷹を追いつくほどに佐助を加速できない。そのため、投げた直後、幸村は大鉄扇を使った強風で佐助を加速させた。

　驚いたのは大鷹だ。

「きぃ!?」

　急降下にくらべて上昇は速度が落ちるし、空まで上がってくるとしたらせいぜい礫を投げつけられる程度と思っていた。それが、

「キュァァアアア！」

　必死の形相の佐助が飛んでくる。

「いまじゃ！　そこで『剣姫マスターサムライ』になるのじゃ！」

　これも幸村の計算だ。

　人間型の佐助では、どだい幸村には持ち上げることもできない。

　だが小こ猿ざるを投げつけ、旋舞昇で加速させ、空中で変身するなら、「剣姫マスターサムライ」の姿になって大鷹を襲える。

　大鷹は反転しようとする。が、一瞬早く「剣姫マスターサムライ」となった佐助が、長いリーチで一撃。

「ウキュァ！」

　ばりっ！　これまでの仕返しとばかり、鋭いパンチを打ち込む。「剣姫マスターサムライ」佐助には両手に長く鋭い爪がある。

　大鷹の羽を斬り裂いた。

「ぎぎっ！」

　そのうえ佐助は、大鷹の足にしがみつく。大鷹がいかに大きいとはいえ、人間体の佐助がぶらさがっては、まともに飛べるはずがない。

「ウキャ、キャッ！」

「ぎぎぎぎ！」

　けんめいにぶら下がり、大鷹を道づれに地上へ落ちようとする佐助。大鷹は足の指で佐助の頭をつかんで、爪を立てる。

　佐助の頭に、大鷹の爪が食い込む。

　それでも佐助が手を離さないと、、大鷹は自分から地上すれすれへ降下した。地面に佐助を擦こすり付つけて、ダメージと同時に手を離させようとの目もく論ろ見みだ。

「キュゥゥ～！」

「佐助！　待っておれ、いま……！」

　ちょうど幸村に向かって降下してくる大鷹。さらに、佐助を幸村にぶつけよう、との算段もあるのだ。

　これに対して幸村は、

「大鉄扇からの突風も、やつを吹き飛ばすまでには至らぬ。せいぜい進路を少々変えさせるのみ。さすればいかに……うむ、そうじゃ！」

　幸村は覚かく悟ごを決めて、大鷹の進路上、降下予想地点に立つ。

　ここで食い止められなければ、爆ばく弾だんのように佐助をぶつけられ、ふたりとも大きなダメージを負うだろう。

「ゆくぞ！　旋舞昇！」

　しかし、幸村が放ったのは、もうすでに破られている旋舞昇。案の定、

「ぴぃっ！」

　わずかに姿勢を乱しただけで、大鷹はすぐに体勢を戻もどし、幸村めがけて降下してくる。大鉄扇の威い力はさらに低下したのか、と思わせたが、

「なんの、本命はこっちじゃ！」

　コンパクトに折りたたんだ大鉄扇を、幸村は鋭く振ふる。しかし大きな突風はおきない。大鷹は突つき進すすんでくる。

　空から振ぶりか、と思われたせつな、

「きぃぃっ！」

　突如、大鷹が悲鳴とともに大きく姿勢を乱した。とてもつかんでいられない、というふうに、佐助を離す。

「ウキュゥゥウ！」

　ようやく自由を取り戻した佐助。

　かろうじて地面にたたきつけられるのをまぬがれて、もんどり打ちながらもなんとか着地した。

「佐助、大事ないか！」

　幸村が佐助を抱だき留とめる。

「キュゥ、キュ！」

　傷つきながらも、佐助がうれしそうに幸村の顔をなめた。だがすぐに、

「キュ？」

　不思議そうに幸村と、いまは空高く退たい避ひしている大鷹を見比べる。

「どうやったか、というのじゃな。なに、簡単じゃ。わらわの旋舞昇は大きな風を起こして、相手を吹き飛ばす技わざ。しかしわらわは『風』の『氣』を操る『剣姫マスターサムライ』じゃ。もっと小さく、錐きりのような風を起こして、相手にぶつけることもできるのじゃ」

　幸村の言葉に、それでもまだ佐助は首をかしげていたが、

「ウキャ！」

　きゅうに、わかった！　というように目を輝かせる。幸村がうなずいた。

「気づいてか。そのとおり。やつの目じゃ！　黒猫のときも目だけはあやつ本体の目じゃった。大鷹とて同じ。もとより目は人ならずともすべての動物の急所じゃが、本体の一部が露出しているとなれば、さらに効果的のはず！」

　ごく小さな、しかし鋭いピンポイントの突風で、幸村は大鷹の両目を狙ったのだ。

　まっすぐまばたきもせず向かって来る目標だからこそ、この策がはまった。

「じゃが……これで勝ったとまではいかぬようじゃな」

　空を見ながら、幸村がつぶやく。

　しばらく旋回していた大鷹だったが、また、

「きゅぃ！」

　降下体勢に入る。さっきまでの急降下ではないまでも、ゆるやかに、幸村たちすれすれをかすめて飛び去った。

「ウキャ、キュッ！」

「目が使えぬのにどうして、と言いたいのじゃな。わらわも同じじゃ。いま、やつは目を閉じておった。完全に潰つぶすほどの威力はなかったから、やつの目もしばらくすれば復活しよう。じゃが、目を閉じても攻撃ができるようじゃ。鳥は目だけの情報で飛んでおるのではないという説があるが、どうやら本当じゃったか」

　コウモリなどは、自分が発した超ちよう音おん波ぱの反はん響きようを感じて、夜でも灯あかりのない洞どう窟くつ内ないでも飛ぶことができる。

　そこまでいかなくとも、飛ぶ鳥は風を全身でつねに感じているし、自分の巻き起こした風が自分に返ってくるのも感じる。

　地上なら地面の凹おう凸とつや障害物が大きな妨げとなるが、空ならそれはない。

　一時的に目をふさがれても、一撃離脱戦法はじゅうぶん可能なのだ。

「もう少し時間かせぎができると思ったが……」

　幸村の表情に焦あせりが浮うかぶ。

「キュゥ！」

　佐助が、思いついたのか、地面に手を付いた。瞑めい想そうするように目を閉じる。すると、地面から草がいっせいに伸のびて来た。

「おぬし、『草木』の『氣』か。じゃがもう！」

　成長の早い雑草がぐんぐん丈を増して、佐助と幸村の姿を覆おおう。しかし空からふかんで見る大鷹には、その効果は限定的で、しかも間に合わない。

「ぴぃぃぃぃー！」

　三度大鷹が襲う！　その瞬しゆん間かん、

「又兵衛、間に合わなんだか！」

「お待たせいたしました、幸村さま！」

　又兵衛の声が飛んできた。振り返る幸村たち。やや離れた母おも屋やのほうに又兵衛が立っていた。そしてその足元。

「ぴっ!?　ぴぃぃぃぃ!!」

　大鷹が反転した。幸村たちを襲うのをやめて、舞い上がる。

「でかしたぞ又兵衛！　よし、われらもゆくぞ、佐助」

　幸村が又兵衛のほうへと駆け出す。

「キュキュ!?」

　わけもわからず、佐助も続いた。

「幸村さま、こちらに」
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　幸村たちが合流すると、又兵衛が指さした。そこに、

「うむ」

　地面に、人が横たわっていた。腰こしまでも届く長いまっすぐな黒髪。前髪を目にかかるあたりで切りそろえたその容姿。

「大谷吉治、じゃな」

「ウキュ、キュ!?」

　佐助は驚き、混乱して首を振る。空にまだある、大鷹のシルエットを指さした。

「おまえの言いたいことはわかる。あの鷹に乗り移っておるのではないか、とな。じゃが、いかな術を使おうとも、猫や鷹に人がすっぽり乗り移ったり同化できるはずがない。それが『剣姫マスターサムライ』でもじゃ」

　冷静に幸村が解説する。

「となれば、じゃ。あたかも乗り移ったように見せた、と考えるべきじゃろう。それもわざわざ、われらの目の前でやってみせた。なにか仕し掛かけを隠しているような、目をそらせるため、とわらわは考えたのじゃ」

「幸村さまから、声がしました」

　とは又兵衛だ。

　幸村の能力で、同じ「将」を持つ「剣姫マスターサムライ」たちには声を飛ばすことができる。

　その逆は不可能なので相互通信はできないが、少なくとも幸村から指示や情報を与あたえることは可能だ。

　又兵衛は幸村から声の指示を受けて、離れた。

　その目的は、

「あの鷹に憑依しておる、大谷吉治の本体を捜すことじゃ。おそらくそう遠くではないと見た。それゆえ一度、鷹の襲しゆう撃げきをあえて受け、又兵衛はその匂においをおぼえたのじゃ」

「たとえ鷹に乗り移っていても、その本体の匂い、たしかに感じました」

　こうなると、単なる物質的な匂いというより、その「剣姫マスターサムライ」の持つ魂たましいの匂いと言っていい。

　それをかぎとるのは、もはや又兵衛の能力だ。

「ウキュ！　キュー」

　佐助が感心する。

　いつのまにかまた小猿の姿に戻っていた。

「どこにあったのじゃ」

「道場の軒のき下したに、袋ふくろの中にくるまれて、土に半ば埋うもれておりました」

　それをかぎあて、見つけ出す又兵衛もすごい。

　まだ半分、寝ね袋ぶくろのような袋におさまった吉治は、眠ねむったように目を閉じている。忍しのび装束のような衣装を身に着けていた。

「ふむ。われらの前にどうどうと裸はだかをさらすなど、あれはイメージ、幻げん影えいのようなものじゃったからよのお」

　幸村が吉治の身体を見下ろす。

　そこへ、意を決して大鷹が舞い降りて来た。

「きぃぃぃぃぃいいいい！」

　鋭するどい爪つめをかざし、幸村たちをいっきに斬きり裂さこうとするかまえだ。しかし、

「そこまでじゃ。これを見よ！」

　そう言って幸村が、吉治の喉のど首くびに大鉄扇を突き付ける。

　大鉄扇はブーメランのように飛ばして敵を斬り裂くこともできる。その端はしは鋭い刃やいばになっていた。

「ぴっ！」

　それを見た大鷹は、すんでで攻こう撃げきをあきらめ、また舞い上がった。低空を旋回しながら、どうすることもできずにいる。

「思ったとおりじゃな。この本体に戻るには、直接触ふれるなりしなければならぬのじゃろう。でなければ、とっくに戻っておるからのお」

　幸村は大鉄扇で、ぴたぴたと吉治の喉首を叩く。

「さて、話してもらおうぞ。おぬしたちの正体。われらを探さぐり、狙う目的はなんなのか。話せば命は取らぬ。さあ、観念して白状せい！」

　ぴたっ！　大鷹に向かって、もう片手の大鉄扇を突き出した。

「あの、幸村さま」

「なんじゃ。いいところじゃぞ。わらわの策がぴたりとはまったのじゃ。見せ場もこうして、決まったぞ！」

　胸を張る幸村。

「はい。ただ、あの鷹の姿では、話せるものも話せないかと」

　と、又兵衛。

　たしかに、いったん意識を本体に戻さなければ、人語を話すことはできそうにない。これには幸村も、

「そ、そうじゃな。うほんっ！　そこなる鷹、よく聞け！　ゆっくり降りてくるのじゃ。本体と接せつ触しよくすることを許す。ただし、怪あやしい真ま似ねをすれば、即そつ刻こく本体を討ち取るからの。覚悟せよ！」

　幸村が呼びかけた。

　それでもまだ大鷹は、低空をゆっくりと何度も飛びまわっていたが、ついに、

「ぴぃぃ」

　降りて来た。

　幸村たちからやや離れた庭の芝しばに着地する。

「ウキュゥ！」

　警けい戒かいする佐助。幸村も、

「油断するでない。本体に意識を戻させて、そのまま生いけ捕どりにするのじゃ。これでこやつらの正確な情報が得られるというもの」

　こやつら、と複数形なのは、大江戸決戦のまえ、京へ向かおうとしていた幸村たちを襲った細ほそ川かわ興おき秋あきのことが入っている。

　間ま違ちがいなく、同じ手の者、と幸村は見ていた。

「ぐるる、ぎゅむ」

　低いうなり声は、大鷹もまた警戒し、威い嚇かくしているということなのか。しかし翼をたたみ、ゆっくりと歩いてくる。

「来ます。ご注意を」

　又兵衛も鑓を握りしめる。いつでも「水」の「氣」を使えるよう、属性を表に出した姿に変わっていた。

「ぴっ」

　一歩一歩、大鷹が歩み寄る。

　又兵衛ならもう少しで、とびかかりざま押さえつけられる、そんな距きよ離りまで近づいた、そのときだ。

「ぅにゃ」

　不意に、猫ねこの声が聞こえた。最初に吉治が乗り移っていた黒猫だ。と全員が思い、振り向く間もなく、

「はい、ご苦労さま。いい線いってたんだけどね」

　むくっ。吉治の身体が起き上がる。

　目を開き、瞳ひとみに色が灯ともっていた。完全に、意識を取り戻している。

「なん、じゃと！」

　幸村も又兵衛も、

「ウキュ!?」

　佐助も、すっかり虚きよをつかれた。正面の大鷹に集中しているうちに、背後の吉治の身体が目覚めたのだ。

「なぜじゃ、いったい……」

「幸村さま、お気を付けを！」

　とっさに又兵衛が盾になる。幸村たちの隙すきを突き、背後をとった吉治だったが、

「ぼくのこと、いろいろ見破ったのはえらかったよ。だから今日は、ここまでにしておいてあげるさ！」

　吉治は大きく後方へ飛びのく。手には懐かい剣けんを握っていた。

「なぜ、もとへ戻れたのじゃ……そうか！」

　幸村は一いつ瞬しゆん考え、推理の先にたどり着いた。

　目の前で、

「きぃっ！」

　大鷹がバサバサとはばたくと、飛び立っていく。いっぽうで黒猫は、さっきまで吉治のいた場所にぱったりと倒たおれていた。

「乗のり換かえたのじゃ」

「乗り換えた……では、鷹からまた猫に。けれど、ずっと鷹は飛んでいて……」

　幸村の言葉に、又兵衛は応こたえつつ途中で気づいた。

「道場の裏手に」

「そうじゃ。低く飛んで回っておるとき、道場の向こうを回ると一瞬見えなくなった。そのときにまた入れ替わったのじゃ！」

　黒猫から大鷹に乗り移った吉治の意識は、傷ついた黒猫が道場の裏手を歩いているのを見つけ、ひそかに降りると接触して再び入れ替わった。

　そのあとは、大鷹がまた飛んで降りて来たわけだが、

「よくわかったね。単純な動物ほど残留思念で、離れたあともある程度は操れるんだ。プログラムみたいなものだよ」

　吉治が言った。もう道場の土ど塀べいの上にいる。

「待て！　次々動物を乗り換え、傷つけても平気だと言うのか、おぬし！」

「ぼくたちには大義がある。目的もね。いたずらに命を摘つんでいるわけではないさ」

「黙だまれ！　無関係な動物を使い捨てにしおって！」

「ウキュ！　ウキュゥ！」

　幸村が憤いきどおる。佐助も歯を剥むき出だし、怒いかりを露あらわにしていた。

「わからない人たちだなあ。まあ、猿さるが仲間にいるんだから、しかたないか。あははは。じゃあ、また会おうよ。こんどはぼくも手加減しないから、そのつもりでね！」

　そこまで言うと、吉治は塀へいから跳び降りて姿を消す。

「追いますか、幸村さま」

「いや、よすのじゃ。逃走経路は当然確保しておろう。その途と中ちゆうにどのような罠わなが仕掛けてあるやもしれぬ」

　幸村が制す。

「ウキュキュ～！」

　吉治が去った塀のほうに向かって、威嚇するようになんども飛びはねる佐助。

「そうですね。いずれまた、相まみえる気がします」

　又兵衛も言う。そこへ、

「もう、うっるさいわねぇ！　さっきからなんなのよ。うるさくて二に度ど寝ねができないじゃない！」

　現れたのは寝間着姿の千姫。髪かみも乱れ、寝ね不ぶ足そくなのか、目の下にクマをくっきり作っている。

「なんじゃおぬし。寝ぼけおって。たったいままでわらわたちが敵と……まあよい。もう終わったことじゃ」

「なによ。よく聞こえなかったわよ。え？　敵って」

「よいよい。ゆっくり眠るがよいぞ。寝る子は育つというからの。もっとも。それ以上無む駄だに乳なり尻しりなりが育っても知らんがの」

「まぁ、言うに事欠いて、失礼しちゃうわね！　あんたのほうこそ、幸村、いっぱい寝ないと育つものも育たないわよ、って、もう無理か。はいはい、ご愁しゆう傷しよう様さま！」

「なんじゃと～！」

「なによー！」

　にらみ合う千姫と幸村。

　しかしどこかホッとする。これが通常運転の柳生道場だ。

　その証拠に、

「御お姫ひいさま！　下着をお忘れです！」

　あとから出て来た半蔵が、手に小さな白い下着を持っている。どうやら千姫のショーツらしい。

「洗せん濯たくしておきましょうか」

　と又兵衛。

「い、いいえ、これはわたくしが手洗いで。ぁ、でも、ほかにも洗濯物が。いっしょに、洗わせてください。それと、お昼の用意もそろそろ」

「そうですね。ではいっしょに」

「はい！」

　従者どうしは今日も意気投合。

　そんな、道場の面々を後目に佐助は、

「ウキュゥ」

　倒れている黒くろ猫ねこを抱き上げる。傷をペロペロ、なめだした。

「……そうじゃ、その野の良ら猫ねこ。そのままでは傷が化か膿のうしてしまうぞ。わらわの薬箱を」

「なによ、猫が怪け我がしてるじゃない！　あんたの薬なんかダメよ。すぐ動物病院へ連れていかないと！　半蔵！」

「は、はい！」

「ウキュ！」

　このあと、あわてて動物病院へ連れて行かれた猫。

　手厚い手当で一命をとりとめ、ひと月もするころにはすっかり元気になった。

　そしてたびたび柳生道場の庭にやってきては、

「うにゃ～」

「ウキャン！」

　佐助と遊ぶようになったのだった。

「よかったね、さっちん。友達ができて！　にゃんこ、かわいい！」

「このうえまた動物ですの！　もうたくさんです、わ……い、痛い痛い、わかりました。わかりましたわ！　猫でも犬でもなんでも来いですわぁあ！」
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「……そうですか。吉治が」

　まだ陽ひが高くないせいで風が冷たいその庭の、そこだけがあたたかい空気に満たされていた。

　その手がふれると、ひび割れた木き肌はだまでがみずみずしく潤うるおっていく。

　もう枯かれたように乾かわいた枝に、とつぜん木の芽が芽め吹ぶいてふくらみ、いまにも花を咲さかせようとうずうずしているようだ。

　その人の周囲には、つねにそんな生命の息い吹ぶきがある。

　狩かり衣ぎぬの裾すそをわずかに乱して進み出る。

　その先にかしずいた影かげがわずかに顔を上げた。

「くれぐれも探たん索さくだけと、吉治にはきつく言い聞かせておきましたものを。申し訳ございません」

「どうせ吉治のことだもん。手を出したくてしかたなかったんだと思うなー。自分の力を試ためしてみたくて、さ」

　とは、木の上から降ふってきた声だ。

　よく見ると、小さな人ひと影かげがある。跳はねた髪をふたつの振り分けにした小こ柄がらな少女だ。

「いいではありませんか。吉治らしいと思いますよ」

「よくはありません！　指示に従わないなど、六華閃の風上にもおけない、半はん端ぱ者ものです！……ぁ、申し訳……」

　つい声が大きくなって、顔を赤らめる。

　やや大人びているが、こちらも長い髪を素す直なおに垂らした少女だった。憂うれいのある顔立ちが美しい。

「よいのですよ。活発なのはよいことです。だまっていても、つまらないですからね。停てい滞たいは、いけません」

　つねに微ほほ笑えみをたたえたその顔が、いっそうほころんだ。

　そんな声と表情に、救われ、癒いやされるように、少女たちも微笑む。

「いずれ……」

　烏え帽ぼ子しの下の顔が上を向き、空と向き合う。不思議なほど澄すんだ瞳がいたずらっぽく輝かがやいた。

「なにかお考えに」

「行ってみたい」

「は、まさか」

「柳生道場。聞けば聞くほどおもしろそうじゃないか」

「しかし！　そんなところへ、お上がお越こしになるなどと……」

　必死に止める、髪の長い少女。

「へー、いいじゃない！　ぜったいあたし、連れて行ってよね！　ね！　ぜったい！」

　木の上から幼く弾はずんだ声が聞こえたと思うと、バサッ！　真っ逆さまになった少女の顔が。

「きゃぁっ！」

　驚おどろく髪の長い少女。

「あはは！　寝ね言ごとは、寝て言えー！」

「なにをやっているのです！　それに、その熟語は正しくありません、この場合！」

「いいじゃん、いいじゃん。郷ごうにいては郷に従え、だよ」

「だからそれも違ちがいます！」

　笑う少女の、長いツインテールもまた逆さまにゆらゆらと揺ゆれる。枝に脚あしをかけて、ぶらさがっているのだ。

　らちが明かないと思ったのか、髪の長い少女が、

「お上が、変なところへ行くなどと。だいいちあそこは、大江戸でもなく、徳川の学園なのですよ！」

　と言えば、

「学園っていうところがまたいいですよね。みんなでいっしょに学問をしたりスポーツをしたり。わたしにはそういう時期がなかったので、憧あこがれます」

「ですから……！」

「はい。わかっています」

　そこからは、また目を伏ふせた顔が神秘的に映る。いつもの表情に戻っていた。

「お上」

「いずれ……会うことになるでしょう。わたしが大江戸や、富士の学園に行かずとも。柳生道場の『剣姫マスターサムライ』たち。まだ会ったこともないのに、なぜだか懐なつかしい気がするのです。そして、柳生宗朗……」

　その名前が出ると、あたりの空気が緊きん張ちようした。

　それは手を触れている木の若芽が、柔やわらかくみずみずしい赤さから急に、硬かたく赤黒くひび割れていたことからも物語る。

「柳生宗朗……そのときは、わたしたちが必ず」

「そうね、覆ふく水すい盆ぼんに返らず、まかせておいてよね！　あれ？　微び妙みように合ってる？」

　すでに陽が中天に近い。

　ここだけ、異なった時間が流れているかのようだった。
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「んー、さっちん？　さっちん、どこなのぉ？」

　学園からの帰り道。十じゆう兵べ衛えが佐さ助すけの名前を呼ぶ。

　登校時にはぐれてしまった佐助だが、そんなときも途中からひょっこり教室に現れるか、帰りに校門のところで待っているのがいつもだった。

「ぐっちゃんのところへ行ったのかな。ぐっちゃんも、遅おそいなぁ。もうふたりで帰っちゃったのかな。十兵衛、お買い物、いっしょに行きたかったのに」

　ぷん、と口を膨ふくらませる。けれどすぐに笑え顔がおになって、

「いいよね。ひとりでできるもん。きっと道場で待ってるんだよね。十兵衛、早くお買い物済ませて帰らなきゃ！」

　言いながら、学生街のアーケードへと歩く十兵衛。

　新しくできた学園経営のショッピングモールより、古くからあるアーケードの商店のほうが、品物が安いし、ときおり掘り出し物もある。

　いつもの食料品店に足を向けようとしたときだ。

「もし、そこのお嬢じようさん」

　呼び止められた。十兵衛が振り返ると、道ばたにケープをかぶった老女の姿がある。

「ぉよ？」

　ほとんどの住人が学生、せいぜい教師などで占しめられる武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくでは、極端に歳を取った人自体、見ることが珍めずらしい。

　しかし十兵衛。戸と惑まどいもそこそこに、

「なあに、おばあちゃん！」

　近づいた。よく見ると老ろう婆ばは、小さな机の前に腰かけている。十兵衛にも椅い子すをすすめた。テーブルの上にカードを広げる。

「ん、トランプ？　十兵衛、大貧民なら得意なの！　あ、七並べとかぁ、ポーカーとかもできるよ！」

　楽しそうにカードを手に取ろうとする十兵衛。

「ぁ、さわらないで！　っと、さわるでない！　それにトランプじゃなくて、タロット！　占うらないじゃ。ぉほん！　おぬしの運勢を占ってしんぜよう」

「おぬし？　しんぜよう？　すごーい、ゆっきーみたい！　あれ、ゆっきーはおばあさんじゃないよ。なんでかな。ゆっきー、おばあさん？　おばあさん、ゆっきー？」

　ケープの中の顔を覗のぞき込もうとするから、老婆はあわてて、

「違う！　でなくて、違うであろう。見てわからぬか。……とにかく、占いってやるから、そこへ座すわれと申しておる」

「わーい！　占い占い！　ぁ、でも十兵衛、お金持ってない。お買い物のお金は、お買い物以外に使っちゃダメなんだって」

「わかったわかった！　タダじゃ！　タダだから、占わせなさい！」

　なかばヤケで言う。

「やったぁ！　タダだぁ！」

「まったく……よく見ておるのじゃぞ」

　タロットカードを切って、一枚ずつ広げて行く。

「ほぇー」

　そのカードをじーっと見つめる十兵衛。

　しばらくして、

「……ふーむ。そなた、好きな人がおるようじゃな」

「うん。いるよ！　お兄ちゃん！　十兵衛の好きな人はぁ、お兄ちゃんなの！」

「みなまで言うな。そうカードにも出ておるわ。その思い人に好かれたいと、おぬしは思っておるであろう」

「お兄ちゃんに？　うん！　十兵衛、お兄ちゃんと仲良くしたいの。いまよりもっと、うーんと仲良くしたいんだぁ！」

「さすれば、じゃ」

　老婆は身を乗り出すと、カードをまさぐっていた手を差し出した。その手の中指に、大きな赤い石のはまった指輪がある。

「この石を見るがよい。じっと。一心に見つめるのだ」

「石？……」

「そうだ。見つめながら心の中で唱えるのだ」

「お兄ちゃんと仲良くなりたい。お兄ちゃんと十兵衛が仲良く……お兄ちゃんと、結ばれますように」

　つぶやく十兵衛の声はじょじょに小さくなっていく。唇くちびるがかすかに開き、吐と息いきだけが漏もれるようだ。

「よい。よい。そうだ。そのまま……おまえは柳生やぎゆう宗朗を好きで好きでたまらない。好きだから、自分のものにしたい。自分のものにして……殺したい！」

「……ころし、たぃ……はい」

　十兵衛の瞳の中が、うつろに光を吸い込んだ。




「うーん、まだまだだな」

　夕方の学生街。

　大きな荷物を抱かかえた宗朗が道場への道を急ぐ。

「けっきょく、ほぼ一日図書館で過ごしてしまった。これだけの資料を見つけたけれど、まだ足りない。もっとほかになにか……」

　大きなかばんの中身は、学園の図書館で借りた本。

　それと、貸し出し不可の本からのコピーの束だった。束といっても、数百枚。本の数冊分に当たる。

「いまぼくたちにできることをするんだ。ひとつは『剣妃サムライブライド』の秘密に近づくこと。それはぼくら『将』と『剣姫マスターサムライ』の関係をさらに知ることでもある。ひとつは大江戸の慶よし彦ひこさまの動向。なにをなされようとしているのか。さらにひとつは……ニアを、助け出す」

　最後は決意に近い。

　慶彦の計画で、ダルタニアンが人造「剣姫マスターサムライ」の素もととなって幽ゆう閉へいされているであろうことは千せん姫ひめが証言している。

　基本、同じ機械に囚とらわれていた千姫が、ネットワークの中でダルタニアンの意識を発見していたのだ。

　問題は、慶彦がダルタニアンを今後どうするつもりなのか。

　その機械から解放されたとしても、ダルタニアンがもとに戻もどるのかさえわからない。

　それでも、

（助け出さなければ。ニアを見殺しになんて、できない）

　だがこれは、宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちがしなくてはならない、最優先のことではない。むしろ優先度は低い、あるいは、

「助ける必要なんてないって、言われるかもしれない。ニアは慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』だ。敵だったこともある」

　そのことは、幸ゆき村むらはじめ「剣姫マスターサムライ」たちも承知している。

　だが同時に、

「ニアに助けられたことだって、何度もあるじゃないか。ぼくは、ぼくひとりでもニアを……」

　宗朗の決意はゆらぐことはない。

　そのための下調べもあった。

　また大江戸へ、江え戸ど城じようへ行くことになるかもしれないのだ。慶彦を止める、そうなったときのことも併あわせて。

「剣姫マスターサムライ」と「剣妃サムライブライド」のことは、おもに幸村に頼たのまれた資料集めだった。この件は、ずっと研究を続けている幸村に任せるのがもっとも近道と言える。

「頼まれた資料が入ってるといいんだけど。なにしろ古文書の類たぐいは字からして読みにくいし。……読めないのもあるな」

　ひととおりコピーしては来たが、こっちのほうは宗朗にも自信がなかった。

「ダメならまた明日図書館で……」

「ねえ」

　不意に呼び止められた。

　そろそろ人通りもまばらな街はずれ。宗朗が振り向くと、そこに、

「お兄ちゃん、遊んで！」

　小さな女の子が立っていた。

　小さいのは身長だけではない。あきらかに幼い。まるで小学生低学年か、それよりも年下に見える。

「キミは……」

　宗朗の驚きは無理もない。

　幼よう稚ち舎しやや初等部は、大江戸などの都市部におかれている。

　老人もそうだが、ここでは極端に小さな子供も見かけない。いないのだ。

（先生か、職員の家族の子かな）

　相手の背せ丈たけに合わせてかがみこむ宗朗。笑顔で、

「どうしたんだい？　お父さんかお母さんは？」

　尋たずねると、おかっぱ髪の少女も笑って手を差し出した。

「ぅん？」

（手を握にぎってほしいのかな）

　宗朗も手を出す。重ねようとして、少女の手の指に、大きな宝石の入った指輪を見つけた。

「指輪？」

　幼い少女がしているには不ふ釣つり合あいで不自然な指輪。それがおもちゃでないことは、ひと目でわかった。

「うん。よく見て」

「指輪をかい？　どうして……」

　尋ねようとした宗朗は、一瞬目の前がかすむのを感じた。

（なん、だ）

　思わず目を閉じようとするが、まばたきくらいにしかならない。視線を逸そらそうにも離はなれない。

　じっと指輪の石を見つめてしまっている。

「そう。もっと見て。もう目が離れないでしょう？　よーく見てね、お兄ちゃん」

　少女の言葉が耳の奥おくにこだまする。

「キミ、は……」

　手を伸のばそうとして、宗朗はつかめず何度もからぶりした。視界が揺らいで混ざり合う。音までが奇き妙みように鳴なり響ひびいた。

「ぅう！」

　膝ひざから崩くずれ落おちる。
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「……ぅ、ぅう」

　宗朗が目を覚ましたとき、最初に目に入って来たのは、意外にも見慣れた風景だった。どうやら倒れていたらしい。まさぐると、手が庭草をつかんだ。

「これは……道場の、庭だ。くっ！」

　まだめまいが残っている。

（そうだ。ぼくはあの小さな女の子の指輪を見ているうちに……）

　軽い頭痛を感じながら身を起こす。その瞬しゆん間かん、

「!?」

　言いようのない違い和わ感かんを感じた。

　初めて感じる、身体からだの異常。

　痛くはない。苦しくもない。しかし、

「なん、だ？」

　あわてて身体中をまさぐる宗朗。

　なぜだか学生服がゆるい。ぶかぶかと言ってもいい。背丈は縮んでいないのに、肩かたのあたりが余っているし、袖そでも妙みように長い。なのに、

「胸が」

　詰つまっている。押おしつぶされるような、締しめ付つけられる感覚。

　思わずさわって、

「ぁっ！」

　声が出た。

　初めて感じる、不思議な意識。触れた手のほうも、奇妙な感かん触しよくに驚く。ぐにょ、とか、むにゅっ、そんな感じ方に近い。

（まさ、か……）

　汗あせが出た。頭では否定するが、経験が指し摘てきしてくる。この感覚はあるものに似ている。あるもの……宗朗がふだん、決して自分からではなく、さまざま触れて、さわって、つかんだり揉もんだりもしてしまっている、そのもの。

「っ！」

　意を決して上着を開く。それだけで、ファスナーが弾はじけそうだった。そしてやはりというか、その内側には、

「ぬぁああ、なんだ、これ、は！」

　シャツをつきやぶりそうなふくらみが。たわわに、ふたつ、見事に実っていた。それはもう、みっちり、ずっしりと。

「だ、誰だれだ。こんないたずらを……はぅぅ、んっ！」

　まず思いつくのは、倒れている間に誰かにいたずらされたということ。

　だが、乱暴にふくらみをつかんだ宗朗は、身体の奥からこみ上げる刺し激げきに思わず声を上げていた。

　しかもその声。

　妙に甲かん高だかく、ようするに、

「お、女の子の、声……？」

　思わず口を押おさえてしまっていた。そういえば、肩に触れる髪の感触。さわってみて地毛だとわかる。背中まであるほど長い。

（まさか……まさかまさか）

　おそるおそる、胸にあてた手を下へと降ろしていく。お腹なかを過ぎてとうとう股こ間かんへ。つかむ。そこに、

「な、い!!」

　あるはずのものが、なかった。
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　そしてないはずの胸はある。もっとはっきり、バスト、乳ち房ぶさがあった。

「ぇぇぇええええ！」

　顔をまさぐる。心なしか、顔もすっきりほっそりしているようだ。鼻までが、少し小さくというか低くなっている。

　間違いない。もう間違いない。

「お、女に……なってる」

　柳生宗朗、女になる。女性、女子になる。

「そんなわけ！　……ぁる」

　がっくりと肩を落とした。ばさっ、長い髪が顔の前まで垂れる。ぶりゅん、ゆさっ、たわっ！　さまざまな擬ぎ音おんが頭の中に浮うかぶ。そんなふうに、ノーブラのたわわな胸が垂れ落ちた。

「ぁ、っと」

　思わず、手で押さえそうになった。実際、とっさに手が出た。バストがこぼれ落ちてしまいそうに感じたのだ。

「けっこう、重い」

　下を向くことで垂れ落ちたバスト。手で持ち上げると、はっきりと重みを感じる。

（胸ってこんなに重いんだ。千姫さまや又また兵べ衛えさん、大変だなぁ）

　そんなことまで思ってしまう。

「幸村は、だいじょうぶそうだな」

　なぜか安心する宗朗。しかし問題はそんなことではない。

「どうするんだ。いや、どうしてこんなことに」

　思い出す。最後の記き憶おくは、

（あの女の子の……指輪の石だ）

　見つめているうちにめまいがして、意識を失ってしまった。

（あれはおそらく、催さい眠みん術じゆつ……）

「いや、催眠術で身体がこんなふうになるわけない。もっと恐おそろしい。身体を変えてしまう術、能力なのか。それも、男と女を入れ替えるなんて」

　そこまで考えて、しかしなぜそんな能力が、と思う。

　男と女を入れ替えるのはすごい。恐ろしいともいえる。しかしそんなことをしてどうなるのだろう。

　敵ならば、なおのこと相手を男から女にして、なんの得があるのか。

「たしかにショックだけど……そうか、ショックを与あたえるために、いやいやいや、変だ、変に決まってる！」

　戦法としても、とても有効とは思えない。

　たしかに、いまの宗朗のように一時的に気が動転した隙をつかれれば危ない。それに、身体のバランスが変わったことで、同じ剣技が使えない恐れはある。

「だからって……やっぱりありえないから！」

　いっしゅん納なっ得とくしかけて、しかしやはり否定する宗朗。

　だが事実は事実として受け止めなければ。

「あの子の宝石を見てこうなったのなら、もとへ戻るのにやっぱりあの子を捜さなくちゃ。あの宝石をもう一回……」

「あー！　お兄ちゃん！」

　宗朗が起き上がり、上着の前を改めて留めようとしていたときだ。背後から声がした。と思ったらもう、

「お兄ちゃんっ！」

　走ってくる気配がしたと同時に、

「のぁあ！」

　背後から抱き付かれた。ほとんどぶつかって来るのと同じ衝しよう撃げき。長い髪の房ふさが、振り向いた宗朗の顔をふさぐ。もちろん、

「十兵衛、会いたかったよ！　お兄ちゃん！　だぁい好き！」

「ぁあ、十兵衛！　は、離れなさぁい！」

　十兵衛のいつもの行動。しかし一瞬ののち、宗朗は気づいた。

　いまこの姿を知られたら。

（女子の身体だって、バレたら……！　こ、困る！）

　とっさに、そう思ってしまう。しかし、

「あれぇ？　お兄ちゃん、太った？　なんか、変」

（しまった。気づかれた！）

　思わず十兵衛を振りほどこうとする宗朗だが、

「ぽよんぽよん？」

　背中から抱き付いた十兵衛が、バストをつかんでたっぷりと揉みまわす。とたん、宗朗は身体から力が抜ぬけてしまう。

「ぁああああー」

「へ？　お兄ちゃん？」

「ぁ、お、おほんっ！　やめなさい十兵衛。手を離すんだ」

（まずい！　声で気づかれる）

　あわてて低い声を作る宗朗だが、それより背中まである長い髪とか、密着することではっきりわかる体形の違いなどは隠かくしようがない。

　案の定、十兵衛も、

「なんだかお兄ちゃんの身体、千姫さまみたい。でも、お兄ちゃんの匂においがするし……うん？　ちょっと、いい匂いみたい」

　だんだん混乱してくる。

「わかった。わかったから、いったん離れなさい。話はあとで聞くから、とりあえずぼくの部屋へ……ひゃぁんっ！」

　とつぜん、奇妙な声が宗朗の口をついて出た。十兵衛が、不意にわきの下をくすぐったのだ。

「ぉよ？」

「やめなさいったら、じゅうべ……ぁっ！　ひぃっ！　はぅぅ、んっ！」

　やめるどころか、ますます巧たくみにわきの下、わき腹をくすぐる十兵衛。とうとうその手が、下半身に達する。

　ズボンの上からとはいえ腰こしをまさぐり、股間にもぐりこんでくる手に宗朗は、

「だ、ダメだ！　十兵衛……きゃぁあああ、んっ！」

　ついに悲鳴を放ってしまった。

　十兵衛のほうも気づいた。

「あれ？　お兄ちゃん……ない」

　かんぜんに万ばん事じ休きゆうす。こうなったら、もうごまかしはできない。宗朗も覚かく悟ごを決める。

「そうなんだ十兵衛。聞いてくれ。なぜかはわからないが、ぼくは……」

「お兄ちゃんの大事なもの、なくなっちゃった」

「ショックだと思うけど、ぼくもショックなんだ。胸がこんなに膨らんだり、あったものがなくなったり……」

「お兄ちゃん！　ぁ、でも」

「だから十兵衛も落ち着いて。どうしたらいいか、これからよく考えて」

「お兄ちゃんたら！　はい、ここにあったよ！」

「ぇ？」

　十兵衛が差し出したもの。

　それは宗朗の大小だった。大た刀ちと小刀。どうやら倒たおれたときにでも、腰から外れてしまったらしい。

　ふだんならすぐ気が付くのに、動転していてわからなかったらしい。

「大、小……」

「ね！　でも、お兄ちゃん、声も変だし……あれ、髪かみの毛けもそんなに伸びてたっけ」

　向き直る宗朗に、ようやく肝かん心じんなところに感づいたらしい十兵衛。不思議そうな顔で見つめてくる。

　こんどはもうごまかせない。

（そうだ。ちゃんと十兵衛に話して、協力してもらったほうが）

「十兵衛、よく聞いてくれ。さっきからどうやらぼくは」

「熱もあるみたい。胸も大きいし、お兄ちゃん……」

「そうなんだ。理由はまだわからないけど、ぼくの身体は女子の」

「風か邪ぜ、ひいちゃったの？」

「違ーう！」
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　宗朗の部屋。

　ようやくにも事情を話し、十兵衛に理解してもらった宗朗。

「……ということなんだ。最後の記憶は、小さな女の子に会って、その指輪を見たことだった。だからきっと、その女の子を探せば」

「指輪……なんだか十兵衛、それ、知ってるみたいな」

「その女の子に会ったのかい？　どこで？　思い出してくれ、十兵衛」

　宗朗が十兵衛の肩をつかむ。しかし、

「うーん……わかんないよぉ」

　十兵衛は顔をしかめる。

　それもそのはず。同じ指輪でも、十兵衛が見たのは少女ではなく、

「女の子、じゃなくて……」

「ほかにも指輪を見たのか？　別のだったのかい？　たのむ、思い出してくれ、十兵衛！」

「ぃ、痛いよぉ、お兄ちゃん！」

　混乱する十兵衛の肩を強くつかんで、宗朗が揺さぶっていた。

「ぁ、ごめん。だいじょうぶか」

　手を離し、気き遣づかう宗朗に、一転、十兵衛が、

「うん。だぁいじょうぶ！」

　身体をあずけて来た。

　ぽすっ、と宗朗の胸に顔をうずめる。

　その胸は、いつもの筋肉質の大きな胸ではなくて、別の意味で大きいが、やわらかく、ふにょんと盛り上がったバストだ。

「じゅ、十兵衛」

「いいの。少しこのままで、いて。お兄ちゃん」

　十兵衛の顔が、なかば宗朗の胸に埋うまっている。目を閉じて、うっとりと匂いを吸い込みながら、

「お兄ちゃん……ううん、お姉ちゃんかな。十兵衛、お姉ちゃんがほしかったの。だからうれしい」

「うれしい、って。お姉さんなら、千姫さまや又兵衛さんや」

「うん。みんな十兵衛のお姉ちゃんって、思ってる。でもお兄ちゃんがお姉ちゃんになったら、いちばんいい。お兄ちゃんお姉ちゃん？　おにおねーちゃん」

「おに……って」

　つぶやく十兵衛に、宗朗もむげにできず、その頭をなでてやる。十兵衛は猫のように、うれしそうに鼻を鳴らすと、

「ふぅ、ん」

　さらに深く、胸の谷間に顔を埋めた。

　もともと、大きく上着とシャツをはだけた状態の宗朗。ほとんど挟み込むように、十兵衛の頭がもぐりこんでいる。

「ちょ、っと、十兵衛。それ……なんだか」

　密着した十兵衛の頬ほおや唇が、宗朗を刺激する。妖あやしい感覚が胸から全身に広がっていくと、身体が熱く、匂いが強くなった。

（まずいぞ。どうなってるんだ。それとも女子の身体ってみんな、こんな）

　戸惑う宗朗に、

「んっ……ちゅっ、ぺろ」

「十兵衛、胸にチューするのやめなさい。なめないで……ぅぅぅ、んっ！」

　ますます深く潜り込み、胸にキスする十兵衛。ようやく、

「ぷはぁ！　おにおねーちゃん、好きぃ！」

「わ、わかったよ十兵衛。わかったから、もう」

「だぁーめなのぉ、まだ……ぅぅ、ん。ぺちゃ、ちゅぷ……んちゅー！」

　十兵衛のキスがますます激しく、大だい胆たんになる。

　宗朗の胸を両手で支え、揉みまわして、唇を寄せ、密着させてキスの雨を降ふらせる。そのまま舌でたっぷりとなめあげる。さらには、

「じゅ、十兵衛ぇええ！」

「んぅ！　んっ……！」

　胸の先をぱっくり含ふくんで、ちゅーちゅー吸い上げることまで。

「や、やめなさい！　やめ……やめてぇ、ぁぁああああっ！」

（なんだ……この……!?）

　ビクビク、ガクンッ！　なにかが突き抜けていくような感触とともに、一瞬ピークに達した鋭えい敏びんな感覚が砕くだけ散ちる。

　いっきに全身から力が抜けて、崩れ落ちてしまいそうになる。

　初めての体験に宗朗がもうろうとしていると、

「だいじょうぶ、おにおねーちゃん？」

　十兵衛が赤い顔を上げる。

「はぁ、はぁ……だいじょうぶ、だけど」

　あんなことをしちゃダメだ、そう言いたいのに、言葉が出てこない。十兵衛は、

「ね、十兵衛にも」

　顔を寄せてくる。もう鼻の頭どうしがくっつきそうなほどに近い。

「じゅ、十兵衛……なにをするつもりなんだい」

　言いながら、宗朗も強く拒きよ絶ぜつできない自分に戸惑う。十兵衛のつややかな濡ぬれた唇に、瞳ひとみから吸い込まれそうな錯さつ覚かく。

　宗朗も十兵衛も、うっすらと汗をかいていた。

　お互たがいの匂いを感じると、よけいに身体の芯しんがうずく。

　それはそのまま……、

「おにおねーちゃん」

「十兵衛……ダメ、だ」

　チュッ！

　唇と唇が触れ合う。密着する。やわらかく、あたたかい、かぐわしい唇を感じて、

「ぁああああんっ」

「ぅぉぉぁあああ！」

　そのキス、口づけは、偶ぐう然ぜんであっても「剣姫マスターサムライ」の契けい約やくであるはずだ。

　幸村や千姫たちとは一度のキスで。ふたりの人格を持つ十兵衛とは、その都度キスで「剣姫マスターサムライ」十兵衛を呼び出す。

（こんなときに、十兵衛さんが出てきちゃったら！　ど、どうするんだ？）

　あわてる、というよりおののく宗朗。

　しかし、

「ん？」

「あれ」

　なにも起こらない。

　唇が離れる。宗朗はもちろん、十兵衛も驚おどろいた顔になっていた。思わず宗朗が聞く。

「いま、キスしたよね？」

「うん。十兵衛、いけない、って思ったの。だってチューしたら、十兵衛さんが出てきちゃって、十兵衛いなくなっちゃう。おにおねーちゃんともっともっとチュッチュしたかったのに、おにおねーちゃん、取られちゃうって」

　十兵衛も無意識のうちにキスをしていたのだ。途と中ちゆうで気づいたときには止められず、けれど結果に驚く。

「もしかしたら……、ぼくがいま女の子の身体になってしまったことで、『将』の資格を失っているのか。そうか！　これが敵の意図だとしたら」

　攻撃相手の性別を変えることで、心理的ショックなどのほかにどんなダメージを与えるのか、攻撃側になんのメリットがあるのかといぶかっていた。

　だがもっとも大きな、

（こんなことが起こるんだ。もう……）

「十兵衛さん、出てこれないの？」

「十兵衛さんだけじゃない。もしかしたら『将』と『剣姫マスターサムライ』の絆きずな自じ体たいが断たたれてしまったのかもしれない」

　宗朗という「将」がいるから、幸村たち「剣姫マスターサムライ」がある。

　あくまでも「剣姫マスターサムライ」は「将」との結びつきで「剣姫マスターサムライ」となっているのだから、「将」が消えたら、そもそも「剣姫マスターサムライ」であることができない。

　莫ばく大だいなエネルギーも、さまざまな「剣姫マスターサムライ」の能力も、すべて失ってしまう。

「そうか。こんなことが……！」

　宗朗を「将」でなくすることで、柳生道場の戦力をいっきに大おお幅はばダウンさせることができる。

　宗朗を倒さなくとも、「将」でなくすることはできたのだ。

　こんな、男を女にする方法で。

「大変だ！　いますぐあの女の子を探して……」

「ぇー、おにおねーちゃんでもいいなぁ、十兵衛」

「そんなこと言ってる場合じゃないよ。いまこのときにも、敵が襲おそってきたら……敵、敵って、誰だ。いや、なんなんだ？」

　ここへ来て宗朗が気づく。

　これまでの、幕府の四し天てん王のう「剣姫マスターサムライ」や、天てん海かいの甲こう賀か忍にん軍ぐん八はつ哥か衆しゆうのように、はっきりと姿を現し、敵を名乗っているわけではない。

　京への道中、襲われた幸村のことをまだ知らない宗朗には、ただ指輪の少女としか、わからない。

「いったい……」

「それよりおにおねーちゃん、お風ふ呂ろ行こ！　ね！」

　十兵衛があらためて、抱き付いてくる。

　ぎゅぅ、っと抱きしめられると胸と胸とがぶつかり、密着し、つぶれて、なんだか不思議な感触がまたまたこみ上げてくる宗朗だ。

「十兵衛、それどころじゃ」

「だって、汗かいちゃったし。仲良しさんは、いっしょにお風呂に入って、いっしょのお布ふ団とんで寝ねるの！　お兄ちゃんとは、お風呂に入ったりできないでしょ？　ゆっきーや千姫さまがダメ！　って言うし」

「そりゃ、ダメだよ。ぼくと十兵衛は……、あ」

「ね！　女の子どうしだったら、いいんだもん！　ほら、お風呂、お風呂ぉ！」

「ちょ！　待ちなさい十兵衛、お風呂なんて……ひゃぁ、待ってぇ！」

　次々、十兵衛に強ごう引いんに服を脱ぬがされながら、またも悲鳴を上げる宗朗だ。
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　ちゃぷん……。

　湯気の向こうから、もう湯船に身を沈しずめた十兵衛が手を振る。

　宗朗はまだ脱だつ衣い場じようの、鏡の前で硬こう直ちよくしていた。

　裸ら身しんにはバスタオル一枚を巻き付けたまま。

　じつはいちど目をつぶって脱いだのだが、あまりの「感覚の違ちがい」に面喰くらってしまい、あわててバスタオルを巻き直して、現在に至る。

「おにおねーちゃん！　早くぅ！」

　十兵衛の声に、

「い、いま行くから！」

　と言いながら、最後の決心がつかない。

　鏡の中には、こぼれそうなバストを無理やりバスタオルで押さえつけたような、長身の美少女がいる。

　身体が女子化したのはわかっていても、鏡ではっきりと見たのは初めてだ。

（けっこう、なんだかすごい……ような）

　はにかみながら鏡の向こうから見つめてくる瞳。ドキッ、として目をそらすと、鏡の中の少女も目をそらす。

　そんな仕草が、なぜだかたまらなくかわいらしく思えて、そう思える自分にまた驚く。どうしていいかわからず、戸と惑まどう。

　だから裸はだかを直視することもできない。

　バスタオルを巻いているいまでも、これほどドキドキするのに、取ってしまったら。

（裸になったら、どんな……）

　しかし風呂には裸にならないと入れない。

　震ふるえる手でバスタオルに手をかける。閉じた合わせ目を開こうとして、胸の奥が壊れそうに暴れているのに気付く。

「や、やっぱり、ダメ……」

　鏡を見ていられずに、目をつぶってしまう宗朗。もう一度、バスタオルを閉じ直そうとして、

「おにおねーちゃん！」

　背中から声がした。いつのまにか湯船から出た十兵衛が、背後に迫せまってきていたのだ。えっ、と思ったときには、

「もお……ほらぁ！」

　いきおいよくバスタオルをはぎとられる。

「ぇあ！　きゃぁああああっ！」

　悲鳴がほとばしった。

　上げたのは宗朗だ。驚きとショックがそのまま声になって、自然に出てしまった。それが完全に、女子の悲鳴だったのがまたショックで、

「あああ、イヤぁ！　じゃ、なくて！　ちょ、っと！　十兵衛！」

　とっさに、十兵衛からバスタオルを取り戻そうとしてもがくうち、

「おにおねーちゃん、鏡、鏡！　見て、鏡！」

　十兵衛に言われて宗朗が、鏡を見る。

「！」

（うわぁ！）

　ちらっ、と見えた剥むき出だしの裸に、つい視線を逸らしてしまう。また動どう悸きが高まって、汗が噴き出す。

　そのうえ、

「おっぱいすごぉい！　千姫さまにも負けないよぉ！」

　背後から十兵衛が、宗朗のバストをつかんで持ち上げる。たぷたぷ、たゆんたゆん、揺ゆれ動うごく乳房。

「わぁあ！　やめなさい、十兵衛！　やめてぇ！」

　身をよじる宗朗。というのも、背中に密着した十兵衛もまた全ぜん裸ら。十兵衛の裸の胸が、宗朗の背中にみっちりと押し付けられているからだ。

（こ、この感じは！）

　これまでも感じたことはあった。

　だがいまは、快感を伴ともなって妖しく迫ってくる。肌はだと肌が触れ合うのが、それだけでびっくりするほど心ここ地ちよい。

「うぅ、ぅっ、ん！」

「違うよ！　ちゃんと見て、おにおねーちゃん！」

　だが十兵衛のほうは真面目に（？）、宗朗に鏡を見るように言う。

「わ、わかった！　わかったよ、十兵衛」

　いったんは固く閉じたまぶたを、もう一度開ける宗朗。

　とっさに目を背けたくなるのをこらえた。いちどしっかり見てみないと、気持ちの整理もできない。

「はい！　目を開けてぇ、どうぞ！」

　十兵衛にうながされるまま、鏡を見つめた。

　そして驚く。

　均整の取れた、美少女の裸身がそこにあった。

　又兵衛以上の長身だから、まるでモデルのような手て脚あしの長さや細さが目立つかと思いきや、意外にも過不足なくついた肉が、しっかりとしたプロポーションを見せる。

　筋肉質だが、ゴツゴツした無骨なものではなく、しなやかに骨格をつつむ。

　そのうえで、女性らしいボリュームがそこここにメリハリを作っていた。

「……なんだか、すごく」

「ね！　きれいでしょ！　おにおねーちゃん、すっごくきれいだよ。かわいいよぉ！」

　声を上げる十兵衛。宗朗もまた、

「ぁあ、ほんとだ」

　感心して、見つめていた。こんどは目を逸らさず、確かめるように、なめるように鏡の中の美少女のすみずみまでを見つめつくす。

　宗朗が見ると、鏡の少女も見返す。

　視線がからみあい、頬が赤く染まる。するとしぐさにも恥はじらいがにじんで、さらに、

「かぁわいい！　ね！」

　十兵衛の言うとおりだった。いや、言われるまでもなく、

（かわいい……）

　宗朗もそう思った。小さくつぶやいていた。

　が、次の瞬間。

「はぁあ!?　なに言ってるんだ。なに考えてんだぁ、ぼくは！　それは……これはぼくだ。ぼくだぞ！　ぼくがぼくに……かわいいとか、いいな、とか、ありえないよ！　意味わかんないから！」

　必死に否定。

　全力で否定しようとするものの、ちらっ、とまた目に入る鏡の中の美少女に、

「ぅ……」

　こんどは完全に、見とれてしまう。

　しかもその少女は、宗朗が片手を上げれば同じ手を上げ、脚あしを開けば開き、身を勢いよくよじれば、

「ぁ、うんっ！」

　よじる。勢いあまったバストが、ぷるんっ！　と揺れて遠心力を感じ、むにょん、と収まった。

（お、おっぱいって……すごい）

　確実に、バストの質量と弾だん力りよくを感じた瞬間だった。

「おにおねーちゃん、かわいい！　十兵衛、大好き……ちゅっ！」

　十兵衛が伸のびあがるように正面から抱き付くと、キス！　しかしこんどのキスでも、なにも起こらなかった。

　やはりキスによる「剣姫マスターサムライ」モード発動は失われていたのだ。

　代わりに、

「ほぁっ！」

　むにゅっ、ぷりゅっ！

　こんどは背中ではなく、向かい合わせに密着したために、宗朗と十兵衛のバストどうしがぶつかり、弾はじき合あう。

　もちろん弾き飛ばすのではなく、最終的には密着してからみあう。

　交じり合う四つの乳房。

「はぁぁ……ぅぅ、ん！」

　宗朗はまたしても身体の奥おくからこみ上げてくる衝しよう動どうに圧倒されて、へたりこんだ。がっくりと床ゆかに膝ひざをつく。

「へ？　おにおねーちゃん、だいじょうぶ？　おにおねーちゃん!?」

　十兵衛の声が、遠くこだまして聞こえた。
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「もう、くっついたりさわったり、しないでくれよ」

　湯船の中。肩かたまで湯に浸つかった宗朗が言う。

「うん。おにおねーちゃんは、すぐエッチな声出しちゃうもんね」

　と、やや離はなれて、やはり湯船に身を沈めた十兵衛。

「こ、こら！　そういうことは、言っちゃいけません！　……間ま違ちがいじゃない、けど」

　宗朗は視線を落とす。

　水面を割って、ぷかぷかと白いふたつのふくらみが波に洗われている。もちろん宗朗のバストだ。

　さっき十兵衛にさわられ、揉もまれ、あげくバストどうしが揉み合うような事態に、軽く神経が振ふり切きれそうな衝撃を感じた。

（女の子の身体って、すごい、感じやすいんだな）

　あらためて実感する。

「これからは、気を付けないとな」

　そう思い、つぶやいた。が、よく考えると、

（まさか、このまま戻もどらないということは……、この身体のまま、ずっと……）

　ごくっ、無意識に唾つばを飲み込んでいた。

　この身体、少女の身体のままでいる、生きて行くということは、

「学園に、性別の変へん更こうを申し出ないと……そんなこと、できるのか。更こう衣い室しつやトイレはどうするんだろう。身体検査は……って、ああ！　問題はそこじゃない！　そんなことでは！」

　自分で言って自分で頭を抱かかえる。

　バチャ！　お湯が盛大に跳はねた。

「だいじょうぶ？　おにおねーちゃん。そうだ！　十兵衛が背中流してあげようか！」

「いやいやいや！　それはダメだ。さわっちゃダメぇ！」

　十兵衛が言い、とっさに否定する宗朗。そこへ、

『あら、もう入ってるの？　十兵衛』

『われらも入るぞ』

　脱衣場から声が。見ると、ふたりの人ひと影かげがすりガラスに映っている。声を聞いただけでわかる。

「ぁ、ゆっきーだ！」

「せ、千姫さまぁ!?」

　ふたりの影が、ガラスごしに服を脱いでいる。宗朗は湯船の中で慄おののいた。

「な、なんで幸村と千姫さまが！」

「やったぁー！　みんなでお風呂、お風呂！」

　幸村や千姫が昼間から浴場を使うのはとくに珍めずらしくない。逆に、いつもは夜の、最後の番の宗朗が、この時間に入浴しているほうが異例なのだ。

　どうやらすっかり服も下着も脱ぎ終えたらしい千姫。

『あいかわらず、騒そう々ぞうしいわねぇ十兵衛は。それともまだ誰だれかいるの？』

『脱だつ衣いかごがふたつあるのが見えぬのか。もうひとりは……ぅん？』

　幸村が気づいた。

　脱衣かごのひとつには、当然宗朗の衣類が入っている。身体は女子化したとはいえ、服も下着も男物だ。

　ひとめでバレてしまう。

『この学生服、宗朗じゃない！』

『なんと、そこにおるのか宗朗！　十兵衛とふたりで風呂など、おのれまさかよからぬことを……許せぬぞ！』

「ま、待って！」

　うろたえる宗朗。しかし逃にげ場ばはどこにもない。

　間かん髪はつを容れず、ふたりそろって脱衣場の扉とびらを開ける幸村と千姫。洗い場に踏み込んできた。

「ああああ……がぼっ！」

　とっさに宗朗。湯の中に、潜った。

「わぁい、ゆっきー！　千姫さまぁ！」

　十兵衛が湯船で立ち上がる。その足元、ぶくぶくと上がる泡あわ。潜った程度では、身を隠すことなどできない。

　見下ろす湯の中に、白い裸身と長い黒くろ髪かみがゆらゆらと見えている。

「いるんでしょう、宗朗！　出てきなさい！」

「そうじゃ、湯に潜ったくらいで隠れられるわけがなかろう。愚おろか者ものめ！」

　見下ろす幸村と千姫。

　そのふたり。裸身にタオルも当てない、全裸だ。もし男子のままの宗朗が顔を上げたら、というのは、怒いかりのあまり忘れているらしい。

「ぶくぶく……ごぶ、ごぼっ」

（ああああ、どうするどうする。ふたりにまでこんな身体を見られたら……！）

　ここへ来て、十兵衛もやっと気づいた。

「そっか、おにおねーちゃん……」

「なんじゃその、おに、おねーちゃん、とは」

「鬼おに？　じゃないわよね」

　幸村、千姫も顔を見合わせ、首をかしげる。しかし目下の問題は、

「そんなことより、宗朗じゃ！　さっさと湯から上がってこんか！」

「そうよ！　そんなところに隠れたってムダなんだからね！」

　いよいよ湯の中の宗朗を力ずくでも引っ張り上げる、というところ、ゴポッ！　大きな泡が水中から上がって弾はじけた。と同時に、

「ぷはぁっ！」

　とうとう息が続かなくなった宗朗が、湯から顔を出だした。

「宗朗！　……きゃぁああっ！」

　あれだけ引っ張り出そうとしていたのに、いざ宗朗の顔を見るなり、悲鳴を上げて裸身を隠そうとする千姫。

「なにをやっておるのじゃ、愚か者！」

　逆に、大鉄扇をハリセンにして宗朗の頭を一いち撃げきする幸村。

　それというのも、お湯から出て来たばかりの宗朗は長い髪もひとまとまりに張り付いて、一見、いつもの宗朗に見えたからだ。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、

「ぇええ!?」

「な、なんじゃ、それは！」

　ふたりとも信じられないというように目を見張る。勢い余って、宗朗の胸までが水面から顔を出したからだ。

「はぁぁ！　こ、これは」

　あわてて胸を覆い隠す宗朗。しかしその腕うでを、

「待ちなさい！」

　千姫がつかんだ。ついさっき悲鳴をあげていたのが、一いつ瞬しゆんで変わっている。宗朗は、

「せ、千姫さま。これにはわけが！」

（どうする？　これじゃ逃げるのも無理だ。いっそ全部を話して……そうだ。幸村に知ち恵えを貸してもらえば）

　考えたあげく、打ち明けようと決意する。ところが、

「おまえ、誰なの！」

「え」

「そうじゃぞ！　おぬし、何者じゃ！　この道場に入り込んで、さては忍しのびか！」

　問とい詰つめる千姫。

　幸村の脳のう裏りには、さきほど襲われた大おお谷たに吉よし治はるの件がよみがえっている。その仲間と考えるのは自然だった。

「ち、違う！　ぼくは」

「おにおねーちゃんだよぉ！」

　十兵衛の弁護もむなしく、

「さては！　また新しい女を連れ込んだのね！　宗朗ったらぁあ！」

「敵でないなら、おぬし、名前を言うてみい！」

　詰め寄る千姫と幸村。

「だから、ぼくは……な、名前、は」

（言えない。やっぱり、この状態ではぁああ！）

　思わず宗朗が顔を手で覆ってしまう。それまで隠かくしていた胸が、剥き出しで、ぶるっ！と揺れた。

「な、なによ！　そんなもの自じ慢まんげに見せつけちゃって！　大きさでは……まぁ互ご角かくとしても、形や手て触ざわりは、千のほうが上なんだからぁあ！」

　宗朗のバストを見つめる千姫が、負けじと自分の胸を、ぐいっ！　と突き出す。

「そのようなもの、又兵衛のほうが勝っておるわ！　わ、わらわには関係のないこと、見せつけるでない！　ええい、早くしまわんか！」

　憤いきどおる幸村。

「だから違います、って。わかった、わかりました！　ほんとのことを」

「まさか、もう『剣姫マスターサムライ』になってるとか、言わないわよね！」

「うむ。ただ胸が無む駄だにデカいだけではない。さりげなく鍛きたえられた肉体、身のこなし、ただ者ではないと見た。となればサムライ。もし宗朗とすでに契ちぎっておったならば『剣姫マスターサムライ』もありえようぞ！」

　宗朗はなんとか話をしようとするが、千姫、幸村が聞かない。

「ほよぉー」

　十兵衛も気け圧おされたように、見守るだけだ。もしかすると、おもしろがっているだけかもしれないが。

　そのうえ、

「『剣姫マスターサムライ』だとしたら、身体に徴しるしがあるはずよ！」

　千姫が叫さけんだ。

「いや、そんなものは」

「隠すところが怪あやしいぉ。本当にないか。確かめてみる必要がありそうじゃ」

「ええええ！」

「将」と契りを交かわしている「剣姫マスターサムライ」には、その肌のどこかに同じ徴がある。ふだんは薄うすく目立たないが、戦闘時、あるいはいまのように、入浴で身体が火ほ照てったりすると濃こく浮うかび上あがる。

「千と同じ徴があったら、タダじゃおかないんだから！」

　その千姫の徴は、太ももの内側に浮き出る桜の花びらだ。

「宗朗の浮うわ気きの証しよう拠こというわけじゃな！」

　幸村の徴はお尻しりに。「将」はもちろん、千姫と同じ宗朗だから、徴も同じ桜の花びらの形だった。

「だから浮気とか、意味わかんないって！」

「あら、なに言い訳してるのよ。勝手に道場に入ってきて、お風呂まで使って、あつかましいわね」

「それにしても宗朗のやつめ。これ以上『剣姫マスターサムライ』を増やすなど、正気の沙さ汰たとは思えぬ。いくら戦力を増やしたいといっても、やってよいことと悪いことがあるのじゃからな！」

　いっこうに、宗朗を宗朗と気づかないばかりか、宗朗が新たに連れて来たサムライ少女、さらには「剣姫マスターサムライ」と思い込んでいる。

（ぼくだとわからないのは助かるけど……）

「ぁ！　待って！　待ってください、やめて……うぁああ！」

「やましいところがなければ、さっさと調べさせなさいってば！」

「そうじゃ！　やましいところがなければ調べに応じられるはず。それで徴がなければよし。もしあったら……」

「あ、あったら？」

「こんどこそ……ちゃんとキスしてもらうんだから！　いい？　空から降ってきた十兵衛をのぞけば、千が宗朗の『剣姫マスターサムライ』の第一……だ、第二号なんだからね！　それは、転んだひょうしに、っていう偶然はあったわよ。でもそれだって、ちゃんとキスしなおしてくれれば、許してあげるって言ってんのよ！」

　なぜか真っ赤な顔で胸を張る千姫。

「なんじゃそれは！　どさくさにまぎれて、自分だけキスしようという算段ではないか！　この色ボケ姫ひめが！」

「色ボケとはなによ！　このちんちんちくりん軍師！　オデコ軍師、絶壁軍師！」

「なんじゃとぉー！」

「なによぉ！」

　ところがにわかに雲行きが変わる。

　こんどは千姫と幸村が角突き合わせて一いつ触しよく即そく発はつ。

「い、いまだ。この隙すきに……」

　風ふ呂ろ場ばから脱だつ出しゆつをはかろうとする宗朗だが、

「こらぁ、逃げるでない！」

「逃げていいとは、言ってないんだから！」

「うぁああああっ！　んぶ、っぷ！」

　こっそり湯船から出たところを簡単に取り押さえられてしまう。

「こんどこそ、捕つかまえたのじゃぞ！」

　宗朗の背中にまたがりながら、幸村。あらためて、宗朗の裸身を見下ろして、

「それにしても……見事な身体からだをしておる。宗明め、こうやって次々と新しい女を」

　ぎりっ、と歯ぎしり。これには千姫も同調して、

「まったくよね。いい女とみれば見さかいがないんだから！　手当たりしだいに引っ張り込んで！　まるでこの道場をハーレムかなにかだと勘かん違ちがいしてない!?　んー、なんだかますます腹が立ってきたんだけど！」

「兼かね続つぐのやつが、野や獣じゆう宗朗だなんだと申しておったが、そのとおりであったか！　まったくもって、情けないのじゃ！」

　こんなところだけ、ふたりの主張は一いつ致ちする。

「そんなふうに思われてたのか、ぼくは。ううう」

　思わず宗朗が漏もらすと、

「はぁ、なに言ってるのよ。幸村、やるわよ！」

「身体のすみずみまで調べてくれる。十兵衛、おぬしも手伝うのじゃ！」

「ほ、ほえ？　はぁい！」

　どうやら十兵衛も参加したくなっていたらしい。命じられるまま、宗朗の身体を押さえつける。

「じゅ、十兵衛、キミまでぇ！」

「黙だまりなさい！　ほら、腕を上げて……わきの下にはないみたいね」

「足を開くのじゃ。むぅ。腿ももの内側にもないようじゃが」

「ひぇ！　ふぇえええ！」

　ほとんど身体検査のように、身体中調べられる宗朗。

　といっても、もう全裸だから、隠せるところなど限られている。あっという間に身体中を調べられ、

「どう、あったの？　幸村」

「足の裏は調べたが……耳の裏側はどうじゃ。髪かみの中の頭皮。目の虹こう彩さいや舌も例があるのじゃぞ」

「そんなところ、あるわけないですってばぁ！」

　終わったと思うと、まだまだ調べる場所はあるらしい。

「ちょ！　そんなところまでぇ！　ま、まさか、そんなところもぉおお！」

　もう宗朗の声は悲鳴に変わっていた。

　それでも、

「ない、わね」

「ないのぉ」

「ほら！　なかったじゃないか。これで解放してくれるんだね！」

　徴がない、という結果は変わらない。宗朗がホッと胸をなでおろす。が、

「まだよ。まだ調べていないところがあるわ」

「さよう。あと一か所、調べねばならぬ」

　真顔で迫る千姫と幸村。

「ふみゃ。どこなのかな、ゆっきー」

「女の身体には、隠し場所というのがあるのじゃ」

「ありません！　ありませんからそんなの！　……隠し場所って、ま、まさか」

（あんなところのことを……うぁぁあ！）

　おののく宗朗。

　しかし手も脚も、完全に押さえつけられていて、跳ね返すこともできない。

「うむ……まいる」

　幸村が近づく。宗朗の脚の間に手を差し込むと、くちゅ……もっとも繊せん細さいな部分へと指を潜り込ませていく。

「ぅ、ぅぁああ！　きゃぁああっ！」

　宗朗が悲鳴を放つ。身をよじる。

「しっかり押さえておくのじゃ！」

「わかってるわ」

「はーい、ゆっきー」

　ようしゃなく押さえつけられた宗朗の股こ間かんに陣じん取どった幸村が、その腿に這はわせた手をあらためて振りかぶる。

「よいか。隠しても……隠れてもムダということじゃ！」

　言い放つと、いっそう強く、その手を放った。




６




「ぅわぁぁあああ！」

「ひぐぁっ！」

　湯気の立ち込める浴場内。

　宗朗の悲鳴に混じって、聞きなれない声が混じる。思わず目をつむってしまっていた宗朗が、おそるおそるまぶたを開けると、

「なんだ、あれは……！」

　高い浴場の天てん井じよう隅すみに、蜘く蛛ものように張り付いている人影が。

「やはりじゃ。そこにおったか！」

　人影を襲った大鉄扇が、ブーメランのように幸村の手に戻る。

　人影も、手に奇き妙みような形の剣けんを握にぎっている。

　その手に血がにじんでいた。どうやら間かん一いつ髪ぱつ、幸村の大鉄扇を受けたものの、手傷を負ったらしい。

「やっぱりだったのね！　宗朗が女になるなんて、おかしいと思ったのよ」

　と千姫。

「え、えー！　なんでわかったのぉー！　ぜったいバレるわけないのにー！」

　とは、天井にへばりついた忍しのびの言葉だ。

　ところが当の宗朗は、

「いったいみんな、誰と話をしてるんだ？　あそこに誰かいるのかい。いや……声だけが、聞えてくる」

　天井の忍が見えていないようなのだ。

　宗朗のありさまを見て幸村。

「是ぜ非ひもなし。宗朗、おぬしには見えぬのも無理からぬこと。なぜなら」

「なぜ、なんだ幸村。というより、ようやくぼくを宗朗だってわかってくれたんだね。こんな姿だけど、ぼくは正しよう真しん正しよう銘めい……」

「わかってるわよ。だ、だから、隠しなさいよね！　その、ぶ……」

「ぶ？」

「ぶ……ぶらぶらしてるものよ！　さっきまで見ないようにするの、大変だったんだから！」

　赤い顔を背そむけた千姫が叫ぶように吐き出した。

　どうやら幸村と千姫は、最初から宗朗を宗朗とわかっていたようだ。それも、

「ぶらぶら……ぁあ!?」

　あわてて裸の下半身を隠す宗朗。そのことで思い至る。

「ぼくをわかっていただけでなく、ぼくが男だってことも見えていたのか？　この身体も女じゃなくて」

「あたりまえじゃ。じゃからその粗そ末まつなものを早う！」

　幸村もまた、赤く染まった顔で視線を逸そらす。

　しかし、宗朗が男とわかっていた、見えていたということは、その宗朗に見られることも自覚していたということでもあり、たったいまも、

「ぁああ！　千姫さま、服を……幸村もぉお！」

　こっちも、緊きん張ちようと緊きん迫ぱくの糸が切れた宗朗が、一転、赤面して叫ぶ。

「だからこっち、見るなってばぁあ！　きゃぁあああっ！」

　かろうじて、手にした手ぬぐいで身体の主要部分を隠す千姫。幸村も、

「あとじゃ！　いまはそのようなこと……えええい、見るなというに！」

　やはり手ぬぐいをなんとか腰こしに巻き、胸は大鉄扇で覆った。

「ちょっとぉ！　なんだかにぎやかみたいだけど、あたしのこと、忘れてない!?　ぁ、いや、忘れていいよぉ！　あたしは忍びなんだから！　なのに、あんたたちにかけた術がどうして解けたのよぉお！」

　叫ぶ忍びの者。

　その声は、あきらかに女子のものだ。

　よく見ると、くりぬかれた頭ず巾きんの穴から勝気そうな目元が。長い髪ものぞいている。

「ふむ。わらわと千にかけた術が効かぬのが不思議なようじゃな。たしかに、物売りの老女に化けたおぬしの、その指輪、妖あやしく光るのは見たがのお」

「あら、千には、小さい子供だったわよ。やっぱり、似合わない指輪なんかして。ま、どっちでもいいけど」

　ようやくバスタオルを裸ら身しんに巻き付けたふたり。十兵衛と宗朗にもほうる。

「さんきゅ！　ゆっきー！」

「ありがとう！　千姫さま……っと、えっと、胸はやっぱり隠したほうがいいのかな。それとも」

　つい、くせで腰だけにバスタオルを巻いてしまう宗朗。迷ったあげく、胸は手でおさえながら、

「千姫さまも、あの指輪の女の子に会ったんですね」

「十兵衛は、ゆっきーとおんなじ、おばあちゃんだったよー。あ、十兵衛がおばあちゃんじゃないの。え、でもゆっきーがおばあちゃんで……」

「ええい、わかっておるわ！　わらわと同じ、老ろう婆ばの姿のあやつと会ったのであろう。もちろん、ぐうぜんではなくあやつの策さく謀ぼう。われらを術にはめようとしてのことじゃ！」

　幸村が改めて、天井を指さし、見つめて言う。

「くぅぅ！　なによ、そこまでわかってて、なんであたしの術にかからないのよぉ！」

　と、天井の少女忍。

「もうすべてバレておるのじゃ。いいかげんに名乗って、降りてきたらどうじゃ！」

　幸村のその言葉に、

「な、なによ！　言われなくたって、名乗ってあげるんだからぁ！　あたしは……ぁああっ！」

　どうやら手か足を滑すべらせたらしい。忍者は張り付いていた天井から一直線に落下する。が、そこはくノ一、見事に着地を決め……、

「きゃぁ！」

「うあ……!?」

　滑った。どすんっ！　大きな音とともに、浴場の床に尻しり餅もちをつく。

「痛ったぁ……、はっ！　な、なんでもないんだからぁ、こんなの！　……痛、ち、違ちがう、あ、あたしは！」

「騒さわがしい！　名乗りくらい待ってやるというに、少しは落ちつかんか！」

　幸村に言われ、

「は、はぃぃ！　って、なに？　なんで、あたしが説教されてるのよぉ！　まぁいいわ、聞いて驚おどろきなさいよね！　あたしの名は、御み宿しゆく政まさ友とも！　御宿政友だってば！　御宿勘かん兵べ衛えでもいいわよ！」

　同時に頭巾をとる。

　中から現れたショートカットの童顔は、どう見ても小学生女子だ。

　となるとこれまでの、舌足らずで落ち着きのない物言いや、ドジもなんとなくうなずける。しかし、

「御宿？」

「勘兵衛……誰？」

　顔を見合わせる宗朗と千姫。

「ちょ、ちょっと！　あたしを知らないってどういうことよぉ！　仮にも甲か斐い武田家の正統、武たけ田だ信しん玄げん公の……」

「知っておるぞ」

　とは幸村だった。にわかに表情が真顔に戻る。続けて、

「ひと目でわかっておったぞ。大坂の陣じんのおり、ともに戦った勘兵衛よの。わらわにおぼえがなくとも、わが魂たましいの記き憶おくに刻まれておるようじゃ。じゃが……！」

　そういうと、それまで腰の辺りで後ろ手に持っていた大鉄扇のひとつをサッ、とかざして見せる。

「いまこのときは敵どうし。すでにおぬしの小細工は見み抜ぬいた！　この期ごに及およんでは、尋じん常じようなる一対一の勝負ならばこの真さな田だ幸村、受けてしんぜよう。じゃが、まだその術を使うというのなら」

「この千も相手になるわよ！　どうなの！」

　千姫もまた、わきに抱えた愛用の薙なぎ刀なたを振り上げて見せた。

「術……忍にん術じゆつ。そうか。ぼくたちは政友の忍術にかかっていたんだな。それにしても、その忍術って」

　宗朗の言葉に、

「愚か者！　かかっていた、ではない。おぬしはまだかかっておる最中じゃ。さっさと催さい眠みん術じゆつから覚めぬか！」

　幸村が振り返って叱しつ咤たする。その中の、

「催眠術!?　じゃあ、政友の忍術って」

「ぁああああ！　バレてるの！　あたしの忍術、バレちゃってるのよね!?」

　うろたえる勘兵衛を後目に、

「とっくにバレバレじゃない。そんなことより、宗朗！　早くもとに戻ってよね。宗朗が意識の上でも男に戻らないと、『将』にはなれない。千たちも『剣姫マスターサムライ』の力を発揮できないんだから、ね！」

　と千姫。

　やはり宗朗が思ったとおり、女になっては「将」であることはできない。「将」がいなければ「剣姫マスターサムライ」も「剣姫マスターサムライ」でいられないのだ。

「さよう、いまのわれらはせいぜいサムライどまりじゃ。といっても千とわらわ、十兵衛もおれば、勘兵衛に後おくれを取るとは思えんがの。じゃが、やさしいわらわはあえて一いつ騎き打うちをしてやろうと言っておる。ただし、さっきも言ったように、宗朗の術を解くならば、じゃ！」

　勘兵衛に突つき付つける幸村。

「ま、待ってくれよ！　じゃあ術にかかっているのはぼくだけなのか」

「それと十兵衛も、よね」

　宗朗の問いに答えたのは千姫だ。

「ほよ。十兵衛、催眠術にかかってるの？　でもぜんぜん眠ねむくないよお。昨日いーっぱい、寝ねたから、かな？」

「いや、催眠術ってそうじゃないし！　……十兵衛も見たんでしょう。そのおばあさんを。どっちにしても政友が化けた姿だったのよ。手の指輪を見せて……」

「そうか、あの指輪！」

「いまごろわかってか。指輪を見つめさせるのが催眠術の入り口。そうして心の中に暗示を刷り込まされるのじゃ。おぬしの場合、自分を女と信じること。それだけで『将』の力は消える。じゃが、われらに男と見えていては、すぐに暗示が解けてしまうことが考えられるからの」

「ごていねいに、十兵衛や幸村、それに千まで、催眠術をかけてくれたのよね。でも」

　千姫のみならず、全員の視線が政友に集まる。

「な、な、なんなのよぉ！　たしかにこの道場の全員を術にかけるのはちょっと無理だったけど、ここの四人にはぜったいかけたんだからぁ！　あたしが解かなければ、自分で術から覚めるなんてできないはずなのにぃ！」

　興奮のあまりか、ぴょこぴょこ跳ねる勘兵衛。

「それが甘あまいというのじゃ。よいか、わらわはたしかにおぬしの催眠術を受けた」

「千も、かかったわよ」

「たかが催眠術、それもよりによって宗朗に自分を女と思わせるなど、いっしゅの愉ゆ快かい犯はんのようなもの、とあなどっておったが、それが『将』の力を封ふうじるもっとも効果的なすべとは、この幸村も気が付かなんだ。そこのところは勘兵衛、おぬしの勝ちじゃ」

「やったぁ！　勘兵衛の勝ちぃ！」

「なんでよろこんでるんだろ、このコ……」

　なかばあきれる宗朗だったが、

「でもなんで、十兵衛やみんなも催眠術にかける必要があったんだ？　自分を女と思い込むなら、ぼくにだけ術をかければそれで済むんじゃないか」

　残った疑問を口にする。

　これには千姫が、

「あたしたちが宗朗を男だって、変わりないって言えば、催さい眠みんが解けるまでではなくとも、『将』の力が残る可能性があるからよね。結局は、思い込みで自分から『将』の力を封ふう印いんしてるようなものだもの」

「さよう。ただの催眠術にしては、勘兵衛の術は効果的じゃったが、落とし穴がひとつあった。それは、催眠術を上回る強制力を持つ者が、この道場にはおったことじゃ」

　と言い、幸村が付け加える。

「催眠術を上回る」

「きょうせい、力？　もしかして……」

　宗朗、十兵衛の脳裏に浮かぶ人物。

「もう答えが出たようなものじゃな。わらわも千も、たしかにその者に助けられておる。というより」

「義ぎ仙せんよ。あの義仙がそのちびっ子と催眠術のことを見抜いて、千たちに対たい抗こう策さくを仕込んだのよ」

「義仙が！」

「ぎったん！　わーい、ぎったんどこにいるの？」

　十兵衛が声を上げる。しかし答える義仙の姿はなかった。

「いまは又兵衛とともにおる。やることはやったのだから、あとは自分たちで片づけろ、ということじゃろうて」

「ちょっと癪しやくにさわるけど、まあ、道理よね」

「なによー！　癪にさわるのはこっちだってのー！　なんでその義仙ってのが出てくるのさー！」

　あいかわらず、うるさい勘兵衛に、

「おそらく、おぬしが宗朗や十兵衛に術をかけるところを見ておったのであろう」

「義仙ってどこにいついるのかわからないし、どこにでもいるみたいだし。宗朗のストーカーっていうほうがいいくらいだもの。正直、どうかしてるって千は思うけど、それが義仙なのよね」

「油断ならぬうえに、いい迷惑じゃが、この場合は助かった、というところじゃの。義仙がわれらにもちかけたのは……」

　幸村がそのときの状じよう況きようを語る。

『この義仙が、幸村さま、あなたにこの眼で強制力をかけます。それで敵の催眠術にかからなくなるんです』

　むろん、宗朗、十兵衛が勘兵衛の催眠術にかかっていることを告げたうえでの、対抗策として義仙は言っているのだ。

『妙手であることは理解した。じゃが、おぬしがその魔眼で、別の強制力をわらわに仕込まぬという保証は？　それがない限り、わらわとて応じるわけにはいかぬ』

　幸村の言葉も道理。

　このとき、となりにはべる又兵衛もうなずいていた。

　義仙の魔眼を受け入れる、とは、その際にどんな強制力、条件付けをされるかわからないということだ。

　対催眠術だけ、と信じるほうがおかしいとも言える。

『義仙を信じられなくとも、しかたないんです。けれど、このままでは宗朗さまの「将」の力は失われる。その隙を敵にいっせい攻こう撃げきされたら、この道場はひとたまりもないんです』

　と義仙。

　幸村と義仙が向き合う。

　ふたり、一瞬も視線を離はなさず、対たい峙じした。

　おそらくは数十秒、しかしその数倍も長く感じる時間のすえ、

『……わかりました』

　先に目を離したのは義仙だった。

　そして驚くべき提案をする。

『ことが終わるまで、この義仙、又兵衛さまの鑓やり先さきにて待機することとするんです』

『なんじゃと。又兵衛の』

『はい。義仙を縛って、身動きできないようしてください。その義仙に鑓を突き付けながら又兵衛さまが待つ』

『ふむ。それならば、交換条件として成立しそうじゃの。わらわになにかあったときは、又兵衛』

『はい。必ずや討ち果たします。なれど』

　決意と、しかし心配そうな色をたたえた目を幸村に向ける又兵衛。

『案ずるな、又兵衛。たとえどれほどしっかり縛っても、この女、縄なわ抜ぬけくらい容易であろうが……ふむ、賭けてみる価値はある』

『幸村さま』

『なぜかいまは、義仙を信じてもよい、そんな気分なのじゃ』

『では』

『じゃがもうひとつ……千もこのくわだてに加えてもらおうかの』
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「それで千姫さまも」

　宗朗が感心したように言う。

「千も驚いたわよ。それにもうひとつ、疑問だったから聞いてみたわ。なぜ義仙が自分でその役をやらないのかって。だって、宗朗とたっぷり接せつ触しよくできる機会なのに、おかしいじゃない」

「それには、義仙はなんと」

「あたしがもう、その魔眼使いのこと、知ってたからだよぉー！　だからちょっと、無視しないでってばぁー、もぉー！」

　千姫に代わって答えたのは、勘兵衛だった。

　つまり義仙が勘兵衛の術を知ったように、勘兵衛もまた事前に義仙の魔眼を知っていたし、それゆえ義仙に勘兵衛が催眠術を試みることは考えにくかったのだ。

「そうか。それで全部わかった。けど……」

　宗朗も納なつ得とくする。

　しかし、催眠術だとわかっても、まだ宗朗の催眠は解けていない。

「催眠術は、かけた者でなければ基本、解けぬのじゃ。こればかりはなんともできぬ。無理に解こうとしたりすると、思わぬ副作用を招きかねんでな」

「それじゃあ」

「待ってなさい、宗朗。このチビ忍者、さくっと片づけて変な術、解いてあげる」

「さくっととはなによおー！」

「さくっ、でなければ、ばしっ、とでも、どかん！　とでもよいわ！　とにかく勝負じゃ。わらわが勝ったら、宗朗にかけた術、解いてもらうぞ。約束せい！」

「あたしが勝ったら、どうなるのさー！」

「おぬしが勝つ？　まあよい。この道場から無事に返してやろう。それだけではなく、おぬしがいちばんほしいもの……すなわち宗朗自身をくれてやるわ！」

　幸村が言いはなった。

「な、なんだって？」

「ちょっと幸村、それ、どういうことよ！」

　宗朗のみならず、千姫もこれには気色ばむ。

「なに、勝てばすむこと。気を病むより、勝つことだけを考えればよいのじゃ！」

　そう言うと幸村は、もう勘兵衛が条件をのんだとばかりに、大鉄扇を広げて攻撃のかまえを見せる。

「そういうことなら、手加減しなくて平気ね！」

「えぇ？　でも、みんなでいっぺんにかかったら、べかんべちゃん、かわいそうだよぉ」

　とは十兵衛だ。

　もう勘兵衛にあだ名をつけているらしい。

「そうだそうだ！　かわいそうだぞ！　ひきょうだぞー！」

　勘兵衛も言う。あだ名については、無問題のようだ。

「じゃから、一対一でわらわが勝負してやろうと、言うておろう！　それに、宗朗が『将』でないいま、わらわも千も『剣姫マスターサムライ』の力を失っておる」

　幸村が言い、

（そうか。いっけん、ぼくらのほうが圧あつ倒とう的てきに有利に見えたけれど、あのコがもし）

　宗朗の考えが伝わったかのように、

「そうよ、いちばん聞きたいのはそのことよ。おまえはいったい、誰だれの『剣姫マスターサムライ』だっていうの？　だってそうでしょう。そのくらい、千だって感じるわよ。ちんちくりんに見えて、『剣姫マスターサムライ』の匂におい、潜在力をね」

　引き取った千姫が、勘兵衛に突き付ける。

「ぎくっ！　あたしが誰の『剣姫マスターサムライ』だとか、そんなことは関係、ないのよねー！」

「関係ないとは言わせぬぞ。じゃがわらわが勝てば、それも含めてあらいざらい、しゃべってもらおうて……！」

　ざっ！　幸村が両手の大鉄扇を振ふりかぶる。

　ふだんなら、どんなかっこうであろうと、「剣姫マスターサムライ」の姿に「変身」できる。だがいまは、ミニバスタオルをまとっただけ。

「ふん！　あたしだって、催眠術だけじゃないんだからー！」

　勘兵衛も背中の忍しのび刀がたなを引き抜く。

　ふたりが一直線にぶつかりあい、刀と大鉄扇をからめあう。

　つばぜり合いになった。

「ぅぬぬ！　こんなちんちくりん相手に……！」

「ちんちくりんとはなによー！　そっくり返してあげるんだからぁ！」

　押し、押され、また押し付ける。

　一進一退の攻防が続く。

　幸村とすれば、「剣姫マスターサムライ」モードならば力負けすることもなく、「風」の属性もぞんぶんに使うことができる。

「なぜ力が出ぬ！　もっと……！」

　しかしいまは、ふだんの幸村自身の力でしかない。

　技わざはともかく、力押しでは苦しい。

「ぐぬぬ……もうあきらめなさいってばぁー！」

　勘兵衛のほうも、こっちは「剣姫マスターサムライ」のはずだが、力はないようだ。

「えええぃ！」

「た、たぁー！」

　ようやく離れたふたり。しかしすぐにそれぞれの得物をかまえ、相手の隙をうかがい、突とつ進しんする。

　鋭するどい金属音が二度三度、響きわたる。幸村が、

「雪月花扇の舞、受けてみよ！」

　飛びのくと、扇状にした大鉄扇を二枚、続けざまに放った。

「なによぉ、そんなの、効かないんだからぁ！」

　正確に飛来する大鉄扇を、勘兵衛が忍刀で打ち払う。と見えて、

「なに!?」

　ゴンッ！　当たった。

「あうぅー!!」

　頭を抱え込んでうずくまる勘兵衛。

　これには幸村も、

「なんじゃ。『剣姫マスターサムライ』の力とコントロールが使えぬせいで、言いたくはないが威い力りよくはそうとう落ちておるのじゃぞ。そんなものもかわせぬのか、このちんちくは」

　脱力する。

「ちんちく？」

「りん、が省略されたわね。もうその程度と見下されてるってことかしら」

　宗朗、千姫も、やや拍子抜けのよう。

「痛ったた。これ、鉄じゃないさー！　そんなもの投げるって、どういうことなの。危ないってばぁ！」

　痛さのあまり、涙なみだもこぼれている勘兵衛だ。

「だいじょうぶ、あかんべちゃん！」

　十兵衛がのぞき込む。そのときだ。

「危ない！　うかつに近づくでない、十兵衛！」

　幸村が叫さけんだ。

「遅おそいのよね！」

　勘兵衛が、十兵衛の顔に向かって左手を突き出す。その手の指には、赤く大きな石を乗せた指輪が。

「ぅ、ん？」

　十兵衛の眼が指輪を見る。視線が集中する。とたん、瞳ひとみが波打つようにゆらめいた。

「十兵……うぁあ！」

　真っ先に気づいた宗朗が、しかしのけ反る。そののどもとに、大た刀ちの切っ先が突き付けられていた。

「どうしちゃったのよ、十兵衛！」

　驚く千姫。

「いかん。やつの罠わなじゃったか。十兵衛に催眠をかけたのじゃ！」

「でも、あんな短時間に催眠ってかかるものなの？　指輪を見たのは一いつ瞬しゆんだったわよ」

「おおかた、最初の催眠をかけたときに、刷り込んであったのじゃろう。もう一度指輪を見たら、宗朗を斬きる、などとのぉ」

　幸村の言葉どおり、十兵衛の顔からはいっさいの表情が消えていた。冷静に、宗朗に斬りかかる。

「ぅああ！　待て、十兵衛！　ぼくだ。目を覚ましてくれぇ！」

　風呂場を逃げ惑う宗朗。

「……！」

　だが次々と、十兵衛の斬撃が襲おそう。

「ぁはははは！　どうなのさぁ！　あたしの術のすごさがわかったぁ!?　勝ち！　これであたしの勝ちなのよね！」

　勝どきにも近い歓かん声せいを上げる勘兵衛。

　しかし幸村、千姫ともに動かない。

「ぅん？　ほらほら、どうしたのさぁ。助けなくていいの？　斬られちゃうよぉ。あんたたちの『将』が斬られちゃうってばぁ！」

　なぜか、勘兵衛のほうが心配するような口調になっている。

「のわ！　うぁ！　じゅ、十兵衛、やめろ、やめなさい！」

　あいかわらず宗朗は風ふ呂ろ場ば中じゆうを逃げ回っているが、

（ぅん？　もしかして）

　さっ、と大きく跳とんで距きよ離りをいったん離すと、十兵衛に向き直る。

「ようやく気付いたかや。鈍にぶいのぉ」

「ほーんと。いろんなところで鈍どんすぎなのよね、宗朗って」

　腕組みしながら、幸村と千姫。

「幸村も千姫さまも、なんのことですか……うぁあっ！」

　ピンチなのに、なぜか非難されて閉口する宗朗。そんなこととは無関係に、ようしゃなく十兵衛は斬りつけてくる。

　宗朗が逃げるのをやめて相対したことで、十兵衛もじゅうぶんに間合いを見計らうと、大上段に振りかぶった大刀を、

「たぁっ！」

　一直線に振り下ろす。

　対する宗朗はバスタオル一枚の裸はだかで、当然丸腰だ。

　宗朗の頭が唐竹割りにまっぷたつになる、その瞬しゆん間かん、

「はぁあああっ！」

　気合とともに、宗朗が動く。

　十兵衛の大刀を、頭上、合わせた両手のひらで止めていた。

「やったわ！　真陰流奥義、無刀取り！」

　千姫が思わず歓声を上げる。

「ふむ。まぁ合格、じゃな」

　しぶしぶ認めた、という態の幸村だが、やはりうれしそうだ。続けて、

「宗朗の『将』の力が失われている以上、われらを含め『剣姫マスターサムライ』の力はない。まして十兵衛は」

「キスで契ることができないってことは、『剣姫マスターサムライ』の十兵衛は出てこれない。もともとの十兵衛は、そのへんの学生よりはちょっと強いくらいの、一般人レベルだもの」

　千姫が付け加える。

　催眠術で宗朗を襲うものの、最初の奇襲的な一いち撃げきをのぞけば、宗朗にかわせないわけはない。

　まして真陰流奥義、無刀取りならば。

「ぉぉおおお！」

　しっかりと挟んだ大刀を、ねじ切るようにこじり取る。

　このとき、ふつうならば相手の腹に足あし蹴げりをくわらせて、突き放すところ、

「きゃぁっ！」

　宗朗は十兵衛を抱き留めた。

「よいぞ、宗朗！　そのままキスじゃ！」

「ええ？」

　意外な幸村からの指示に、驚く宗朗。だが、

「なにをやっておる！　そのままキスしろと言うておる！　正直、いい気分ではないがいたしかたない。キスで『剣姫マスターサムライ』の十兵衛を呼び出すのじゃ！」

「でも、ぼくにいま『将』の力は」

　言いかけて、宗朗は気づいた。

（胸が……ない。ぼくはもう、女の身体じゃなくなってる？）

　それまで、身体を動かすだけでプルプル、たゆんたゆん揺れ動いて違い和わ感かんが半端なかったバストが、すっかりなくなっている。

　代わりに、鍛え抜かれた胸板が引ひき締しまって見えていた。

「思ったとおりじゃ」

　これには千姫が、

「催眠をかけたちんちくじゃないと、解けないんじゃなかったの？　無理に解こうとすれば、かえってダメージがあるとか、ヘタをしたら一生解けないとか」

「無理に解けば、じゃ。とっさの行動から、宗朗は身体からもとの宗朗に戻もどった、いや、戻りつつある、ということじゃ。このうえは、『将』としての契ちぎりで、完全に力を取り戻すがよい！」

　疑問を口にするも、力強く言い放つ幸村。

「そ、そうね。宗朗、いいわ、千が許すから、やっちゃいなさい！　ただし、あとでちゃんと、千にも配慮してもらうんだから、ね！」

　と千姫も。配慮、がなんなのか、気になるところだが、

「わ、わかりました！　……十兵衛、いくよ！」
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　宗朗が十兵衛を抱だきしめる。

　抵てい抗こうを防ごうとするためもあったが、抱きしめられて十兵衛は、いっさいの身動きをしなくなった。

　それどころか、

「……ぁ」

　身を宗朗にあずけ、まぶたを閉じる。

　花のつぼみのように唇くちびるがほころんでいた。かすかに染まった頬ほおとあいまって、それはまさしく、キスを待つ乙女の表情。

（十兵衛……ぅん！）

　宗朗も確信する。
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　顔をかぶせるように、唇を重ねていく。

「……チュッ」

　たちまち、触れ合った唇から光が漏もれる。ふたりを包み込んでいく。

「うむ、でかした！」

「なんだかちょっとイライラしちゃうんだけど……ムズムズもするっていうか、目の前で、ぁー、もう！　宗朗、あとでわかってるんでしょうね！」

「なんなの！　なんなのよぉー！　あたしの催眠術がぁーっ！」

　見つめる幸村、千姫、それに勘兵衛の前で、光が収束するようにおさまると、

「……わたしを呼んだか。こんどはなんだ」

　眼光が輝かがやく。

　白銀の長い髪かみ。それにキツネ耳と、「氣」を習得した新「剣姫マスターサムライ」の姿。

　とはいえ顔は同じのはず。

　なのに目元が鋭く締まるだけで、何歳も年上のように感じる。こころなしか背も少し伸のびたような、そのうえ胸がさらに大きくなったようにも。

「十兵衛さん！」

　思わず宗朗が言い、

「おお！　やったのじゃな！」

「じゃあ、宗朗はもとに戻ったのね！」

　幸村、千姫も喝采を叫ぶ。

　もともと、催眠にかかっていない幸村と千姫には、最初から宗朗は男に見えている。

　それだけに、女体化したと思い込んでいる宗朗の言行はかなり奇き妙みようなものだったのだが、これでようやく元に戻った。

　もちろん宗朗も、

「こんどこそ本当に……ない。こっちは……ある！」

　ごそごそと自分の身体をさわっては確かめる。

　うれしさが表情をみるみる明るく照らした。

「こほん！　どういうことかわからないが、そろそろ離してもらいたいものだな」

　とは、まだ宗朗に半ば抱きしめられたままの「剣姫マスターサムライ」十兵衛。

　不機嫌をあらわすようにキツネ耳を伏ふせる。

「ぁ、ごめん！　十兵衛さん」

　あわてて腕を離す宗朗。そういえばまだ、裸の腰こしにバスタオルを巻いたままだ。

　同じバスタオルを巻いただけの姿の幸村、千姫だったが、

「宗朗が『将』として完全復活したなら」

「千たちも、もう『剣姫マスターサムライ』の力が使えるのね！」

　そう言うと片手を振り上げ、精神を集中する。にわかに身体のまわりに生じた黄金の粒子が、回転しながらまとわりついていく。

　瞬間、黄金色に輝く幸村と千姫。その光が消えると、

「うむ、戻っておるぞ！」

「やったわね！」

　みごと「剣姫マスターサムライ」に変わったふたりがいた。

　ふたりともに、それまでとは異なる「氣」を身に着けた身軽そうな姿だ。

　これで宗朗が催眠から目覚め、「将」の力を取り戻したことに間ま違ちがいないことが証明された。

　驚いたのは勘兵衛だ。

「うひゃぁああ！　あたしの術が、みんな解けちゃってる。これじゃあたしの勝ち目、なし？」

　あまりのことに気力が萎えたか、ぺたん、と風呂場の床ゆかに尻餅をついてしまう。

「安心せい。一騎打ちの約束は果たしてやろう。もっとも、さっきまでのわらわとは違う、正しよう真しん正しよう銘めい、『剣姫マスターサムライ』幸村が相手じゃ！」

　幸村があらためて、手にした大鉄扇をかまえる。

　ところが、

「一騎打ちか、おもしろい」

　ずい、と前に出たのは「剣姫マスターサムライ」十兵衛だ。音もなく大刀を抜くと、

「そこのちんちくりんが敵らしいが、どうやらずいぶん皆が世話になったようだな。どれ、この柳生十兵衛、推参ながら相手になってやろう」

　切っ先で勘兵衛を指し示す。

「ち、ちんちくりんじゃ、ない、もん……ひぃぃいいい！」

　どうやら最強の「剣姫マスターサムライ」十兵衛の「氣」は、かまえるだけで痛いほどに伝わるらしい。波動のように勘兵衛を襲い、それだけで失神寸前だ。

「ちんちくに十兵衛が本気とは、ちともったいない気もするがの。借りはわらわもたっぷりあるのじゃが、まぁ、譲ってやらぬでもない」

「借りならこの千もあるわよ。十兵衛、ぞんぶんにやっちゃっていいんだから、ね！」

　と幸村、千姫。

「十兵衛、あまり手荒なことは！」

　闘気の強さに、宗朗が思わず発すると、

「手荒な？　この場合、手荒なこととは、どのようなことを言うのだ。息の根を止めることか？　腕や足の一、二本も斬り落とすか？　それとも……」

「ふぇぇえええ！　手や足がちょっとくらいなくたって、また生えてくるんだからぁ！　……や、やっぱり生えて来ないよぉ！　やめてよぉお！」

　恐おそれをなした勘兵衛が、悲鳴とともに身を躍らせる。

　十兵衛に背を向けると、いっきに逃げ出した。

「なんじゃ」

「あら」

　呆れる幸村と千姫を後目に、しかし十兵衛は容よう赦しやしない。

「ふっ！」

　ため息のように小さく吐き出すと、見えないほどの速さで勘兵衛に突っかける。ぶつかるほどに近づき、

「ひゃぅぅ！」

　斬られる、と硬こう直ちよくした勘兵衛の身体を、なんども刃やいばがすり抜け、なめる。誰もが、勘兵衛が五体バラバラになったように感じた刹せつ那な、

「……甘いな、わたしも」

　つぶやく十兵衛。

　カチン！　鞘に収まる刀の、はばきと切羽が立てる音が耳に届いた。と思うと、

「へっ？　……きゃぁああああっ！」

　ぱらぱらと衣服の断片が舞い落ちる。

　もちろん勘兵衛の忍者装束だ。下着まで切り裂さかれ、真っ白い肌はだがすみずみまでも露ろ出しゆつする。

　一瞬で勘兵衛は、生まれたままの姿に剥かれていた。

「な、な、なにするのよぉおお！　この変態ぃぃぃいい！」

「変態はどっちじゃ！　みょうな催さい眠みん術じゆつなどかけおって」

「そうよ。いい気味。反省なさいよね！　……でもまぁ、これくらい許してあげる」

　突き放す、と見えて千姫は、さっきまで自分が巻いていたバスタオルを勘兵衛にほうってやる。

「も、もお！　恥ずかしいんだから、早くぅ！　……て、かかったわね！」

　バスタオルをさっ、とつかむや、隠かくし持もった煙玉を勘兵衛が爆発させる。

「うわっ！」

　たちまち煙だらけで視界がゼロになる浴場内。

　刀を抜きつけようとした宗朗だが、同士討ちを恐れて抜けない。

　そうするうちに、

「あははは！　バーカバーカ！　あたしにこんなことして、見てなさいよぉ！　こんどきっちり仕返ししてやるからね、バーカバーカ！」

　最初と同じく、浴場の天てん井じように張り付いた勘兵衛の姿が。そのまま明かり取りの小窓を破って、外へと逃とう走そうする。

「ぁ！　待ちなさいよ、このぉ！」

「まぁよい、千」

　薙なぎ刀なたを手に追おうとする千姫を止めたのは幸村だった。

「なんでよ。せっかくつかまえていろいろ聞き出そうって」

「あれでは大したことは知ってはおるまい。おそらくわらわがつかんでおること以上のことは、の」

　幸村が大鉄扇をパチン、と閉じる。

「そうか。あんな煙玉の煙くらい、幸村の『風』の力で」

　宗朗は気づいた。だが同時に、

（それだけで、幸村が勘兵衛を逃がす理由になるだろうか）

　とも。宗朗の考えが通じたのか、幸村はふんっ、と胸を張って、

「いちおうはわらわの『将』じゃ。少しはできるようじゃの。そのとおり。わざと逃がしたのじゃ」

「それじゃぁ」

「うむ。あやつが逃げようと背中を向けた瞬間じゃ。わらわが風を送って、その風に匂いをつけておいた」

「風に」

「匂いを。そんなこともできるの、幸村」

「風を使うわらわにとっては造作もないこと。煙ごと吹ふき飛とばすのではなく、小さく鋭い風で、この……」

　といって、ふところから取り出して見せるのは、香水の小瓶だ。

「それ」

「匂いを勘兵衛の後ろ髪につけておいた。あとは匂いをたどっていけばよい。それができるのは」

「又兵衛さんか！」

　宗朗が納得する。

　又兵衛自身は、「水」属性の「氣」を操あやつる「剣姫マスターサムライ」だが、それ以前に、異常に鋭い臭覚を持っていることで知られている。

　又兵衛なら、すぐにも勘兵衛の行き先をたどることができるだろう。

　勘兵衛をつかまえてしゃべらせるより確実な情報を得るための、幸村の策だったことがわかる。

「へぇー、それはわかったけど、おチビちゃん、香水なんて持ってるんだ。まさかこのことを予想してたわけ？」

　千姫が疑わしそうな目で幸村を見る。

「も、もちろんじゃ。わらわはあらゆる可能性を想定して」

「ウソつきなさい！　そういえばときどき幸村からいい匂いがするって、思ってたのよ。もー、おデコおチビのくせに色気づいちゃって！　ほんっと、気持ち悪いんだから、やめてよね！」

「き、気持ち悪いとはなんじゃ！　香水くらいもともとおぬしとてたまにつけておるではないか！」

「だから千に対抗しようっていうつもりだったの？　ぺたんこのくせに宗朗にアピールしようとか、千年早いのよ！」

「なんじゃと、言わせておけば！　無む駄だに乳ばかり膨ふくらませておるおぬしに、なにができたのじゃ、この乳オバケが！」

「乳オバ……なんですってー！」

「なんじゃとー！」

　ひたいとひたいをくっつけ合って、どちらも退かない幸村と千姫。すっかり本題を忘れている。

「ぁ、ほら。幸村も千姫さまも。又兵衛さんに匂いを追いかけるようにたのまなきゃ。そんなことでいがみあってる場合じゃ……ふぅ」

　止めようとする宗朗も、しかしなぜだかこのままでいいような気もしてくる。

　危機が去ったから、だけではない。

　ちゃんと男に戻ったから、でも。

「そうだ。十兵衛さん？」

　宗朗が振り返る。

　勘兵衛が逃げてしまったので、十兵衛のことはそのままになってしまっていた。「剣けん姫ひめ」十兵衛をほおっておいて、また怒らせてしまったか、と思うと、

「……すぅ～、すぅ～」

　浴よく槽そうのそばに、倒たおれるように横たわっている十兵衛。

　すっかり寝ね息いきを立てている。どこか満ち足りたような寝顔。

「戻っちゃったんだな。十兵衛もこのとおりだし、もうどこも心配はなさそうだ」

　安堵のため息をもらす宗朗。

　それにしても、と思う。

（十兵衛も、十兵衛さんとも、こんなふうに過ごせるのがあたりまえみたいに思えて、もうずいぶん経つけど……）

　十兵衛も、「剣姫マスターサムライ」十兵衛についても、わかっていないことが多い。

　もしかしたら、何ひとつわかっていないのかもしれない。

「だけど」

　わかること、知ること、解決することだけがいいことなのか。

　すべてが明らかになることと引き換えに、失うものがもしあるのだとしたら。

（このまま……このままみんないっしょに）

　いられたら。

　しかし宗朗は首を小さく振る。

「そうじゃない。いや、そうであっても、ぼくらは」

　進まなくてはならない。

　そう仕向けるように、新たな敵ともいえる者たちが、現れてきている。それはもしかすると、宗朗たちをどこかへ導くように。

「ぼくたちは」

　なにがあっても、進める。乗り越えられる。その先に、もっと強くなれる。ひとつになれる。

　その道があるはずだ。

　宗朗はそっと、自分のこぶしを強く、しなやかに握にぎりしめた。







[image: ]







肆◆新たなる戦い







１




「どういうことなのか、そろそろちゃんと全部説明してもらうわよ」

　柳生やぎゆう道場の稽けい古こ場ば。

　千せん姫ひめが相対した幸ゆき村むらに言葉を投げる。

　加えて、宗むね朗あきら、十じゆう兵べ衛え、半はん蔵ぞう、兼かね続つぐ、それに佐さ助すけ。

「ウキュ！」

　この道場で暮らす「剣姫マスターサムライ」たちが勢ぞろいしていた。ただひとり、又また兵べ衛えの姿がないのは、幸村の命で勘かん兵べ衛えのあとを追っているからだ。

「……」

　義ぎ仙せんはひとり、柱にもたれるように背中を向けて立っている。

「御み宿しゆく勘兵衛、それに、大おお谷たに吉よし治はる、か。間違いなくサムライ、それも『剣姫マスターサムライ』だって考えていいんだね、幸村」

「おぬしたちには言っておらなんだが、加えて虫使いの細ほそ川かわ興おき秋あき。わらわと又兵衛を道中、襲って来た者じゃ」

「虫使い、ですの？」

「細川興秋。そんな者まで」

　宗朗の問いに幸村が答え、兼続、半蔵が口を開く。

　勘兵衛、吉治、興秋の三人すべてと戦っているのは幸村だ。すでに吉治と、勘兵衛との戦いは、全員に対して簡単に説明してあった。

「大変なことじゃない。千が催眠術ちんちくと戦っているまえに、その吉治っていうのもこの道場を探っていたわけでしょう」

「虫さんとお友達、なのかな。十兵衛、さっちんとはしゃべれるけど、虫さんは無理だからすごぉい！」

「ウキュ、ウキュー！」

　ひとしきり、さまざまな反応の間、幸村は、じっと目を閉じて瞑めい想そうするように動かなかった。

　しばらくして、ようやく顔を上げる。まぶたを開いた。

「わらわの考えを言う。たぶんにまだ推測の域を出ない部分もある。じゃが、知っておいてもらいたいのじゃ」

　静かな、けれど場を圧する幸村の言葉に、全員が静まり返った。長い間合いのあとで、再び幸村。

「新たな敵が、われら柳生道場を狙ねらっておる」

　そのひとことが、全員の胸に突つき刺ささる。続けて、

「……狙いは宗朗、十兵衛、千、半蔵、又兵衛、兼続、佐助、わらわとそれに……義仙。つまりは宗朗と、宗朗の『剣姫マスターサムライ』全員であろう。ひとりひとりもそうじゃが、全員の結びつきをも探っておるふしがある」

「つまり、この道場とぼくやみんなの、すべてを探ろうとしている。そのうえ、戦いまで仕し掛かけてくる、と」

「そうじゃ、と思う」

「で、誰なのよ。その三人は、当然仲間なのよね。どこから来て、どういう繋つながり、組織なのよ」

　言う幸村に問う宗朗と千姫。

「三人が繋がっておるのは間違いあるまい。どこから来たのか……勘兵衛を追っておる又兵衛からの連れん絡らくによれば、やつは東海道を西へ進んでおる。これはかねてよりわらわの推測と一いつ致ちする」

「推測と一致。ということは、あのコの行き先は」

「おそらくは上かみ方がた」

「上方？　じゃあ大坂、京のあたり……」

　そこまで言って、千姫の言葉が途と切ぎれる。

　かすかに、禁きん忌きの匂においを感じ始めたからだ。

「大坂って、行ったことないから十兵衛、行ってみたぁーい！　京も！　京ってなにがあるの？」

　十兵衛が言えば、

「あなたは、学園と大おお江え戸どくらいしか行ったことがないから、わからないでしょうけど、このわたくし直なお江え兼続は」

「上方へ行ったことがあるのですか？　兼続さん」

「わ、わたくしはもちろん……もともと住んでいたので、米よね沢ざわは得意ですわぁ！　大坂、京も似たようなものですわ！」

　十兵衛をからかおうとして半蔵につっこまれ、墓穴を掘る兼続だ。

「静かにせんか。順を追って説明する。まず、あやつらがこれまでの敵のように、日の本に仇なす異界の住人ではない」

「どうしてなの？　この道場を襲ってくる敵なのよ。武む蔵さしや小こ次じ郎ろうや、彼かの女じよたちを召還した阿あ弖て流る爲いみたいなものだってこともじゅうぶんありえるのじゃない」

「いや、やつらはわれらに興味があるだけで、この日の本を破は壊かいしようなどとはしておらぬ。その兆候もないのじゃ」

「まだつかんでいない、ということはないのかい」

「まったくない、とは言い切れぬ。じゃがわらわの電脳網のハッキングによれば、あの天あま草くさ＝阿弖流爲の変のおりも、幕府は情報をつかんでおった。われらの後詰のように慶よし彦ひこと幕府のヘリ部隊がのこのこ現れたのも、その事実を証明するようなものじゃ」

「じゃあ、今回は」

「幕府は動いておらぬ。もちろん、わらわもつかめぬ極秘裏に、という可能性もなくはない。が、その場合もなにかしら兆候があるものじゃが、それもない」

　千姫や半蔵、宗朗と幸村のやりとり。十兵衛は感心したように、兼続はなぜか赤くした顔をそむけながら聞いている。

「ウキュ」

「あと考えられるのは……」

「その幕府の手の者、という線じゃな。天てん海かいや徳とく川がわ四し天てん王のうも明白にわれらを狙ってきた。じゃがこれも、まずありえん」

「そうか、幕府はいま」

「そうじゃ。四天王が倒れ、天てん城じようの地下に眠ねむるあまたの霊魂が活性化したことで引き起こされた大江戸の混乱。将軍と御み台だい所どころの行方ゆくえ不ふ明めい。それに乗じた慶彦の天城制圧、というより政権の掌しよう握あく」

「それどころではない、ということですね」

　半蔵は言いながら、千姫を気き遣づかう。

　一時、江え戸ど城じように幽ゆう閉へいされ人格改造で我を失っていた、という経けい緯いもそうだが、実の父母である将軍慶よし康やすと桐きり壺つぼの方を失った千姫の心中を察したためだ。

「いいわ、半蔵。ありがとう。……たしかに、いまの幕府にはそんなことをしている暇はないみたいね。というより、いまお兄さまがこの道場を襲う理由が見当たらない」

「将来の禍根の種を除く、などと、理由をつければありそうじゃがの。ただ、いまではあるまい」

「異界の魔物ではない。幕府の手の者でもない。としたらいったい……」

「上方から来た、ということは、上方に彼女たちの根拠地も、『将』もいるわけですね」

　言うほどに、ひとつの想像が浮うかぶ。

　宗朗、千姫、半蔵の脳のう裏りには、同じひとつの名が浮かんでいるはずだった。

「ふぅん、で、誰だれなの？」

「だらだら引き延ばすのはやめてですわ！　まったく、誰なのか、さっさとはっきり言えですの！」

「ウキュ、キュゥ！」

　いっぽうの、こっちはまったくわかっていないふたりと一匹。十兵衛、兼続、佐助だ。そしてもうひとり、

「……」

　さっきからひと言も発することなく、なりゆきをうかがっている義仙。

　沈ちん黙もくが稽古場を支配する。

　一分、二分……重々しい空気が石のように張り詰める。誰もが、幸村の次のひと言を待っていた。

　永遠にも思える数分間ののち、ついに幸村がうつむいていた顔を上げた。

「……御ご所しよ、かもしれぬ」

　ぽつりと小さく発する。

　その声も、幸村らしくなく、どこか弱弱しく震ふるえていた。

「御所、か」

　宗朗もつぶやいた。千姫も半蔵も、同じ思いのせいか言葉はない。というより、言葉が喉の奥へ引っ込んで、出てこない。

　そんな表情でいる三人に、

「ごしょ、ってなぁに？　かねつぐさん」

「かねつぐではありませんわ！　ぐつぐつ！　……じゃなかった、兼続ですわ！　ぁー、だから最初のでいいので、ということはどうでもよくて、ですの！　ええと……御所、ごしょ、とはつまり……ぃ」

「ごしょごしょ？　ぅん？　ごそごそ、かな？」

「違ちがいますわ！　ごそごそでもなくて、ごにょごにょでもなく……こう、ごしょ、っと！　ああああ、違うってわかってますのにぃ！」

「ウキュゥ」

「なにを言ってるのよ、トンカチは」

「知らないことを知らない、と言えないようですね」

　千姫と半蔵に呆れられる始末。

　そのせいか、さっきまでの石みたいな空気が少しゆるんだ。

　幸村の口も、次の言葉を言えるようになる。

「わらわの、あくまでもわらわの推測じゃ。それに、御所をないがしろにするわけでも、あたら疑うものでもないのじゃぞ。じゃが……」

「それしか、考えられない、か」

　言いだして、また重い気分に囚とらわれそうになる幸村に、助け船を出だすように宗朗が言った。

「理由は、あるのじゃ。そう考える理由は、の」

　そう言うと幸村は、かたわらに置いていた漆塗りの木箱を手繰り寄せ、開いた。中には、色鮮やかな錦にしきの袱ふく紗さが仕舞われている。

「……ぅむ」

　幸村は改めて袱紗に向かって居住まいを正すと、深々と頭を垂れた。額が板の間に触ふれるほどの平伏だった。

「幸村。まさか」

　ハッ、とする宗朗。一いつ瞬しゆん迷ったが、宗朗もまた、同じように平伏する。それを見た千姫、半蔵も、

「まさか、よね。でも……そんなまさかがあるとしたら」

「不敬のそしりを、まぬがれません！」

　あわてて平伏した。

「ほぇ？　お兄ちゃんもゆっきーも、どうしちゃったの？　千姫さまもぞうさんも、みーんな」

　不思議そうに見ていた十兵衛だったが、

「わかった！　十兵衛もやるの！」

　みんながやっていると楽しそうでやりたくなる。と、十兵衛も平伏。

「なんですの!?　意味がわかりませんわ！　や、やればよろしいのよね。やりますわよ、ほら……ぅっ！」

　頭を勢いよく下げた兼続。思い余って額を床にぶつけた。

「キュゥ」

　みようみまねで、佐助も平伏する。

　柱の向こうの人ひと影かげは、いつのまにか消えていた。

　全員が平伏したのを確かめたわけではなかったが、幸村がうやうやしく掲かかげた袱紗を床に置き、紐を解いた。

　袱紗を広げ、中から取り出した物。

「……よい。みなも顔を上げよ。もとより、公の場ではない。その目で直に見ても、非礼にはあたらぬ」

　幸村の言葉で、ひとり、またひとりと顔を上げる。

　何人目かに、宗朗が顔を上げた。

「これは……あのときの」

　いったん取り出され、また袱紗の上に置かれている物。

　青銅でできた鏡だった。

　鏡といっても、青銅を磨き上げて物が映るようにしたもので、現在のような銀を張った鏡ではない。

　それに、かつては磨かれていたはずの表面も、いまはくすみ、錆びていた。あちこちが欠け、壊れ、なんとか形を保っている、そんな状態。

「鏡、よね。これが」

「ま、まさかまさか、八や咫たの鏡かがみ、なのですか」

　千姫、半蔵の言葉の裏にあるのは畏れだ。

　それ自体、永遠ともいうべき悠久の歴史の中に位置づけられ、多くの逸話とともに息づいている。

　三種の神器。そのひとつ、八咫鏡。

　神話の中に埋もれ、本当にあるのかどうかもわからない。

　悪くいえば、おさめられているとされる箱の中には、何もないのでは、そんなふうに考える者もいるほど。

　それがいま、ここにある。

　みんなの眼前に、たしかなものとして存在していた。

　見方によっては、骨董にすら見えない。

　ただの朽ちかけた古物だ。

　なのに、圧あつ倒とう的てきな存在感を放つ。内包する力が、周囲の空気や空間までも歪めて、迫せまってくる。

　もしかするとそれは宗朗たちが「将」や「剣姫マスターサムライ」だから、より強く敏感に感じるのかもしれない。

「これが」

「伝説の……三種の神器」

「それがどうして。ここに」

「わぁ。すっごく古くて錆び錆びだよ。ゴミ箱から拾ってきたの？　ゆっきー」

　さっ、と手が伸びて、鏡をつかむ。

　十兵衛が鏡を掲げていた。

「や、やめんか！」

「ちょ、っと！　やめなさいよね！」

「離はなして、下ろすんだ十兵衛！」

　たちまち、ちょっとした阿鼻叫喚の図になる稽古場。宗朗たちの血相を変えた表情に驚おどろいたのか、

「へ？　きゃぁ！　ごめんなさい」

　思わず十兵衛の手から、鏡がこぼれ落ちる。

　床に落ちる。これだけ古い物だ。砕ける……！　と誰もがおびえたのを、

「うぁぁあああっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、頭からダイブした宗朗がすべりこむようにキャッチする。

「でかした、宗朗！」

「やったわ！」

　それだけで、世界の危機を救ったように、一転、盛り上がる稽古場。

「は、はは。よかった。うぉぁあ!?」

　手の中の鏡に気づき、こんどは別の意味で驚く宗朗。冷や汗を流しながら、もとの袱紗に戻もどした。

「ふぅーっ」

　大きくため息をつく。全員、つられてため息をもらした。

「はぁ、なんだかドッと疲れちゃった。……それで、本題に戻るけど、どうしてそんなものがここにあるの？　本当に八咫鏡なの？　これがどうして、あいつらと御所を結びつける証しよう拠こになるわけ？」

　安心したのか、矢継ぎ早の質問をぶつける千姫。

「そう急ぐでない。ひとつひとつじゃ。まず宗朗、おぬしはこの鏡に見おぼえがあるはず」

　幸村に話を向けられた宗朗。

「うん。これはあのとき、大江戸の、天城での戦いのさなか、幸村がぼくに託してくれたものだ」

　多くの怨おん霊りようが取り付き、乗っ取られた大おお鎧よろいに立ち向かう際、幸村が宗朗に八咫鏡を渡わたした。

　八咫鏡を首から下げ、胸に掲げた宗朗は、同じように義仙が手渡した鬼切りの太た刀ちを手にする。

「この鏡と、あの太刀がなくては、とうてい大鎧の悪霊に敵わなかっただろうと思う」

「そのとおりじゃ。義仙が持って来たという太刀はともかく、鏡はひとしく、悪霊と戦い、鎮しずめるために遣わされた物」

　戦いのあと、鏡と太刀は知らないうちに宗朗の身体から消えていた。

　かつて阿弖流爲との戦いのあとがそうだったように。

　そのせいで宗朗も、鏡や太刀のことをいっとき忘れていたのだが、

「わらわも驚いたのじゃがな。この袱紗の中に、また戻っておった。もしかするといつでも、本当の主のところへ戻れるのかもしれぬ」

　一瞬、古ぼけた鏡の底知れなさが畏怖となってあたりを包む。

　また声がなくなりかけるところ、

「それで、どうなのよ。いま言った経緯からして、これが本物の八咫鏡で間違いない、っていうことみたいだけど」

　千姫が。幸村も改めて向き直り、

「そうじゃ。そしてこれを持ってきたのが、あやつらのひとり、細川興秋じゃ」

「興秋……虫使いの」

「手渡されたわけではない。じゃが、興秋との戦いをなんとかわらわと又兵衛で制したそのあと、この袱紗がおかれておった。まるでわれらへの褒美のようにの」

「ご褒美？」

「じっさいは褒美というより、事態を鎮めるために確実に託された、というわけじゃったが」

「でも幸村たちが、その興秋に勝たなければ、この鏡は託されていなかったんじゃない。やっぱり幸村たちの戦いぶりを見て、託してもいいって判断したと思うの」

「幸村たち……というよりは」

「われら、と言ったほうがよいじゃろうな。わらわと又兵衛から、われら全員の技量を推し量った、と解釈しておる。いずれにしろ……」

　幸村が全員を見渡す。

「ほえ」

「わ、わかってますわよ。よけいな気遣いは無用、ですわ！」

「キュッ」

　わかってなさそうなふたりプラス一匹も、神妙に次の言葉を待つ。

　幸村の言葉は、

「京へ、行こうと思うておる」

　静かに、稽古場に響き渡った。

　意外と、反射的な反応はなかった。全員が、その言葉を覚かく悟ごしていたから、でもある。

「京、か」

「本当に行くのね、京へ」

　かみしめるようにつぶやく。うなずく。

「この鏡も、返さねばならぬしな」

「そうね。宗朗が持ってくるのを待ってるかもしれないわよ。御所の……」

　そこまで行って、肝かん心じんの言葉をためらう。

　焦れたように、

「なんですの。これだけ言っておきながら奥歯に物がはさまったみたいな。代わりにわたくしが言ってさしあげますわ。御所といえば、みか……うぷっ！」

　言う兼続の口を、乱暴に十兵衛が塞いだのだ。口を押さえたというより、ほとんどはり倒したふうに見える。

「ぁ、ごめんなの、ぐっちゃん」

「むごぁ……な、なにをするんですのぉ！　鼻がつぶれるところですわ！」

「ぅん、どうしたのかな。十兵衛、気がついたらぐっちゃんの顔、ぶっとばしちゃってて」

「グーですわ！　グーで殴るって、どういうことですの！　嫁入りまえの顔がつぶれたら、どうしてくれますのぉお！」

「もうそれくらいにしておけ兼続、むしろよくなっておるようじゃぞ」

「ほんとですの!?　……ぁー、うそですわ、ありえませんわ！　バカにするなですわぁあ！」

「あら、トンカチってまえからそんな顔じゃない」

「違・い・ま・す！　わぁあ！」

　ひとしきり、いつもの喧騒が戻ってくる。

　そんな中、宗朗はひとり沈黙していたが、顔を上げると、縁の向こうの庭、その上の月を眺めた。

「ぅん……？」

　庭の隅すみを、なにかの影かげがよぎる。

　さそわれるように腰こしを上げると、宗朗は背後の襖ふすまをあけて部屋を出る。なぜか部屋の誰もが、それに気づかなかった。




２




「いるんだろう？」

　庭に続く濡ぬれ縁えんから宗朗が声をかけると、背後に早くも気配があった。

「お早いおでまし、感謝なんです」

　落ち着いた、それでいてどこかざわざわと気持ちを波打たせる。そんな声の持ち主といえば、

「義仙。ぼくに話があるようだったからね」

　振り返らない宗朗の背中に、ぴったりと義仙が寄より添そう。触れるか触れないかの、ごく近くて、けれど宗朗には見えない距きよ離り。

「上方へ……京へ行かれるのですね」

　耳元に吐と息いきを感じる。

　義仙の匂いがほのかに香ってくる。

「うん。幸村がそう言ったとき、なぜだかとても腑に落ちたんだ。そうするのが当たり前、というふうにね」

　宗朗は庭木ごしに月を見上げている。

　大きな未来が決まった。

　なのに緊きん張ちようするでも、武者震いが起こるでもない。とても自然で、おだやかな、落ち着いた心が宗朗を満たしている。

　続けて、

「幸村の話はとても理詰めで、反対する理由がない。だから京へ行くのも道理なんだってわかる。でもそれだけじゃない。京へ向かうことが運命なんだっていうような、いやもっと、うれしかったんだと思う」

「うれしかった」

「ああ。なぜだろうね。京なんて、学園の中等部のころに修学旅行で行ったきりだよ。なのに」

　笑う宗朗の背中に、義仙がそっと顔を押し付けた。

「京には……行ってほしくないんです」

「義仙、どうして」

　意外な言葉だった。

　つねにクールな傍観者を装う義仙には珍めずらしい。
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　これまで、決定的な場面ではつねに義仙は宗朗を守ってきた。また、事態をそのように仕向けることで、間接的に宗朗たちを助けた。

　それをいつも、なにも言わずにするのが義仙だった。

　こんなふうに、自分から意見すること自体、ほとんどなかったはず。

「義仙は……いままで楽しんできました。宗朗さまのおそばで、とても楽しかったんです。他の、幸村さまや千姫さま、十兵衛お姉さまとは違っていたかもしれません。それでも義仙は、ずっと楽しかった」

「義仙、ぼくも」

「いいえ、宗朗さまはいいんです。義仙は陰からお慕いするだけで、振り向かれなくてもそれでいい。それがいいんです。でも」

　義仙は言葉を切った。しばらく時間が流れる。

　宗朗は背中が温かく濡れているのを感じた。

「泣いてるのかい、義仙」

　それには答えず、顔を振る義仙があった。

「泣いてなんかいないんです。義仙は泣いたりしないんです。気のせいなんです。振り向かないで」

「そうか。泣かないんだな、義仙は。ぼくの想おもう義仙もそうだ。でも、そうでなくてもいいと思う。ぼくは好きだ」

　好きだ、の言葉がふたりの間を通り抜けて、沈んでいく。

　義仙の中に深く沈んで、涙なみだが止まる。

　続けて、宗朗。

「行ってほしくないって、どうしてだい」

　それに対する答えは、もっとも時間を要した。

　ようやく義仙の口からこぼれる。

「京へ行けば、宗朗さまの未来が……変わってしまうんです。宗朗さまだけではない。この道場のみんなも。もういままでどおりではいられない」

「どういうことなんだ。知っているなら話してくれないか、全部」

　向き直ろうとする宗朗を、義仙の手が押おさえた。

「京には、御所には、あの方が……帝が、おわせられるんです」

　とうとうその言葉が、口をついて出た。

　幸村も千姫も、口にすること自体をためらった。誰が聞いているのでもない。罰があるわけでもない。

　けれど武士であれば、ましてサムライであるならば、将軍以上に、その存在、その人は高く尊く、ゆえに畏怖の念もまた限りない。

　徳川幕府が日の本をいまだに支配している現状は、ともすれば社会に、京や御所をないがしろにする風潮がないとはいえない。

　幕府の四百年を超える治世は、そのように年々、京を軽んじて行く道程だったともいえる。

　しかしそれでも、あまたの武士の心中には抜きがたい京への想いがあった。

　どれほどの時が経っても、社会が変わっても、決して消えることない、帝への尊崇の念である。

「わかっている。京へ行くということは、帝のおそばへと近づくことだ。幸村は……ぼくらは、いま襲おそってくる敵が御所に関係あると思ってる。だから京へ行こうとしてる」

　ひと言ひと言、かみしめるように、言葉を選びながら宗朗が話す。

「御所は無関係かもしれない。万一あるとしても、帝が直接、お関わりなさっているとは限らない。だいいち、そんな理由で京へ行くこと自体、畏れ多いことだ。だけど……行くしかない。会える会えないじゃなく、行くしかないんだ」

　これだけのことを言うのにも、宗朗は、多くのエネルギーが要ったと思う。言うだけで、想うだけでこうなのだから、

（帝に拝謁するような……いや、そんなことのあるわけが）

　これもまた、考えるだけで心に動どう揺ようが走る。

　そんな宗朗の手を、義仙がしっかりと握った。

「義仙が、御お守まもりいたします」

「義仙」

「やはり宗朗さまは、京へ行かれる。そしてなにもかもが変わってしまうんです。もとへは戻れない。この道場も、二度と……」

「ぼくは、そんなことを」

「望むと望まざるとにかかわらず、これは避けられない運命なんです。いつのまにか義仙も、この道場を好きになっていました。居場所がなくても、それが義仙の居場所。この道場に集う『剣姫マスターサムライ』のみなさんを、姉妹のように感じることに気づいて驚くこともあったんです」

「なら、まだ間に合って」

「いえ。宗朗さまもみなさんも、京に行かれるのを止めはしないんです。義仙でなくとも、止められる者はいないでしょう。なぜなら、宗朗さまを京へ招いているのは、大御心のなせる業……」

「ぼくが、ぼくたちが京へ行くのは……それを望まれる帝の」

　宗朗の心に衝しよう撃げきが走る。

　どれほど確かな証拠があったとしても、疑う自分の心に怯んでいた。

　だがそれが望まれることであるなら。

　宗朗の道は、まさしく運命となる。

　義仙の言葉は、正しく宗朗の道を照らした。そこに疑いの余地を挟むのはかんたんだ。けれど宗朗は、

「義仙！　わかったよ、義仙、ありがとう！」

　宗朗は義仙の手を握り返す。そうして、

「ぼくは、運命を信じる。ぼくたちの進む道が、決して間ま違ちがいじゃないことも。それがぼくたちを変えてしまうなんて、思わない。後こう悔かいしない！」

　言いながら宗朗は振り返った。

　義仙に向き直って、義仙の顔を見つめながら言うつもりだった。自然とそうしていた。

　しかし、

「……義仙？」

　そこに義仙はいなかった。いつのまにかすり抜けてしまった手のひらには、まだ義仙のぬくもりが残っている。

「どこに。いや」

　宗朗は義仙を捜さない。

　義仙はどこかにいる。

　必ずどこかから宗朗を見つめている。見守っているはずだ。

　それが義仙の接し方、愛し方なのだ。

（京へも、きっとついてきてくれる）

　そして宗朗は、不安をひきずりながらではない、晴れた気持ちで京へ向かうことができる。

　この気持ちを伝えたくて、「剣姫マスターサムライ」たちの待つ部屋へ戻った。

「みんな……！」

「……ぅん？　なんじゃ、ずいぶん長い手水場だったの」

「ちゃんと手を洗って来た？　って、言わせないでよね！」

「だいたいこの人数で、トイレもお風ふ呂ろもひとつしかないって、少なすぎですわ！　増設を望みますわ！」

「わーい、お風呂が増えるよぉ！」

「ウキュ、ウキュゥ！」

「なんで、そうなるんだよ」




「……どうやら、京へ上ってくるらしいわね」

「道場の全員で？　まぁ、そのほうがてっとり早いけどね」

　柳生道場の庭を遠く望む林の中。木々の梢の上に立っているふたりの少女。

　忍装束の形は似ているが、色が金、銀に分かれている。

　顔立ちもどことなく似ているが、髪かみはロングとショート。まるで見分けやすいように、そうしているかのようだ。

「そう。いいじゃない。手間が省けるわ。お上の言ったとおりになった」

「言った、だなんて。おっしゃられた、じゃない、この場合」

「いいのよ。敬語が難しいんだもの。なるべくふつうの言葉でって、ふだんから仰せになって……言ってるんだから」

　声も似ている。言葉遣いもほぼ同じだ。

「興秋、吉治、勘兵衛、みんなやられちゃったけど」

「それもいいんじゃない。そこそこ楽しめたわ。だけどわたしたちは、どうかしら」

「そうね。やり過ぎちゃって、みーんな殺しちゃっても、しかたないわよね」

「殺すな、ってお上が言ってたわけじゃないんだものね」

「言ってないわね。殺せ、とも言ってないけど」

「じゃあ、そういうことで」

「じゃあ、そういうことね」

　ふたりは顔を見合わせる。

　クスクス笑う。お互たがいの手と手を合わせ、そのまま腕うでと腕をからませて、となると自然、抱き合う形になる。

「ふぅん、五い六ろ八は、いい匂いよ」

「忠ただ輝てるさまも、いい匂い」

　金色が五六八、銀色が忠輝、と呼ばれる。

　このふたり、京より遣わされた「剣姫マスターサムライ」だった。名は、

「松まつ平だいら少将忠輝、やっちゃってよ」

「伊だ達て五六八、やらなくもないわね」

　頬ほおまでもすり合わせ、唇くちびると唇がかすかに触れ合う。微ほほ笑えみの形の唇が離れると、つーっ、と細い唾だ液えきの糸がかかって、途と中ちゆうで途と切ぎれた。

「柳生の、無事に京へ行けるなんて思わないことね」

「宗朗、ちょっとよさそう。無事に京へ行けたらおなぐさみ、よ」

　お互いに、鏡に映った影のような実体のようなふたりの同じ顔を、ようやく黒雲から覗いた月の光がなめていく。







伍◆西へ







１




「京へのぼるのに船旅なんて、ずいぶんロマンチックじゃない。幸ゆき村むらにしてはやるわね。ほめてあげるわよ」

　千せん姫ひめが、風になぶられる長い髪を押さえて微笑む。

「わぁー、わぁー！　見て見ておにいちゃん！　イルカだよー！　跳ねてるよ、お船といっしょに泳いでるよー！」

　イルカに向かって手を振る十じゆう兵べ衛え。

「あんまり手すりから身を乗り出したら危ないよ、十兵衛。というよりスカートが、ぁあ、ほら！」

　気遣う宗むね朗あきら。

　降り注ぐ午前中の陽ひが、白い甲板に反射してまぶしい。強い風で髪も服も乱される。京へ向かうフェリーの船上だ。

　ただ十兵衛の場合、風が、というより、下向きに身を折り曲げるだけで、短すぎるワンピースの裾すそが下着をさらしてしまう。

「真幹線がいちばん手っ取り早いのは確かじゃが、敵に襲われたときの対処が難しいからのぉ。ここは奮発して、船をとってみたのじゃ」

　幸村が控えめな胸を張れば、

「たしかに、移動中を襲われたら困るし、狭せまい車内じゃ戦いようがない、っていうのはわかるけど、船も同じじゃない？」

「敵の襲しゆう撃げきまでは思いつかなかったけど、他の人たちも大勢いるなかで、仕し掛かけてくるかな」

　千姫、宗朗が返す。

「すごぉい、宙返りしたよ！　イルカさん、すごいすごぉい！　イルカさん飼いたぁ～い！」

「飼えないわよ！」

「飼うのは無理だと思う」

「イルカなど、どこの海にもおるものじゃ。船と並んで泳ぐのがイルカの遊びみたいなもので……と、イルカのことなどどうでもよいわ！　わらわとて、周りの一般人を巻き込む形で敵がそうそう攻こう撃げきしてくるとは思わぬ。だからじゃ」

「だから？　もしかして、わざとこんな広い甲板のある船を選んだってわけ？」

　二百台を超える車を飲み込むカーフェリーは、一万トンをゆうに超えるサイズがある。上甲板は、サッカーくらい軽くできそうな広さだ。

「万一、を考えるのが軍師の役目じゃ。わらわの扇舞昇や千の爆ばく炎えん閃せん破ぱにしても、ある程度の場所を必要とする。もし敵の能力が、催さい眠みん術じゆつやら動物に乗り移るやらで、狭いところでも発動できるものだったら、われらが一方的に不利になるからのぉ」

　さらに、

「もっといえば、じゃ。全員が同じ船やら列車に乗ると、敵の襲撃以外に、事故で同じ被ひ害がいを受ける恐おそれがあるからの。かの合衆国の大統領と副大統領とて、同じ飛行機には乗らないじゃろう」

「そこまで考えていたのか、幸村」

　これには舌を巻く宗朗だが、

「そうね。おチビちゃんの洞察はすごいけど、でもなんだか、船でゆっくり豪華に、って気もするのよね。ま、千は否定しないわ。こうして四人、船旅を満喫できるんだもの。ね、宗朗！」

「そうですが、ほんとにいいのかなぁ。ぼくたちだけこんな船で」

　わずかに宗朗が、表情をくもらせる。すると幸村、

「なぁに、問題なかろう！」

　急に声を高めて、

「たしかに、この豪華フェリーのチケット、やや値の張るチケットものではあったがのぉ。先に言ったわらわの考えあってのこと。四人分しか予算がなかったのは残念ではあったが、うむ。残りの三人……と一匹も、せっかくの旅を楽しんでおるじゃろうて！　心配いらぬ、あっはは、は！」

　笑う。

「はは、そう、ね」

「なのか、な」

　これには顔を見合わせる千姫と宗朗だった。

「きゃぁ、カモメ！　カモメさんがいーっぱいだよ！　くるくる回ってるー！」
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「なんで！　なんでですの！　なんでわたくしたちが徒歩ですの！　もぉお、信じられませんわぁあ！」

　大おお江え戸どからはるか西へと続く東海道。もちろん、いまの時代は高速道路と、並行して走る国道だ。

　その道端で声を上げている兼かね続つぐ。

　その背後には、

「しかたありません。御お姫ひいさまに豪華な船旅を楽しんでいただくために、この半はん蔵ぞう、涙を呑みます。うぅぅ、なぜお連れいただけなかったんですかぁ！」

　こっちも、納なつ得とくしたと言いつつうらみごとが漏もれる半蔵。

「いつまで言っていてもらちがあきません。少しでも歩いたほうが」

　又また兵べ衛えは、勘かん兵べ衛えの匂においを追って東海道を進んでいた。幸村の命で戻ってきて合流したのだが、当の幸村は船の上。

「ウキュ！」

　又兵衛の頭の上に乗っている佐さ助すけ。

　まだ道場を出て半日、東海道へ入ったばかりだというのに、早くも全員へばり気味だった。

「納得できませんわ！　なんで向こうが豪華フェリーでわたくしたちが徒歩ですの！　あのくじ引きだって、きっとインチキだったんですわ！　こっちの顔ぶれ、限りなくＢ級、二軍の香りがしますわぁあ！」

「いえあの、自分で二軍とか……」

　おさまらない兼続と、あきらめ気味の半蔵。

　いちおう、組決めはくじ引きだったらしいが、

『よいか。宗朗は「将」だから当然として、十兵衛は宗朗のそばにおらねば意味がない。わらわも、策をさずける必要上、宗朗とは切り離せぬ』

『あら、千が宗朗のそばにいなくて、誰だれがいるっていうの。ありえないわね』

『あ、あの』

『やっほー！　お兄ちゃんといっしょなの！』

　正確には、組決めまでは幸村の強ごう引いんな理屈、千姫のわがままゴリ押し、などで決められ、船か徒歩か、だけがくじで決められた。

　それもかなり、疑わしかったっぽいが。

「あのデコ軍師、きっとくじを細工したんですわ。ぜったい徒歩でなんか行く気はなかったに違ちがいないですわ！　……けど」

　まだ文句を言っていた兼続だが、とつぜん振り返ると、ニヤッと笑う。

「この兼続に考えがありますわ！」

「考え、ですか」

「ええ、こんな、徒歩でとぼとぼ歩いてたら、京まで何週間かかるかわかりませんわ。まだ駿河ですわよ。江戸時代の大昔じゃございませんのよ！」

　徳とく川がわ幕府が続いているので、いまも江戸時代である。

　ただし、明治の大改革以来は、それぞれ元号で呼ばれるのがふつうだ。

「そこで、ですわ！　わたくしが画期的なアイデアを……」

「ヒッチハイク、ですか？」

「そう、そのハイク……って、いまわたくしが言おうとしたところですのに！　最後まで言わせろですわ！」

「お金をかけずに徒歩以外で移動するなら、どうしてもヒッチハイクになりますね」

「ウキュ、キュ！」

　又兵衛に佐助も同意（？）する。

「だいたい、フェリーのチケットにお金を全部使って、わたくしたちの旅費がなくなったに決まってますわ！　このうえは、デコ軍師たちより先に京について、見返してやるのですわ！」

　こぶしを握り締める兼続。キッ、と目元を険しくして、

「そうとなったら、さっそくビッチハイクですわよ！」

「あ、あの、ヒッチ……」

「ご覧あそばせ！　この兼続さまのセクシーな魅力で……ヘイ、その車、カモーン！　ですわぁ！」

　歩道の端から腕を伸のばし、親指を突き上げる兼続。しかし、車は、無常にも走り去っていく。

「ちょっと！　無視するなですわ！　これ、この！　カモーン！」

　何度やっても同じ。

　兼続のことなど見えないかのように、車はスピードも落とさない。

「なんですの！　まったく、近頃の運転手はなってませんわ。ビッチハイクもさせませんの!?」

「ですから、ビッチではなく……」

「わかりましたわ！　積極性が足りなかったんですのね。見てろですわ、この……チラッ、うふ～ん！」

　勢い込んで兼続は歩道へ進み出ると、自分から制服スカートのすそを半分まくりあげて、しなを作る。

　投げキッスをしてみせるが、

「危ない、兼続さん！」

　ブロロロロ～！　やはり、まったく減速なし。走り過ぎる。風圧で兼続のスカートがお腹なかまでまくれ上がり、本人もクルクル回転する。

「そんなに前へ出たらぶつかってしまいます」

「ウキュ！」

　と、兼続を引っ張り戻した又兵衛。それに佐助だ。

「わ、わかってますわ！　なら、ふたりとそのお猿さるさんでビッチハイクをしてみたらいいんですわ。やってご覧なさいですわ！」

　憤いきどおる兼続。

「……しかたないですね。又兵衛さん」

「はい。やってみましょう」

「キュゥ！」

　しかしふたりと一匹のヒッチハイクも、やはり空から振ぶりに終わる。三十分近く、道のかたわらでアピールするも、一台も止まらない。

「ダメですね。やっぱりまじめに歩いたほうが」

　あきらめかけたそのとき、

「ヘイ！　これでどうですの！」

　声に半蔵が振り向くとそこに、

「兼続さん！」

　又兵衛も驚おどろく。

　水着姿の兼続がいた。ピンクと黒の、かなり小さ目のビキニだ。

「どうしたんですか、そんな水着？」

「ふふん、さっさと京で用事を終えたらプライベートですわ。海でゆーっくり遊ぶために持ってきたんですの。バカンスですわぁ！」

「あの、京に海、ありません」

「はぁ!?　そ、そんなこと、わかってますわ！　そうですわね。プール、プールですわ、湖でも……とにかく！　まともなことをやっていては止まるものも止まりませんことよ！　ビッチハイクを極めなくては！」

　そう言うとポーズ。

　胸とお尻しりを突き出して、本人にとってかなり意識したセクシーなものだ。が、水着やポーズはともかく、

「その顔、は」

「オバケですか」

「キー、キーッ！」

　佐助がおびえて歯をむき出す。

　唇をはみ出したルージュ。目の周りを真っ黒にしたアイシャドウ。日の丸のような頬紅。と、かなり独創的なメイクだ。

「なんですの。せっかく人が念入りにお化粧したというのに。このくらいしなくてはビッチハイクで目立ちませんわ！」

　あくまでビッチを強調したいのか、自信満々な兼続。

「ですから、ビッチではなくて」

「わかりました」

　基本のところの誤解を解こうとする半蔵に対して、又兵衛はすっぱりと言ってうなずいた。

「ええ！　なにがわかったんですか？」

　驚く半蔵に、

「兼続さんの覚悟です。ビッチはともかく……その顔もとにかく、車を止めるためにわたしたちもがんばらなくては」

「ウキュ、キュゥ！」

　これも、賛成なのか佐助が又兵衛の頭の上で飛とび跳はねる。

　又兵衛はさっそく、ヒッチハイクに合わせたセクシーなコスチュームへと着替え始める。といっても、もともとボトムは下帯だけの、ふだんからかなりの露出度。

「水着なんて持ってきているんですか？」

　心配する半蔵に、

「いえ。でもないならないで、工夫してみます」

　やや考えると、制服の上着を頭からすっぽりと抜き取った。

　ぶるっ、ん！　全「剣姫マスターサムライ」中でも最大規模を誇る、又兵衛の裸はだかのバストがいきおいよく露出する。

「ま、又兵衛さん！　まさかそんな……トップレスはいけませんぅ！」

「だいじょうぶ、そこまでは」

　又兵衛は答えて、たったいま脱ぬいだ制服をクルクルとこよりのように細くすると、あらためて胸に巻き付けた。

　チューブトップの水着のような形になる。

　それを見た兼続。

「合格ですわ！　あとは……とっとと、用意なさいですわ！」

　うなずいて、半蔵を見る。こうなると半蔵もさからえない。

「は、はいぃー」

「ウキュゥ！」

　……かくして、

「これならビッチハイク、成功間違いなし、ですわね！」

　水着の兼続、チューブトップの上着と下帯の又兵衛、

「こ、これでいいんですよね、もう！」

　半蔵はといえば、かろうじて持っていた赤ブルマのボトムと、トップは手ブラ、つまり剥むき出だしのバストを手で押さえているだけ。

「キュキュ！」

　こっちは、もともと全ぜん裸らの小猿形態・佐助だ。

「さっそく行きますわよ！　おあつらえむきに、向こうからマイクロバスが来ますわ！　あれなら全員乗れますわね、それ！」

「はい」

「はいぃぃー！」

　三人が、車道に半ば乗り出しながら、半裸をくねくね、シナを作りながら右手を突き出し、親指を立てる。

「うっふーん、乗せて～、ですわー！」

「キュー！」

　ブォーーッ！　しかし、目当てのマイクロバスは止まらない。

「がっかりしているときではありませんわ！　次、次ですわ！　あの高級車を」

　せいいっぱいのセクシーポーズ。

　ブゥワァーン！　まったく止まらない。

「どういうことですの！　わたくしたち三人のセクシーなビッチハイクがぜんぜん成功しないなんて！」

「とりあえず、顔、拭いてください。怖こわいです」

「な！　わかりましたよ、拭けばよろしいのでしょう！」

　しかし兼続が顔のメイクを落としても、車はいっこうに止まらない。

「……なんだか、避さけられているみたいな」

　大きく蛇行するように避よけて行く車を見ながら、又兵衛がつぶやいた。

　どうやら、とつぜん現れた半裸の三人を、道行く車のドライバーは驚き、恐れて逃にげていくようなのだ。

「次！　次ですわ！　こんどこそ、つかまえて逃がしませんわよ！」

　ある車などは、止まったものの、

「やりましたわ！」

　近づいてきた兼続たちの顔を見るや、

「ひっ！」

　と小さく叫さけんで急速発進。

　じつは兼続たち、水着や下着、手ブラとセミヌード同然の姿ながら、ふだんからの得物、大槌、鑓やり、忍者刀などは背せ負おったまま。

　いくら露出度を高めても、これでは車は止まらない。ほぼ、ヒッチハイク強盗団、といったいでたちだった。

「なんてこと！　失礼しちゃいますわ！」

「ウキュゥ！　ウキュキュ！」

　腕組みして憤る兼続。

　となりで、この事実に唯ゆい一いつ気づいていた佐助が、けんめいに訴うつたえる。

「なんですの、うるさいですわね！　そんなに言うなら、お猿さんひとりでやってみるといいんですわ！」

「そうですね、少しなら人間ふうの姿になれますし」

「いいかもしれません」

　なぜか反対の声もなく、佐助ひとり（一匹）でヒッチハイク継続。

「キュゥゥ!?」

「やってみなさいですわ！」

　半ば強引に、車道へ押し出される。

　はじめオロオロしていたのが、覚かく悟ごを決めたのか、

「ウキュ、キュ……キュゥゥ！　ポンッ！」

　佐助の姿が変わる。小猿から、数倍の背せ丈たけの人間体になった。

「ふん、ようやくやる気になったようですわね」

「かわいいです！」

「たしか、三分くらいしかもたないかと」

　そのようすを、後ろから見ている三人。

「まぁ、わたくしたちがあれだけがんばって無理だったものが、たかが人間っぽく化けたお猿さん一匹でなんとかなるわけが……ぇええ!?」

　さっそく、一台の車が佐助の前に停まり、どうやら乗車ＯＫのようす。

「ウキュ、ウキュッ！」

「やりましたね、佐助さん！」

「あっぱれです」

　くちぐちに、佐助をほめ、ねぎらう半蔵と又兵衛。ついにヒッチハイク成功か、と思われた矢先、

「……な、な、納得できませんわぁああ！」

「ぁ、兼続さん！」

「いけません！」

　怒おこった兼続が大槌を振ふり回まわす。

　ズシッ、ン！　地面を震ふるわせる大槌の威い力りよくに、

「うぁああ！」

　たちまち悲鳴をあげるドライバー。逃げ出す車。

「ぁー……」

「ウ、ウキュ」
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　そうしてけっきょく……。

「どうだ、思い知ったか、ですわ！　ちゃんとビッチハイクできましてよ！」

　強すぎる風に長いツインテールをなびかせながら、兼続が言う。

「たしかに、車には乗れましたが」

「少々開放的、ですね」

　同じく、風のせいで大きく乱れた髪を押おさえながら、半蔵と又兵衛。もう三人ともに、もとの制服姿に戻もどっていた。

「ウキュ！」

　そして小猿の佐助。風で飛ばされそうだ、と訴える。

　それもそのはず。

　いま三人と一匹がいるのは、トラックの荷台。それも、アルミの覆おおいや幌などのない、剥き出し、吹きさらしの荷台である。

　せっかく佐助がつかまえた乗用車を兼続が追い払ってしまい、その後、なんとかヒッチハイクに停まってくれたのが、このトラックだったというてんまつ。

「なんですの！　広くて早くてオープンエアで、快適このうえない車をつかまえたのはわたくしでしてよ！」

「高速道路で、トラックの荷台って、どんな罰ゲームなんでしょう」

「法律的に完全アウトな気がします」

「キュゥゥ」

　半蔵たちの評価はさんざんのようだ。

「ぐぬぬ……！　け、けどですわ！　これで完全に高速移動が実現しましてよ！　このまま、船なんかより早く、とっとと京へ着いてさしあげますわ！　野や獣じゆう宗朗やデコ軍師組より、兼続組が先に入京ですわぁ！」

「誰が兼続組ですか」

「それだけはお断りします」

「なんですのぉ！　だいたい……ん？　あひゃ？」

　トラックの荷台、運転席を背に仁王立ちの兼続。が、なぜかその表情が中途半端にくずれる。

「ウキュ？」

　気づいた佐助が、その肩かたに乗ろうとすると、

「お猿さんは、黙だまって寝ねていれば……ぇえ!?」

　兼続は背中の大槌を引き抜くや、佐助に向かって振りぬいた。

「キャゥ!!」

　間かん一いつ髪ぱつ、大槌の打撃を避けることができた佐助だったが、あやうく荷台から転落しそうになる。

　かろうじて、佐助をキャッチした半蔵。

「佐助さん！　……なにをするんです兼続さん！　佐助さんにくらべて、自分がこんなトラックしかつかまえられなかったからといって、ひがむのはお門違いというものですよ！」

　佐助を抱きながら、兼続に怒る。

　当の兼続は、

「ぁ、いえ、まさか殴るつもりは……って、なんですのぉ！　わたくし、別にお猿さんなんかにひがんでなんていませんわ！　言いすぎですわ！」

「どっちにしても、そんな武器で殴るのはやり過ぎ、ひど過ぎです！　『剣姫マスターサムライ』といえど、大ケガしかねないんですよ！」

「ですからわたくしは、殴る気なんて……ぇ、ぇ、あれぇええ!?」

　しかし兼続は、さらに大槌を振りかぶると、

「ひぇえ！」

　ドンッ！　トラックの荷台に向かって振り下ろす。悲鳴も兼続のものだ。

　といっても、悲鳴を上げたいのは半蔵や又兵衛のほう。

「ちょ、っと、やめてください兼続さん！　やつあたりが酷過ぎます！」

「わたしたちにまで打ちかかってくるとは、ここで勝負をつけようということですか」

　跳とび退のきながらも、それぞれ忍者刀、鑓を引き抜いている半蔵と又兵衛。

「ウキュ、キュゥ！」

　佐助はまたなにかを訴えようとしているようだが、この緊きん張ちようの間には入れない。

「ですからわたくしがやっているのではなく！」

「大槌を振り回しているのは兼続さんですよ。ほかに誰が」

「もしや、幸村さまが言っていた、敵の催眠術では」

　又兵衛が気づく。しかし、

「催眠術などではありませんわ！　わたくし、目もしっかり開いてますし、ちっとも眠ねむくなんか。なのに、手が、身体が勝手にぃぃい！」

　大槌をめちゃくちゃに振り回し、叩きつける兼続。

「きゃぁっ！」

「うぅっ！」

「キュゥ、キュッ！」

　逃げ回る半蔵たち。しかしトラックの荷台だけでは、あっという間に追いつめられてしまう。

「はぁ、はぁ、ど、どうしてですの、止まりませんわぁ！」

　なおも迫せまる兼続に、

「このままでは、本当にやられてしまいます。又兵衛さん！」

「しかたないですね。反はん撃げきを」

　忍者刀、五ご丈じよう鑓やりを手に、かまえる半蔵と又兵衛。

　こんど兼続が打ち込んで来たら、ふたりで打ち返し、手傷を負わせても兼続を止める、そう決意した。

　ところが、

「えっ？」

「ぁあ、あ！」

　半蔵、又兵衛の表情が変わる。

　たったいま、兼続に対してとっていたかまえが崩れ、お互いに忍者刀、鑓を激しく合わせる。

「ま、又兵衛さん、どういう……ぁあ、わたしの腕が勝手に！」

「鑓を戻したいのに、くっ！　よけてください、半蔵さん！」

　けんめいに抗うふたり。しかしぎくしゃくと身体をつっぱらせながら、何度も刀や鑓を振るう。

　そうして繰り出される相手の武器を、かろうじて受ける、避けるのがせいいっぱい。

「止められない！　あやつられているのは確かなのに」

「催眠術なんかじゃ、ありません！」

「ほら、言ったとおりですわ！　身体が勝手に武器を……ぁぁあああ、避けて、ですわぁああ！」

　いつしか三人の「剣姫マスターサムライ」たちの、三つどもえの戦いになっていた。

「ウキュ、ウキュゥ!!」




「霧が出て来たみたいね」

　千姫が空を仰ぐ。

　もやのかかったような空に、午後の陽がぼやけていた。いつのまにか、上甲板は宗朗たち三人だけになっている。

「そろそろぼくたちも中へ入ろう……」

「待つのじゃ！」

　宗朗の言葉は、幸村にさえぎられた。幸村は霧の向こうを見透そうとするかのように、空を見上げている。

「どうしたのよ、おチビちゃ……ん。あれは！」

　千姫も気づいた。

　霧の向こうに、人ひと影かげがある。そこだけ霧が濃こくなって、曇りガラスの向こうを見ているようだ。

「誰だ。刀を……」

「抜いた」

　影が、背中の刀を抜き放つ。刀身に当たった光がきらめくのだけが、明るく見えた。

「おぬし、何者じゃ！　……京の、御所の手の者か！」

　幸村が叫ぶ。

　御所の、と言葉を口にするだけで、汗あせがにじんだ。

「危ないわよ、幸村！　向こうは問答無用でやるつもりみたいなんだから！」

　千姫はもう薙なぎ刀なたをかまえていた。

　だが、

「待て！　待つのじゃ、まだ！」

　幸村は、問いの答えを待っている。御所の、帝の手の者とわかって、それでもあえて戦うのか、そんな自問さえある。

「だめだ幸村。いまは考えるんじゃない。身を守るんだ！　みんなを！」

　宗朗も刀を抜く。

「うむ、心得た。おのおの、ぬかるでない……！」

　幸村もなっとくして、大鉄扇をかまえる。

　相手の出方を待つ。

「霧が……」

　濃くなってきていた。

　まとわりつくように、三人の身をつつみ始める。







あとがき







　すずきあきらです。資料として読み始めた『現代語訳・信長公記』がおもしろくて止まりません。

　墨俣城って秀吉が築くまえにも作って、一度破却してるじゃん！

　三好が攻めてきたり降参して部下になったり裏切ったりまた降参したり討死したり、三好多すぎ！　信長もおぼえきれないよ。そのわりに三好三人衆は全員が三好じゃないし！

　松永久秀、ただ焼死って書いてあるだけ。平蜘蛛の茶釜はどうしたん？

　いや、マジお勧めです。




　早いもので、このあとがきももう十六回目になりました。

　なんて書くと妙に改まった感が、フラグか？　とか思われるかもしれませんが、物語もいよいよ収束に向かって加速していきます。

　アニメ『百花繚乱　サムライブライド』も、ありがとうございました。

　小説とはまた少し違った時空を描いているアニメですが、どちらもご覧いただいている方には、ふたつのストーリーが寄り添ったり離れたりしながら同じ方向へ進んでいるのを感じると思います。

　アニメから小説を読み始めた方も、映像表現とはまた違う形での宗朗や十兵衛たちの姿を楽しんでいただけたら幸いです。




　小説、映像、と来て、百花の世界を構成しているともいえるもうひとつの要素、フィギュアですが、まだまだあんなものもこんなものも予定されています。

　念願のあのキャラのあられもない姿や、こんなキャラのフィギュアも！　まで。

　こっちは手放しで楽しみです。

　いま調べたら、「あられもない」は、「とんでもない」という意味らしい。

　必ずしも露出が多いとかエッチな、という意味じゃなかったんですね。でも、前述のはそういう意味です！

　そんなわけで今年も一次元（この小説）から三次元（フィギュアなど）まで、展開をご期待いただきたく。Niθ先生の美麗イラスト二次元世界も。ひょっとするとまだ別展開も、がありそうですよ！

　あとしばらく、お付き合いくださいませ。







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


すずきあきら先生／Ｎｉ[image: ]先生
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